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「おはようございます」

「うーっす、おはよ」

　朝の、いつもの、見慣れた光景。

　四台しかないエレベーターの一台に、各社の社員がなだれ込む始業開始二十分前。

　丸の内にある十階建ての商業ビルには、およそ三十の会社が入っている。

　商社、リーガル事務所、保険会社、銀行等、どの社も、このビルの家賃の高さに応じた業績と知名度を誇るそれなりの企業ばかりだ。

　同じ時間帯にエレベーターに乗り込むメンバーは、大体いつも同じ顔ぶれで、今朝も上昇する箱の中には、見慣れた顔が揃っていた。

「あっつ、この夏の盛りにあと三日も仕事だなんて地獄すぎ」

「水曜日って、なにげに週で一番疲れるよね」

　そんな些細な会話にドキッとした芦あし田だ紗さ綾やは、軽く咳払いをしてから、上昇するエレベーターの階数表示パネルに視線を向けた。

　水曜日。

　週休五日制のど真ん中で、平日を山に例えれば山頂に当たる。

　とはいえ達成感は全くなく、むしろ週初めの元気も失せて、徐々に疲労が溜まり始める水曜日。

　そんな水曜日が、いつしか紗綾にはとても特別な日になってしまった。

「柏かしわ原ばらさん」

　いきなり斜め前から明るい声がして、紗綾はビクッと肩を震わせた。

　もちろん呼ばれたのは紗綾ではない。混み合うエレベーターの最奥で、紗綾と肩を並べて立っている男である。

　柏原智とも己き。この春、紗綾が勤務する十階の門かど菱ひし商事丸の内支社に、銀座本社から赴任してきた営業マン。身長は百八十三センチで、涼しげな切れ長の目と冷たく整った目鼻立ちを持っている。

　モデル並みのスタイルとルックスがあっという間に評判になったものの、無愛想な態度と人付き合いの悪さ、そして彼女──しかも、芸能人レベルに綺麗な彼女がいるという噂が広がり、みるみる女性陣の関心を失ってしまった残念な男である。

「おはようございます。今日もいい天気ですね」

　その柏原に声を掛けているのは、ひとつ下の階にある経理課の女性だ。

　地方の支店から異動してきたばかりだが、その美貌は早くも社内の評判になっている。

　声を掛けられた柏原は、スマホからわずかに目線を上げ、形ばかりの会釈をする。

　どんな美人に対しても基本態度は変わらない。いつもと同じ、柏原の平常運転である。

　が、女は全く動じることなく可愛らしい笑顔になった。

「昨日の夜は助かりました。あの時間、タクシー拾うの大変じゃなかったですか」

「いや、すぐに拾えましたから」

「本当ですか？　でも、本当にありがとうございました」

　囁くような会話に、エレベーターの全乗員が聞き耳を立てている。

「実はお礼がしたくって。今日のお昼とかどうですか？」

「昼……？」

「私、東京に来たばかりで、よくお店を知らないんです。よかったら一緒にどうかなって」

　こんな場所で、堂々と意中の男性を誘える自信に、紗綾は内心感嘆する。

　柏原はスマホから視線を離すと、それを胸ポケットに滑らせ、耳のあたりを指で撫でた。

「すみません。俺、そういうのはちょっと」

「え？」

「彼女いるし、すみません」

　断り方。と内心突っ込みを入れたのは紗綾だけではないだろう。

　案の定、女はみるみる顔を赤くし、それが怒りの形相を帯びてくる。

「はっ？　なんですか、それ。私、ただ食事に誘っただけなのに」

「ああ、だったらそれもすみません」

「──っ、ほんっと失礼。信じられない！」

　そこでエレベーターが九階に着いたので、女はさっさとエレベーターを降りた。

　再び扉が閉じると、残りは十階で降りる面子ばかりになる。九階から上はワンフロア全てが門菱商事なので、全員が上司であり同僚だ。

　女たちはほら見たことかとでも言いたげな視線を交わし合い、男たちは軽く肩をすくめている。そんな中──紗綾だけが、妙な居心地の悪さを覚えてうつむいていた。

　チン、と軽い音がして、最上階で扉が開く。同時に、紗綾の指に絡んでいた男の指もするりと離れた。

　温かくて、男らしい太さがある指。それが襟足の下の首筋を軽く掻き、ボディバッグの位置を直してから、腰の辺りに落とされる。

　その柏原の背中を、背後から紗綾を追い抜いた同僚がポンッと叩いた。

「柏原、お前さ、もうちょっとマシな言い訳できないのかよ。仕事があるとかさ」

「え？　あー……」

「お前がそんなんじゃ、俺たちまで経理に行きにくくなるだろうが」

　同僚と話しながら離れていく広い背中を、紗綾は少し恨めしい気持ちで見送った。

　冷淡な彼の横顔は、一度も紗綾を振り返らない。混雑するエレベーターで、バッグに隠れるようにして手をつないでいたことなど、おくびにも出していない。

　紗綾にしても、こんな関係になるまで知らなかった。冷たく見えた彼に、あんなにも情熱的な一面があったなんて。

　ずっと手の甲を撫でていた彼の指は、紗綾の一番感じる場所を愛撫しているかのようだった。優しく円を描き、指の間を熱っぽく指腹で擦る。花芯を覆っているものをゆっくりと溶かしていく時と同じように。

「さっきの柏原、痛快だったね」

「営業としてはどうなのって感じだけど、女あしらいが残酷すぎてうける」

　同僚女性らが、そんな会話を交わしながら紗綾の横を通り過ぎた時、バッグの中のスマホがピコンッとメッセージの着信を告げた。

　取り出して画面を開くと、さっきまで手をつないでいた男からメッセージが入っている。

〈今夜、いつものホテルで待ってる〉

「…………」

　今日は水曜日。

　週に一度、二人が偽りの恋人同士になる日だ。

「芦田さんも気をつけた方がいいんじゃない？」

　突然、声を掛けられて、紗綾はびっくりしてスマホを背中に隠した。

「……え？　気をつけるって？」

　紗綾の慌て方に驚いたのか、同僚二人が不思議そうに顔を見合わせる。

「さっきの子、中なか島しま君にも、あんな風に声を掛けるかもしれないじゃない」

「ああいうタイプは、彼女持ちの男にも平気でガツガツ迫ってくから」

「──、ありがとう。気をつけとく」

　紗綾は、ひきつった笑顔で頷くと、どこか憂鬱な気持ちでスマホの画面を閉じた。

　どうしてこんなことになったんだろう。

　始めてしまったこと自体がどうかしていたし、こんなおかしな関係、一日も早く終わらせなくてはいけない。

　そう、あれは遡ること二ヶ月前。

　あの馬鹿げたダブルデートが、そもそも二人が、こんな奇妙な関係になった始まりだったのだ。──
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「失礼します。Ｋ社の資料、お持ちしました」

　六月中旬──丸の内の商業ビル、十階に入っている門菱商事食品部営業課。

　オフィスに足を踏み入れると、数人の男性社員がこちらを振り返るのが分かった。

「おっ、芦田さんだ」

「今日もお洒落だねー。もしかしてアフターファイブにデートとか？」

「いえいえ、何もないです。普段着ですよ」

　紗綾は笑顔で冗談を受け流し、持参した書類を担当者に手渡した。

　受け取った四十代の男性社員は、それを見もせずに脇に置くと、「はい、紗綾ちゃんにご褒美」と、卓上のキャンディを差し出してくる。

　いや、私を幾つだと思ってるんだろう──とは顔にも態度にも出さず、紗綾は明るい声でお礼を言った。

　紗綾は入社三年目の二十七歳。ただ、目尻と眉が下がった愛嬌のある顔立ちと小柄な身体、そこだけアンバランスに大きい胸のせいで、だいたいどこに行っても二十歳そこそこに見られる。

　今も、目の前の男からは学生アルバイトくらいに見られているのだろう。それは、紗綾の経歴やアシスタントという立場も影響しているのかもしれない。

「紗綾ちゃん、今度また、うちの接待飲みにつきあってよ」

　そこで、斜め前に座る五十代の主任が、にやにや笑いながら会話に入ってきた。

「えー、でも私の場合、飲み代が経費で落ちないですし」

「紗綾ちゃんの分はみんなで出し合うから大丈夫。紗綾ちゃん、美人だし、盛り上げ上手だし、営業先からも、連れて来てくれって声が多いのよ」

「そうだ、今度猿さる山やま課長に話してみましょうよ？　芦田さんを正式にうちの課に引っ張ってきて、営業担当にしてもらえないかって」

　もちろん、そんなの冗談に決まっている。紗綾は庶務課に所属するアシスタントの一人。非正規雇用で正社員ですらないからだ。

「いいね、それナイスアイデア」

「胸の開いたセクシーなスーツを着てもらってさ。営業成績アップ間違いなし」

　しかしその残酷な冗談に、みんな分かっていて乗ってくる。

　紗綾が何を言われても笑って流しているせいもあるし、からかっても構わないキャラというのが定着してしまっているからだ。

「芦田さんは、中島さんの彼女じゃないんですか」

　突然割り込んできた声に、ぎくっと紗綾は肩をすくめ、同時にその場の笑いが止んだ。

　声を聞いただけで誰かは分かっていたが、おそるおそる振り返る。

　案の定そこには、ファイルを手にした柏原が立っていた。

　ばっと目を逸らしたのは、この男のことが逃げ出したくなるほど苦手だからだ。

　柏原智己は新卒三年目の二十六歳。この四月に本社人事部から営業課に異動してきた。

　見上げるほど高い身長に、広い肩。そこに乗っかったモデルのような小さな顔は、肌がきめ細かで、目鼻立ちは作り物みたいに整っている。

　その柏原の切れ長の目が、訝しむように細められた。

「うち、確か課内恋愛禁止でしたよね。芦田さんが営業課に来ると、中島さんと同じ課になるので、まずいと思いますが」

　誰も本気にしていないことを、おそろしく真面目な口調で言うと、柏原は自席に着き、パソコンに向かって入力作業を始めた。

「……ま、そりゃそうなんだけど。ほんと、空気の読めない奴」

「そういや、今日中島は？」

「月曜から大坂出張。芦田さん、今夜は中島に晩飯でも作ってやりなよ」

　盛り上がった話題もそこで尻すぼみになる。おのおのが仕事に戻る中で、ようやく解放された紗綾は、急いで一礼して歩き出した。

　刹那に視界に飛び込んできた柏原の机は、本人の真面目さを体現したかのようにぴしっと片付けられている。

　空気が読めない、くそ真面目、元本社勤務だからお高く止まっている──等々、営業部では悪評紛々の柏原だが、紗綾が彼を苦手に思うのはそれとは全く違う理由からだった。

　一言で言えば彼の顔──そして、出会った初日の第一声が原因だ。

「芦田さん」

「──っ、はっ、はいっ」

　顔を背けたままで足を止める紗綾を、柏原は少しの間訝しげに見つめて、言った。

「……昨日いただいたこの資料、数字が一桁違ってますよ」

「えっ、本当ですか。──あ、えと……」

「俺の方で修正して、メールで送っておきます」

「っ、ありがとうございます」

　お辞儀した紗綾が顔を上げた時には、もう柏原は自席のパソコンに視線を戻していた。

　綺麗だが冷たい目。取り付く島もない横顔。凜々しい唇はやや不機嫌そうに引き結ばれ、指は機械のように正確にキーボードをパンチしている。

　その髪にきらっと光るものを見つけ、紗綾は、ん？　と眉を寄せた。

　整えられた髪の後頭部辺りに、小さな毛くずがついている。

　思わず延ばしかけた手を、はっとして引っ込めた。柏原が着任した初日──彼に掛けられた第一声が、まるでアラートのように頭をよぎったからだ。

（触らないでください！）

　その朝、出勤したばかりの柏原は課長に挨拶している最中で、席は、前任者からの引き継ぎ資料で溢れ返っていた。フロア中に響くような大声がしたのは、紗綾が親切心でそれを片付けようとした時である。

　立ちすくむ紗綾の視界に、血相を変え、大股で駆け寄ってくる男の姿が飛び込んできた。

（俺のものに、勝手に触らないでもらえますか）

　謝ろうとした紗綾は、書類を手にしたままで凍りついた。

　真正面に立った柏原の顔が、生きている限り二度と見たくないと思っていた男と、びっくりするほどよく似ていたからだ。

　以来、紗綾は、極力柏原に近づかないようにしている。

　柏原に罪はないし、彼が大声を出した理由もなんとなく察しているのだが、その顔を見ると自然に表情筋が引きつり、動悸が嫌な風に高くなる。どうしても忘れたい過去を思い出してしまうのだ。

　それでも紗綾は、今、柏原の背後でぐずぐずと足を止めていた。

　──さっき……やっぱり助けてくれたのかな。

　苦手な柏原の態度をそんな風に考えてしまうのは、以前も、男性社員にからかわれていた時、今のような感じで、会話を断ち切ってくれたことがあったからだ。

　いや、多分考えすぎだ。そして間違いなく自意識過剰。それでもお礼だけは言った方がいいのかな……と、おそるおそる口を開きかけた時だった。

「柏原、これ分かるか。小麦の小売価格のことだと思うんだけど」

　柏原の隣席の男が、パソコン画面を見ながら声を掛けた。

　開かれているのは中国語表記のウェブページだ。そのページを見ながら質問する男に、柏原が頷きながら、何かをアドバイスしている。

「サンキュ。しかしお前みたいに優秀な奴が、なんでうちみたいなとこに来たんだ？」

「さぁ、会社の決めたことなんで」

「まさかお前、本社の回し者じゃないだろうな」

「回し者？」

「今年就任した新しい社長が、やたらコンプラコンプラうるさいだろ。自分の息がかかった社員を各部署に送り込んで、内情をチェックさせてるって噂、聞いたことない？」

「……いや、そもそも俺、社長と全く面識がないんで」

　声を掛けるタイミングを逸した紗綾は、あまり話を聞くのも悪いと思い、二人の背後を足早に通り抜けた。

　柏原は、営業課の中で、海外企業と取り引きする海外事業係に所属している。

　初日の電話対応で英語と中国語が堪能であることを披露し、その日の内に社員全員の名前を覚えたことが話題になった彼は、多分、記憶力が並外れていいのだろう。紗綾も何度か、彼が資料を一切見ずに、正確な数字を上げて説明している姿を目にしたことがある。

　その柏原に、「なんでうちみたいなとこに来たんだ？」と先輩社員が聞いたのは、この丸の内支社食品部が、営業職にとって一番の不人気職場だからだ。

　エネルギー、化学、電子、インフラなどを扱う花形部署は銀座本社に入っており、ここ丸の内支社は、営業の島流しとまで揶揄されているのである。

「あ、芦田さん、今度さー。Ｓ社の接待、同伴お願いできないかな」

　廊下に出ると、手前から近づいてきた男がいきなりそう言って手を合わせた。

　営業一係の犬いぬ田た係長。強引な性格で、紗綾にとっては少しばかり苦手な相手である。

「Ｓ社ですか？　えー……それはちょっと」

　曖昧に笑って言葉を濁したのは、Ｓ社の担当部長がセクハラの常習者だからだ。

　そして門菱の内部規程では、そういった問題を一度でも起こした取引先の飲みには、女性を同伴させてはいけないことになっている。

「大丈夫、確かに規程違反にはなるけど、分からないようにうまくやれば問題ないから。猿山課長にも許可取ってるし」

「はぁ……」

　営業課長の猿山は、犬田に輪をかけたような豪腕な男で、実質支店長のような存在だ。その猿山がいいと言えば、非正規の紗綾に逆らう術はない。

　とはいえ、その規程は、今春就任した新社長が定めたものである。

　ニューヨーク支社で長く勤めた四十代の創業家御曹司は、社長就任早々、服務管理室なる部署を新設し、全社員に向けて法令遵守の大号令をかけた。

　先ほど柏原の同僚が話していた、社内に社長の回し者が放たれているという噂は、そんな新社長に対する反感からきたデマ──というか、社内の都市伝説のようなものである。

　どうやら猿山も犬田も、新社長の意向を無視するつもりらしい。

「芦田さんみたいな美人を連れて行くと、商談がまとまりやすいのよ、ね、考えといて」

　そう言って、ぼんと紗綾の肩を叩くと、犬田はオフィスに駆け込んで行った。

　ため息をついて歩き出した紗綾は、オフィスのガラス扉に映る自分の姿に目をやった。

（芦田さんみたいな美人を連れて行くと、商談がまとまりやすいのよ）

　──美人、か……。

　自分が一番よく知っていることだが、紗綾は決して美しい顔をしているわけではない。

　素材だけでいえば並かそれ以下。大きめな胸が唯一誇れるパーツかもしれないが、背がさほど高くないため、全身を見た時のバランスはあまりよくない。

　そんな欠点だらけの自分を、メイクと流行のファッションで上書きし、周囲に「お洒落」「美人」という印象を持たれているに過ぎないのだ。

　今もガラスには、女性誌から抜け出したような流行色のブラウスに細身のパンツをまとった自分が映っている。

　それが自分に似合っているのかと言われれば、正直よく分からない。

　ただ、こんな風に見た目を変えるだけで、周囲の評価は劇的に変わる。そのことを、高校を卒業してからの七年で紗綾は身に染みて知っている。

　再び歩き出そうとした時、ポケットのスマホがメッセージの着信を告げた。

　相手は中島──現在大阪に出張中で、紗綾の彼氏ということになっている男である。

〈今、新幹線の中。大事な話があるんだ。今夜、どっかで一緒に晩飯どう？〉

　少し考えてから、紗綾は彼にメッセージを返した。

〈じゃ、会社一階のカフェで〉




　総合商社の門菱商事は、国内外に数多の支社を持つ一部上場企業である。

　紗綾は、同社食品部庶務課に二年前の四月から勤務していた。

　仕事は営業業務のサポート役で、役職名はアシスタント。書類作成や資料収集、お茶出しやゴミの収集等々──要は頼まれたらなんでもやる、雑用係のようなものである。

　入社の動機は田舎者にはきら星のように眩しい企業名に惹かれたこと。それとアシスタントの採用基準は、学歴より容姿と社交性らしい──と、ハローワークで漏れ聞いたことだ。

　当時の紗綾は東京に出てきて三年目。アパレル企業で派遣社員として働きながら、メイクやファッションの勉強をし、必死に自分を磨いていた。非正規とはいえ一流商社のアシスタント業務。それまでの自分の集大成のつもりで応募したのだ。

　合格した時は、努力が認められた気がして嬉しかった。両親には、親戚中に触れて回るほどに喜ばれ、ようやく親孝行できた気持ちにもなった。

　契約は一年更新だが、給料はこれまで働いたどの会社よりいい。

　アシスタントイコール美人という社内バイアスがかかっているせいで、男性社員にちやほやされ、デートや合コンの誘いもひっきりなしだ。

　ずっと夢見てきた人生が実現したとすれば、今だ。

　ただその人生は、紗綾が思っていたほど幸福なものではなかった。





　◇






「もしかして、これから中島君とデート？」

　終業後、紗綾がトイレに入ると、アシスタントの同僚三人がメイクを直していた。

「デートっていうか、下で食事するだけです。皆さんは？」

　彼女たちの隙で化粧ポーチを開いた紗綾だが、トイレに駆け込んだ本当の理由は靴ずれだった。買ったばかりの流行のミュールだが、初日の履き心地は最悪だ。

「残念ながら、接待飲み。営業の応援よ」

　アシスタントでは最年長、三十二歳の大おお森もりカナがそう言って肩をそびやかした。

「ま、相手は大手だし、新たな出会いって意味では期待してるんだけどね」

「ほんとほんと。うちの独身組は大抵売れちゃってるから」

　三人は、紗綾より長くこの会社にいる。

　目的は結婚相手を見つけての寿退社。アシスタントの大半が同じ望みを抱いている。

「でもいいよね、芦田さんは。中島君みたいな優良物件を早々に捕まえて」

　紗綾と同い年の同僚が、目にちょっとした冷やかしを滲ませて言った。

「イケメンだし、ムードメーカーだし、営業成績もよくて猿山課長のお気に入り。来年辺り、本社復帰するってもっぱらだけど、それを待って結婚するわけ？」

　なんとも答えられず、紗綾は口紅を直すふりで苦笑いする。

「そんなに焦らなくてもいいんじゃない？」

　冷めた声で口を挟んだのは、眉毛を書き足していたカナだった。

「ああいう、誰からも好かれるタイプの男に限って、案外裏の顔があったりするものよ。私はあまり、結婚相手に向いてるとは思わないけどね」

「そ、そうですね」

　紗綾はドギマギしながら、逃げるようにトイレの個室に入った。

　カナの慧眼には驚いたが、中島との結婚なんて考えたこともない。

　それ以前に二人は、周囲が思っているような関係ですらないのだ。

　トイレを出た紗綾がエレベーターで一階に降りると、丁度対面のエレベーターから退社する社員が溢れ出てくるところだった。

　その中に一際背の高い男の姿を見つけ、紗綾はドキッとして足を止めた。

　柏原だ。ネイビーのスーツを涼しげにまとい、片手にスマホを持っている。

　一瞬、昼間のお礼を言うチャンスかも──と思ったが、彼を目にするといつもそうなるように、足がすくんで動けなくなる。

　ちらっとスマホをを見た柏原は、紗綾に気づくことなく、早足でエントランスの方に歩いて行った。

　つられるようにその背中を目で追った紗綾は、ガラスの回転扉の向こうに立つ女性を見て、はっと我に返って視線を逸らした。

　柏原の彼女──多分。

　顔も名前も知らないが、時々柏原と待ち合わせて、一緒に帰っているらしい。

　噂では芸能人レベルの美人だというが、今、垣間見えた後ろ姿だけでもその片鱗が漂っている。淡いピンクのワンピースにすらりとした美脚──二人揃って雑誌のモデルでもしているかのようだ。

　──てか、私が苦手に思う以前に、そもそも別世界の人なのよね。

　自嘲気味に苦笑した紗綾は、きびすを返してエントランス横のカフェに入った。

　待ち合わせをしていた男は、窓際のテーブルに席を取っている。

「おう、こっち」

　紗綾に気づいた中島翔かけるが、ひょいっと片手を挙げた。




「てか、こっちは出張帰りでへとへとだっつーのに、会社のカフェはないだろ」

　バジルパスタを勢いよく平らげた後に、ようやく中島は口を開いた。

　茶色がかった髪と同じ色をした目が、不機嫌そうに紗綾をねめつけている。

「別に場所なんてどこでもいいでしょ。本当につきあってるわけでもないのに」

　むっとしながら言い返した紗綾は、オーダーしたカフェオレを一口すすった。

「で？　なんなの話って。手早く済ませてもらえると助かるんだけど」

　中島と紗綾は、同じ郷里の出身で、地元の高校の同級生だ。

　卒業以来一度も会うことはなかったが、社会人になって再会した。正確には、紗綾が門菱にアシスタントとして雇われた翌年に、中島が異動してきたという形だ。

（嘘だろ？　お前があの陰キャの芦田紗綾？　どこを整形したらそんな顔になるんだよ）

　その無神経な言葉を、紗綾は死ぬまで忘れないだろう。

　そんな中島が、紗綾の過去を言いふらすのは時間の問題だったが、一週間後、思いも寄らぬ提案を紗綾にしてきた。

（──お前さ、しばらくの間、俺とつきあってることにしない？）

（お前も男絡みで揉めてるみたいだし、実は俺も女絡みで困ってんだ。お互い女避け、男避けってことで。ウィンウィンな提案だろ）

　話をよくよく聞いてみると、それは全くウィンウィンな提案ではなかった。

　当時、確かに紗綾は同僚に言い寄られていたが、さほど困っていたわけではない。

　片や、中島が抱えていた問題は深刻だった。

　彼は元々銀座本社の化学プラント部──門菱商事ではバリバリの出世コースにいたが、複数の営業先の女性と関係を持ち、それと引き換えに契約を取っていたことが発覚、丸の内支社に「島流し」されていたのだ。

　中島が「島流し」されたのは同僚のミスを庇ったためという美談が、本人の口からそれとなく広まっていたため、真実を知った紗綾は心の底から唖然とした。

（てか、全部が全部俺のせいじゃないんだよ。向こうが勝手に言い寄ってきて、仕事の便宜も図ってくれて、なのにそれを色恋営業だって後から難癖をつけてきたんだ）

　中島はそうまくしたてていたが、やり口は紛れもない色恋営業だ。しかもその相手の一人に、未だしつこくつきまとわれていると言うのである。

　が、結局三日考えて、紗綾はその提案をのむことにした。

　どう考えても、中島に過去をおもしろおかしく言いふらされる方が嫌だったからだ。

　もちろん、偽彼女になったことによるトラブルは数え切れないほどあった。中島の元カノからの嫌がらせやマウント、それだけでなく、彼女たちから延々と恨み言や愚痴を聞かされることもあった。

（あいつね、セックスの時に無断で動画を撮って、人に見せびらかすのが趣味だから。あんたも気をつけた方がいいわよ）

　と、元カノの一人に泣きながら忠告されたこともある。

　が、一番うんざりさせられたのは、その中島に何かと利用されるようになったことだ。

　クレーム処理を押しつけられたり、ミスの尻拭いをさせられたり、セクハラすれすれの接待をさせられたり──紗綾のことを、都合のいい女だとでも思っているような扱いだ。

「実はさ、ダブルデートして欲しいんだ。今週の金曜日」

「はい？」

　中島との過去に思いを巡らせていた紗綾は、空っぽのカップを思わず唇につけていた。

「だからダブルデート。俺とお前、それからもう一組のカップルの四人で」

　中島は、得意げに鼻をうごめかせる。

「実は、最近ちょっと男の方と仲良くなってさ。で、お互い彼女がいるって話になって、だったら一度四人で飲もう的な流れでさ」

　要領を得ない説明に、紗綾は眉をひそめて財布を取り上げた。

　仕事のことなら、ある程度妥協して彼の言いなりになっているが、プライベートまで拘束されるのはまっぴら御免だ。しかも、ダブルデートなんて冗談じゃない。

「悪いけど、金曜は用事があるから」

「へぇ、じゃお前の卒アル、社内の奴らに見せて回るけどいいのかよ」

　突然の言葉に紗綾は固まり、財布を持ったままで中島を見上げた。

「やなんだろ、整形がバレんの。だから俺の彼女のふりを引き受けたんだろ？」

　一瞬蔑むような目になった中島は、すぐににやにや笑って、頬杖をついた。

「確か魚みたいなあだ名がついてたよな。スルメかアナゴか……」

「やめてよ。それに整形は違うって言ったじゃない」

「あの芦田が、今じゃ社内の人気者なんだからすげぇよな。マジで女ってこええと思うわ」

　必死で言葉をのみ込んで、紗綾はテーブルの下で手を握り締めた。

　整形はしていない。が、そう言ったところで中島は信じないだろう。

　それに卒業アルバムはやっぱり誰にも見られたくない。

　中島はすっかりそのことを忘れているようだが、今、中島が言ったのとは別の理由で、二度と引っ張り出して欲しくないからだ。

「……分かった。ただ協力はするけど、代わりに私との関係も終わりにしてくれる？」

「全然いいよ。俺もそろそろ本気の彼女が作りたい頃だったし」

　席を立った紗綾は、ふと気がついて足を止めた。

「──ちなみに、一緒に飲む相手って誰なの？」

「うちの課の柏原」

「……え？」

「初日に揉めてたから、多少は話したことがあるんだろ。じゃ、金曜日よろしくな」





　◇






　その最悪な出来事は、紗綾が高校三年生の二月に起きた。

「マジ？　ヒラメに告られたの？」

　大学受験のまっただ中。学校は自由登校になっていたが、その日は卒業アルバムの撮影のため、三年生全員が登校していた。

　その撮影も終わった放課後、帰宅しようと廊下を歩いていた紗綾は、その声に驚いて足を止めた。「ヒラメ」というのは、当時の紗綾につけられていたあだ名だったからだ。

　明らかに容姿を揶揄したもので、面と向かって言われたことはない。でも、こんな風に影で噂されている時は必ず「ヒラメ」だ。

「よかったねー、さかっち。卒業前に最悪の思い出ができたじゃん」

　嫌な予感がした紗綾は、おそるおそる声のする教室をのぞきこんだ。

　数人の男女の輪の中心に、背が高くて色白で、涼しげな顔をした男子の姿がある。

　あだ名はさかっち。夏までは美術部の部長で、陰キャの多い文化部には珍しく、いわゆる一軍──学年で一番目立つグループに所属していた。

　カースト最下層の紗綾には手の届かない世界にいる人なのだが、同じ美術部だった二人は不思議とうまが合い、よく二人で話をした。

　部での彼は、クラスにいる時とまるで違う顔を見せる。漫画やアニメの話にやたら詳しいし、内心では、派手な交遊や友人を苦手に思っているようでもある。

　美術部に所属する生徒の大半は紗綾のような陰キャなのだが、彼はその誰に対しても馬鹿にしたり、からかったりすることなく、フランクに接してくれる。

　紗綾の描く絵は、美術部員としては下手な方だったのだが、

（芦田は、人の顔をかっこよくデフォルメするのが上手いよな。一度俺も描いてみてよ）

　と、笑顔で言ってくれた。

　そんな風に褒められた紗綾は、それからしばらく、彼のことしか考えられなくなってしまったくらいだ。

　先月の終わり、紗綾はようやく描き上げた彼の似顔絵をプレゼントし、この三年間の思いを玉砕覚悟で告白した。

（ありがとう、その……気持ちだけもらう感じで悪いんだけど、嬉しいよ）

　そう言って笑ってくれた彼が、今、一番、冷めた目で肩をすくめている。

「勘弁しろって。こっちは告られて以来、ずっと気が重いのに」

　それがあの優しかった彼の口から出た言葉だと、しばらく理解することができなかった。

「だってもらったの似顔絵だぜ？　持ってても気味が悪いし、捨てたら呪われそうだし」

「かわいそうに。さかっちが無駄に優しくするから、ヒラメも勘違いしちゃったんだよ」

　そこにいる全員が、学校では一軍と呼ばれる人たちだった。

　キラキラして、友達が沢山いて、毎日が幸せに満ちている──紗綾にはそんな風に思える人たちだった。

「てか、卒アルが届くのマジ楽しみだわ」

「ヒラメもびっくりするんじゃない？　自分の描いた絵が卒アルに載せられてるなんて」

　紗綾は驚いて息をのんだ。卒業アルバムに、載せられている……？

「本当に上手く映ってんのかよ。俺、その絵の現物、まだ見せてもらってないんだけど」

「大丈夫、俺が絵を持って、ばっちり集合写真に映り込ませてるから」

　そこで言葉を発したのは、彼らのリーダー格で、当時サッカー部にいた中島だった。

　紗綾が好きだった彼は、少し投げやりに笑って頬杖をつく。

「ほんと、とんだ迷惑だよ。もうブスには二度とかかわりあいになりたくねーわ」




「紗綾？」

　ぼんやりしていた紗綾は、はっとして顔を上げた。

　束の間過去を彷徨っていた思考に、ジャズ調の音楽が飛び込んでくる。薄暗い照明、男女の笑い声、テーブルに並ぶカクテルグラス。

「なんだよ、お前。人の話、聞いてた？」

　隣に座る中島が、紗綾の目の前で手を振った。今、思い出していた過去にも出てきた最低男──その中島から視線をずらせば、そこには、社内一苦手な男が座っている。

　柏原智己。涼しげな目元が、思い出の中で爽やかに笑う初恋の男と重なって見えた。

　最初に顔を見た時、その人かと見紛うほどよく似た容貌。中島が何も言わないのが不思議だが、もう昔の友人の顔を忘れているのだろうか。

「もしかして、疲れてますか？」

　その柏原に真顔で問われ、紗綾ははっと我に返って顔を背けた。

「っ……いえ、ちょっと仕事のことを考えてて」

　金曜日の午後八時。

　偽装カップルである中島と紗綾、本当のカップルである柏原と謎の美女のダブルデートは、予定どおり表参道のイタリア料理店で開催された。

　イタリアの片田舎の小料理屋がコンセプトの店で、外装も内装もアンティークな雰囲気で統一されている。店内は賑わっていて、四人が集合した午後七時には満席状態だった。

「仕事って。そもそもお前、会社で悩むような仕事してないだろ」

　馬鹿にしたように笑った中島が、一転して優しい笑顔を柏原の隣に座る女性に向ける。

「ごめんね、せっかく楽しい話で盛り上がってたのに。グラス空いてるけど、何か頼む？」

　中島が、熱心にこのダブルデートを進めた目的は、会が始まってほどなくして分かった。

　皆が噂していた芸能人みたいな美女──柏原の彼女である。

　山やま下した真ま凜りん。二十四歳で、驚いたことに彼女もまた門菱商事の社員だった。銀座本社の総務部秘書課で、一年目は副社長、今は新社長の秘書をしているという。

　人事課にいた柏原とはそこで知り合い、中島も真凜の顔だけは知っていたようだ。

「えー、どうしよ。実は真凜、あんまりお酒に強くないんだよね」

　鈴を振ったような愛らしい声と、猫みたいなつぶらな瞳。柏原以上に人形っぽい顔をした女は、美しくネイルした指をひらめかせ、ドリンクメニューを開いた。

　その隣に座る柏原は、相変わらずモデル雑誌から出てきたような佇まいで、まさにお似合いのカップルだ。が、そう思う一方でどこかちぐはぐな印象も受けた。

　まず、柏原の理知的な雰囲気に、彼女があまり合っていない。自分のことを真凜と呼ぶところもそうだが、話し言葉の端々に幼さが透けて見える。

　それともうひとつ、柏原の態度が素っ気なさ過ぎる。極度のツンデレなのかもしれないが、見ているこっちがハラハラするほど、真凜に無関心なのだ。

「どうしよぉ、真凜決められない。智君は何がいいと思う？」

　と、潤んだ目で見上げられても、

「俺、酒のことはよく分からないから」

　冷淡に答え、一人黙々と食事をしている。

「あ、真凜ちゃん、だったら俺が決めてあげるよ。メニュー見せて？」

　と、やけに中島がかいがいしいが、そうでもしなければ、場が凍りついてしまうような危うさが、最初からこのダブルデートには立ち込めていた。

　最初は笑っていた真凜も、今は明らかに目元に怒りを滲ませている。

　少なくとも、こういう扱われ方に慣れているわけではなさそうだ。

「実は俺、入社式の時から真凜ちゃんのこと可愛いなと思ってたんだよね」

　オーダーを済ませた中島が、自分の顎に手を添えながらそう言った。

「たまたま式終わりにホール前通りかかったら、あれ？　モデルみたいな子がいるなって」

「やだぁ、それ、本当？」

「本当だって。だから会社の前で見た時、すぐ分かったんだよね。あの時の子だって」

　真凜の目を見つめながら話す中島。酔った振りをしているが、完全にギアを入れている。

　紗綾はおそるおそる柏原を窺い見た。しかし彼は、特に気にすることなくスマホに目を向けている。

「ねぇねぇ、そういえば、さっきはなんの話で盛り上がってたの？」

　仕方なく、紗綾は中島と真凜の間に割って入った。いくらなんでも同僚の彼女に、こうも堂々とちょっかいを出されるのは気が引ける。

　さっきとは、紗綾がぼんやりしていた時のことだ。柏原の顔を見ていたら、つい過去の──一番思い出したくない一場面を想起してしまった時のこと。

「あ、真凜がはまってる韓国ドラマの話です。ネットヘリックスの『夫婦交換』」

「夫婦交換？」

「週に一回、相手をチェンジする夫婦の話で、今、世界中でヒットしてるドラマですよ」

「そうそう。あんまり流行りすぎて、実際に交換する夫婦が出てるんだよな」

　即座に中島。笑っているが、「話に入ってくんな」との心の声が聞こえてくるようだ。

　真凜がはしゃいだ笑い声をあげる。

「それわかりみー、真凜も夫婦交換、やってみたいかも」

「じゃ、やっちゃう？　俺と真凜ちゃんで、一日だけカップルになってみちゃう？」

　紗綾は怖々と、沈黙している柏原を見上げた。もはやスマホを見るだけでは飽き足らず、なにやらフリック入力している。

　なんだか中島が若干マシに思えてきた。こんな彼氏、いくら顔がよくても絶対に嫌だ。

　真凜も同じことを思ったのか、時折柏原を睨みながら、当てつけのように中島に話しかけている。一人取り残された紗綾は、さすがにこの馬鹿げたやりとりが退屈になってきて、もう帰ろっかな──と腰を上げかけた時だった。

「芦田さん、飲み物は？」

　紗綾はびっくりして座り直した。

　スマホを見ていたはずの柏原が、いつの間にかメニューをこちらに差し出している。

「グラス、空いてるから」

　数秒、石のように固まった紗綾は、慌てて自分のグラスに目をやった。

　居心地の悪さを誤魔化すために口をつけていたグラスは、氷を残すだけになっている。

「何にする？」

　メニューを紗綾の前に置いた柏原が、肘をついて紗綾の方に顔を寄せる。

　年下の彼に、ため口を利かれたのは初めてだ。涼しげな目を覆う長い睫、筋の通った綺麗な鼻。紗綾はドギマギしながら身体を引いた。

「あ……じゃあ、もう一杯だけ、同じものをオーダーしよっかな」

　飲む気もないのにそう答えたのは、紗綾が何を飲んでいたかなど、柏原が覚えているはずがないからだ。適当に頼んだものだし、紗綾自身よく覚えていない。

　しかし柏原は、すぐに通りかかった店員に手を挙げた。

「デッド・グリーン・フロッグをひとつ」

　オーダーを済ませた柏原は、テーブルに落ちた微妙な空気など全く気づかないように、再びスマホを取り上げた。




「った……」

　サニタリーに入った紗綾は、かかとの痛みに思わず声を上げた。

　まだ足に馴染まないミュール。履いてくるんじゃなかったと思ったが、もう遅い。

　柏原のせいで帰るタイミングを逸した紗綾は、あれから三十分、聞きたくもない『夫婦交換』の見所を延々中島と真凜から聞かされるはめになった。

　ヒットしすぎて社会現象にまでなっているドラマは、セレブカップルと貧乏カップルが、週に一度だけパートナーを交換するという、とんでもなく不道徳な物語である。

　ただし、そこには様々な条件があり、きわどいタイトルとは真逆な純愛が描かれている。

　交換夫婦に許されているのは手をつなぐことまでで、午前零時に夫婦になり、翌日の零時になった瞬間他人に戻る。

　で、驚くべきことに、現実世界でも夫婦交換が流行っているらしい。

　海外セレブの間では、「夫を一日交換しました」みたいな投稿がバズっているという。

「……現実に交換とか、冗談でしょ」

　紗綾が今、逃げるようにトイレに来てしまったのは、足に靴擦れ防止テープを貼りたいのもあったが、中島と真凜の二人が、変に盛り上がり始めたからだ。

「一回やってみたいよね」と、実際に夫婦交換の真似事をしかねない勢いだった。

　多分、どれだけ中島といちゃついても無関心な柏原に、真凜も意地になっているのだ。

　その柏原が、なんの気まぐれか紗綾のドリンクをオーダーしてくれたことは、真凜を相当不愉快にさせてしまったらしい。

　おそらくその腹いせだろうが、交換夫婦の話で盛り上がる合間合間に、さりげなく嫌味な質問を紗綾にぶつけてきた。

　会社ではなんの仕事をしてるんですか、とか、出身大学はどこですか──とか。

　そして紗綾の答えは、真凜をことごとく満足させたようだった。

　仕事は非正規で、最終学歴は聞いたこともない地方の短大。

　分かっていたことだが、メッキが剥げた自分なんてそんなものだ。

　学生の時は学生の、社会には社会のカーストがあるが、どんなに頑張って一軍を気取っても、真凜のような本物の前では、しょせん紗綾のそれははりぼてのまがい物だ。

　メイクを直し、どこか惨めな気持ちでサニタリーを出た時だった。

　通路に人待ち顔で立っている人を見て、紗綾はびっくりして足を止めた。

「すみません」

　つかつか歩み寄ってきた柏原は、開口一番そう言った。明らかに謝罪のニュアンスだが、紗綾には意味が分からない。

「真凜が無神経な真似してすみません。中島さん、芦田さんの彼氏なのに」

「……、は、はい？」

　何？　一体なんの話？

「芦田さんが全く気にしてない風だから、二人とも図に乗ってるんだと思います。俺から真凜に注意しましょうか」

　──あっ。

　ようやく柏原の意図が分かった紗綾は、うろたえて顔を背けた。

　自分が今、どういう立場でこの場にいるかすっかり忘れていた。

　中島と真凜のいちゃいちゃに平然としていたのは柏原だけではない。紗綾もまた他人事のように平然としていたのだ。

「べ、別に気にしてない──わけじゃないですけど、……な、中島、女の子に対してはだいたいあんな感じなので」

「……みたいだね」

　あ、そこは知ってたんだ。しかも、またため口になってるし。

　でも、自分の彼女のことでこうして他人に謝れるなんて、やっぱり内心では真凜を大切に思っているのだろう。

　そこは──まぁ、見直してあげてもいいのかな。

「私の方こそ、中島が無神経な真似してごめんなさい。……で、余計なお世話かもしれないけど、二人ともかなり酔ってるので、そろそろお開きにした方がいいと思います」

「芦田さんと中島さんって、高校が一緒なんだよね」

　──はい？

　話の脈絡が分からなくなり、紗綾は目を瞬かせた。丁度照明で影になっていて、彼の表情はよく分からない。ただ切れ長の目が何かを訴えるように、じっと紗綾を見つめている。

「出身はＨ県？」

　戸惑う紗綾を見つめたまま、柏葉は言葉を継いだ。

「じゃ、俺のこと覚えてない？」




「ちょっとー、遅いー、どこ行ってたのよ、二人とも」

　紗綾が席に戻ると、ハイテンションの真凜が、席に着いた柏原にしなだれかかった。

「ねぇねぇ、智君。さっき中島君と話したんだけど、私たちも夫婦交換、やってみない？」

　はっ？　とさすがの柏原も呆れた顔になる。そこに中島が乗っかってきた。

「夫婦っつーか恋人交換？　もちろん俺も紗綾が大事だから、手つなぎ以上はＮＧで」

　唖然とした。どの口が言っているのかと思ったが、それが中島のいつものやり口だ。

　要は紗綾という偽装彼女を使って、柏原を安心させているのである。

「いいでしょー、智君。それとも嫌？　嫌だったら、真凜の言うことなんでも聞いて？」

「は？　なんでそうなるんだよ」

　身体を寄せてくる真凜を、いかにも迷惑そうに押し戻す柏原。

「じゃ、やるもーん。ね、やろっ、翔君」

「ま、まぁ、交換っつっても、しょせん遊びだから」

　いきなり名前呼びをされた中島は、バツが悪そうに続けた。

「一度お試しでやってみない？　ドラマと同じで、週に一日、午前零時から日付が変わるまで。その時間、パートナーが別の男と一緒だと思うと、逆に愛が深まるっていうしさ」

「ちょっと待ってよ。いくらなんでも柏原さんに迷惑でしょ」

　紗綾は冗談っぽく笑って、柏原に同意を求めた。そんなの絶対にやりたくない。

「私が真凜さんの代わりだよ？　それはさすがにあり得ないって。ねぇ」

（じゃ、俺のこと覚えてない？）

　あの後、自分がどうやってその場を離れたのか、紗綾は全く覚えていない。気づけば席に戻っていて、柏原も素知らぬ顔で席に着いている。

　──まさか、柏原さんも、私と同じ高校だった……？

　いや、そんなはずはない。柏原ほど目立つ人なら、学年が違ってもさすがに噂になっていたはずだ。じゃ、なんで──？

「ま、智君は、極度の人見知りだもんね。週一で彼女交換とか、さすがに無理かぁ」

　そこで真凜が、勝ち誇ったようにちらっと紗綾を見てから、両肘をついた。

「じゃ、この話はなし。その代わり智君、夏休みに真凜の別荘に泊まりに来て？」

「は？」

「真凜の言うこと聞かなかった罰。一週間くらいなら、まとめて休み取れるでしょ？」

　柏原が眉を寄せ、傍目にもはっきり分かるほど大きなため息をついた。

　不機嫌そうな柏原には悪いが、紗綾は内心ほっとしていた。これで余計なことにならずに済む。

「……分かった。で、いつにすんの？」

「だから夏休みの」

「じゃなくて、交換するんでしょ。週に一回、お前と芦田さん」

　一瞬その場に沈黙が流れた。

「それ、何曜日にするの？」

　真凜は明らかに顔を歪め、乗り気だった中島でさえ少し驚いた目をしている。

　多分、どちらも内心では、柏原が断るとばかり思っていたのだろう。

　紗綾もまた、何も口にできなかった。目の前で起きていることが信じられなさすぎて。

「いつでもいいなら、水曜日でいい？」

　柏原は素っ気なく言うと、持っていたスマホをポケットに滑らせて立ち上がった。

「──じゃ、悪いけど、十時にジムの予約してあるんで」




「──かっ、柏原さん」

　さっさと店を出てしまった柏原の背中は、百メートル離れた交差点の前で見つかった。

　息を切らして駆け寄った紗綾は、膝に手を当てて呼吸を整えた。

「ちょっと、……あの、あのですね」

　信号が今にも青になりそうだったので、久しぶりに本気で走った。すぐに後を追ったつもりが、男と女では歩くスピードがまるで違う。

　というより、踵がもう泣きそうに痛い。これ、絶対に肉までいっちゃってる。

　その時、信号が青になったのか、周囲の雑踏がぞろぞろと動き出した。

「ため口でいいよ。俺たち、一歳しか違わないんだし」

　いや、それは私が言うセリフであって、間違っても年下の方から提案することじゃない。

　そう思ったが、もうどうでもよくなって紗綾はきっと顔を上げた。

「さ、さっきの、もちろん冗談だよね？」

「さっきの？」

「……っ、だから、相手を交換するとかなんとか」

　その時、ブーッとバッグの中のスマホが振動した。柏原の視線から逃げるようにそれを取り上げると、画面には中島と表示されている。

「ちょ、ちょっと待って、電話、中島からだから」

　急いでスマホを耳に当てると、すぐに中島の声が聞こえてきた。

『おい、間違っても柏原に余計なこと言うなよ！』

　いきなりドスの利いた第一声に、紗綾はこくりと唾をのんだ。

『今回のことは、俺にはまたとないチャンスなんだ。台無しにしたら許さないからな』

「……あのね」

『頼む、なっ、協力してくれよ。そしたらお前の整形のこと、一生誰にも言わないから』

　紗綾は、こめかみを押さえてため息をついた。

　もうそんなことはどうでもいい。中島の押しの強さに流されてここまで来たが、今度こそはっきり断るべきだ。

「ねぇ、そもそも私」

『お前は知らないだろうけど、真凜ちゃんの家は、門菱の創業一族なんだよ』

「えっ？」

『父親は本社の総務部長で新社長の親戚だ。山やま下した社長、今年新しく社長になった人だよ』

　紗綾は驚きに目を見張り、思わず柏原の顔を見ていた。

『だから柏原も、あの子を無下にはできないし、できれば結婚まで持ってくはずだよ。何もそれを邪魔しようっていうんじゃない、分かるだろ？　俺、本社に戻りたいんだ』

　それが中島の切実な願いであることは、紗綾も知っている。

『あの子の機嫌を取って親父さんにコネをつないでもらいたいだけだから、頼むよ、な？』

　確かにそれなら真凜を心配する必要も──って、そこに私が巻き込まれる必要ある？

　言葉に迷っている間に電話は切れ、顔を上げると柏原は自分のスマホに目をやっていた。

「真凜からメッセージが来てた。水曜日でいいってさ」

　えっと言う間もなく、自分のＳＮＳのアプリからも、招待の通知が来た。真凜が作ったらしい、四人のトークルームの招待だ。

　仕方なく承認すると、すでに真凜からのメッセージがいくつか届いている。その全てが、交換にかかる決まり事だった。

〈時刻は水曜日の午前零時から翌日の午前零時まで〉

〈その日は、必ずデートすること〉

〈手をつなぐ以上の行為は絶対禁止〉

　もう真凜にしても、引き下がるつもりはないらしい。

　紗綾は諦めてスマホ画面を閉じた。もう、どうなっても知るもんか。

「やってもいいけど、その辺りは上手く誤魔化してよ」

「その辺りって？」

「だ……だからデートとか、そういうの」

　再び赤になった交差点の前には、信号待ちの人が増えつつある。改めて柏原と二人きりだという居心地の悪さが込み上げてきて、紗綾は視線を泳がせた。

「せめて形だけにしてってこと。中島には私が上手く伝えておくから、真凜さんには」

「足、大丈夫？」

「──、はい？」

「靴擦れ？　店にいた時から歩き方がおかしかった」

　顔を上げると、柏原の顔が思わぬ近さにある。びっくりして後ずさった背中が、信号待ちの人にとんっと当たった。

　慌てて謝った紗綾の手が、緩い力で右側に引っぱられる。

　何が起きたのか分からなかった。どうして柏原の手が、自分の手首に絡んでいるのか。どうして彼に引っ張られて、人気の少ない街路樹の方にまで連れて行かれたのか。

　街路樹を囲む石垣に紗綾を腰掛けさせると、柏原は屈み込んで痛む右足を持ち上げた。

「あー、これは痛いね。何か貼る物持ってる？」

　衝撃のあまり、紗綾は石みたいに固まっていた。

　足首に添えられた手が優しい。温かな指が、そっと甲の表面を撫でる。

　というより、この人に、こんな優しい声が出せるなんて知らなかった。

　広い肩、痩せているようで厚みのある胸。長くて綺麗な指──いやいや待って、ここで見惚れてる場合じゃない。

　これ、どういう展開なの？　なんでこんなことになっちゃったの？

　しゃがみこんだままの柏原が、自分のボディバッグから絆創膏を取り出した。

「よかった、一個余ってたわ。もうちょっと足、上げられる？」

　足首を滑った指が、ふくらはぎを持ち上げる。

　そこで夢から覚めたように我に返った紗綾は、彼を押しのけるようにして立ち上がった。

「──だっ、大丈夫、今すぐここでタクシー拾って帰るから！」

　尻もちをついた柏原は唖然としている。

　大急ぎで靴を履き直した紗綾は、足の痛みを堪えて歩き出した。

「ほっ、本当にありがと。じゃ、月曜日に会社で──」

「前から思ってたけど、俺の顔見たら、露骨に目を逸らすの、なんで？」

　──え……？

　車道に向けて手を挙げようとしていた紗綾は、おずおずと振り返った。

「ひどいね。昔は、似顔絵まで描いてくれたのに」

「…………」

　さーっと全身から血の気が引いた。今、この人なんて言った？

　まさかと思うけど、似顔絵って言った……？

「なんだ、俺の顔、見れるんじゃん」

　からかうように笑った柏原が、車道に向けて手を挙げる。

　紗綾の代わりにタクシーを止めてくれた柏原は、まだ動けない紗綾の肩を軽く叩いた。

「じゃ、水曜日のデート、楽しみにしてるから」







第二章 彼は何者？　初デートで知った意外な素顔








　──神様、これは悪夢ですか。それとも怪奇現象ですか。

　手にしたスマホの検索画面には、二文字のひらがなが入力されている。

〈さか〉

　続きを打とうとした指が震えた。その名前は二度と聞きたくないし、思い出したくないからだ。

　しかし、やるしかない。この異常現象を解明するためには、やるしか──

「芦田さん」

　飛び上がらんばかりに驚いた紗綾は、スマホを投げ出すようにして振り返った。

　午後一時を過ぎたばかりの庶務課。背後には書類を手にした柏原が立っている。

　数秒、不審そうに紗綾を見た柏原は、普段と同じ淡々とした口調で言った。

「勤務中に、私用スマホを見るのはやめた方がいいですよ」

「あいにく芦田さんは、今、休憩に入ったばかりなのよ」

　そこで助け舟を出してくれたのは、隣席のカナだった。あまり柏原をよく思っていないのか、その口調には棘がある。

「営業から回されてきた電話対応で、お昼に休めなかったから。で、なんの用？」

「これ、今週分の領収です」

　柏原が差し出したファイルを見て、カナもそうだが、紗綾も目を丸くした。月締の領収については、これまでアシスタントが回収するのが慣例だったからだ。

「それより、営業から回された電話ってなんですか？」

「あ、ああ、それなら、柏原君から注意しといてもらえる？　いくら彼氏だからって」

「なんでもないです。私が対応していた案件なので！」

　カナのおせっかいな言葉を、紗綾は大急ぎで遮った。電話は中島から回されてきたクレーム対応で、いわば彼のミスの尻拭いだ。

　いつもの事すぎてため息も出ないが、問題にしたところで、口の上手い中島が、上司も課長も丸め込んでしまうに決まっている。そうなると非正規の紗綾の方が立場が弱い。

「で、他にご用はありますか？」

　引きつった笑顔で言うと、「いえ」と答えた柏原は、さっさときびすを返してオフィスを出ていった。ふぅっと紗綾は胸を撫で下ろす。

「まるで、幽霊でも見たような顔してたわよ。よっぽど柏原が苦手なのね」

　前に座る同僚がくすくす笑いながらそう言った。

　もはや苦手とかそういうレベルではなく、本当に幽霊を見たような気持ちだったのだが、それを説明しても、誰も理解してくれないだろう。

「でも、なんでわざわざあの子が領収を持って来たんだろ」

　カナが不審そうに呟いたが、紗綾に思い当たる節があるとすれば、今日が、あの日以来初めての水曜日ということくらいだ。

（水曜日のデート、楽しみにしてるから）

　先週の金曜日、そんな風に言った柏原だが、特に彼からの連絡はないままだった。

　四人のトークルームも沈黙したままだし、中島とは極力顔を合わせないようにしているから、真凜とどうなったのかも聞いていない。

　それはともかく、問題は柏原が残した謎のセリフである。

（ひどいね。昔は、似顔絵まで描いてくれたのに）

　それ以来、紗綾の眠れない夜が始まった。

　昔、似顔絵を描いたというなら、相手は高校時代の初恋の人に決まっている。

　とはいえ、名前は明らかに別人だし、声や話し方の感じも違う。しかも異動時の履歴では、出身は東京都で年齢も一学年下になっていたはずだ。

　となると可能性はひとつしかない。

　柏原が、初恋の人の親族──異母弟か従兄で、紗綾の過去を聞き知って、からかっているという可能性。

　それで、初恋の人の家族構成を確認しようと、ＳＮＳのアカウントを探すことにしたのだが、名前を検索窓に打ち込むことがどうしてもできない。

　いっそのこと本人に聞いてみようか──と思いながら、ファイルを開いた時だった。

　ファイルの内側にはり付けられた黄色の付箋が、いきなり目に飛び込んでくる。

　そこに書かれてある文字を読んだ紗綾は、顎が落ちそうになった。

「もしかして柏原君と、社内恋愛でもしてるの」

「──！」

　大慌てでファイルを閉じた紗綾を、カナが呆れた目で見て笑った。

「やだ、冗談よ。ちょっと懐かしいなと思っただけ。私も、よくそういうのやったもの」

「手渡し書類に紛れてメッセージを渡すのって、社内恋愛あるあるですよねー」

　周囲に合わせて笑いながら、紗綾は付箋を剥ぎ取り、手の中で握りつぶした。

　な、何やってくれてんの？

「じゃ、私、外で食事をしてきますので」

　逃げるようにオフィスを出た紗綾は、営業課のある方角に目を向けた。ちょうど、エレベーターホールの手前に柏原の背中がある。

「ちょっと──、柏原さん」

　反射的に声を上げると、柏原が訝しげな目で振り返る。駆け寄った紗綾は、手のひらで丸めた付箋を差し出した。

「なんの真似ですか、これ」

　しわくちゃになった付箋には、ポールペンでこう書かれている。

〈六時半に地下鉄Ｆ駅南口改札で〉

「何って、今日の待ち合わせ場所だけど」

　と、涼しげな顔で柏原。

「っ、メールしたらいいじゃないですか。ＳＮＳでも、社内メールでも」

　そこに、来客と思しき男性がエレベーターから降りてきたので、ぎょっとした紗綾は急いで表情を切り替え、微笑んで会釈した。だめだ、ここじゃ人の目が多すぎる。

「ちょっと、こっち」

　来客が去ると、紗綾は彼の腕を引いて空いたエレベーターに引きずり込んだ。

「あのですね。うちの課は女性ばかりだから、全員こういうのに目ざといんです。なんのつもりか知らないですけど、二度としないでください」

　柏原は不思議そうに瞬きする。

「だめだった？　社内恋愛っぽくていいかなと思ったんだけど」

「はいっ？」

「だって今日、水曜日でしょ」

「…………」

「芦田さん、俺の彼女じゃん」

　それは──いや、それは確かにそうなんだけど。

　ちょっと待って。つまり、あのおかしなゲームは、もう始まってるってこと？

「で、どこ行くの？」

　唖然と固まる紗綾に、少し笑うような声でそう聞いたのは柏原だった。

「ど、どこって……はい？　それ、私が決めるんですか？」

「じゃなくて、さっきからエレベーター、動いてないから」

「……！」

　階数ボタンを押していないエレベーターは、十階に停まったままである。

「今からお昼なら、一階？」

　一人慌てる紗綾の前で、柏原は冷静に一階のボタンを押してくれた。

「……か、柏原さんも一階に用事ですか？」

「別に用事はないけど」

　下降するエレベーター、柏原は壁に背を預け、少し首を傾げて紗綾を見下ろした。

　その目の思わぬ優しさに、紗綾はドキッとして言葉をのむ。

「こういうのも、社内恋愛っぽくていいなと思って」





　◇






　つまるところ柏原は、社内恋愛がしてみたかったのだろうか……？

　その日の午後七時少し前。会社から五駅離れた地下鉄駅で待ち合わせた二人は、通勤帰りの人波に流されるように、駅前通りの歩道を肩を並べて歩いていた。

　真凜は役員秘書だから、あまりオフィスでいちゃいちゃできなかったのかもしれない。

　要は、彼女と経験できなかったオフィスラブを楽しんでる感じ？

「危ないよ」

　人混みの中、車道に押し出された紗綾を庇うように、柏原は自分が車道側に回った。

　いわゆる彼氏ポジションだ。思わず見上げた柏原は、どこか優しい目で微笑している。

　紗綾は気づかないふりで、目を他所にやった。

　なんだろう。無駄にドキドキする。

「す、すごい人だね」

「水曜って、意外と定時退勤にしてる企業が多いんだ。はぐれないように手つないどく？」

　ぎょっと固まる紗綾を、柏原は涼しげな目で見下ろして笑った。

「冗談だよ」

　なんだか調子が狂ってしまう。これが本当に、先週まで氷のように冷たかった柏原だろうか。

　買い物客で溢れた駅前商店街を抜けると、徐々にお洒落な街並みが姿を表し始めた。

　──そういえば……今夜、どこに行くんだっけ。

　待ち合わせ駅を知った時から覚悟はしていたが、ここは雑誌などによく出てくる、セレブ御用達のデートスポットだ。

　高層ビルが立ち並ぶ目抜き通り。煌びやかな照明の下に立ち並んでいるのは、有名ブランド店の数々だ。行き交う人の服装もオフィス街よりワンランク上に見える。

　これから先の展開を思い、紗綾は憂鬱な気持ちになった。

　きっととんでもなくお洒落なレストランかバーに行くんだろう。そこで、趣味嗜好が一切分からないこの男と何を話せばいいんだろう。

　最近流行ってる映画、なんだっけ。男受けのいいドラマや音楽……ああ、最近ヨガにはまっているという作り話で乗り切るか。

「ここ」

　柏原が通りの途中で足を止める。一体どんな高級店かと覚悟を決めて顔を上げた紗綾は、思わず「えっ」と声を上げた。

　どこか昭和の匂いがするレトロなビル。そこには大きな文字で、『大江戸天然温泉』と記された看板が架けられていた。




　──ど、どういうこと……？

　更衣室の前で一人になった紗綾は、受付で手渡されたビニールバッグを見下ろした。

　中には、オレンジ色のパジャマっぽいものとハンドタオルが入っている。

（中に説明書が入ってるから。これに着替えて、さっきの受付前に集合な）

　二人分の受付を済ませてくれた柏原の説明はそれだけだった。

　首を傾げながらバッグの中を探ってみると、中から一枚のチラシが出てきた。

〈当店自慢のチムジルバンへようこそ〉

　そんな見出しと共に、下に簡単な説明が続いている。

〈チムジルバンとは韓国にある温泉施設の一種です。サウナや岩盤浴、お食事を始め、店内で様々なサービスをお楽しみいただけます。ご利用のお客様は、まずお身体を洗われた上で、専用の作務衣を着てお過ごしください〉

　そういうことか──と思いながら周辺を見回せば、同じ作務衣を着た人が館内をうろうろしている。ちなみに男性用の色はチャコールグレーだ。

　もう一度チラシをよく見れば、このビルの二階と三階が、そのチムジルバンという施設らしい。もっと上の階には男女別の大浴場やサウナ、露天風呂などもあるようだ。

　じっとしてもいられないので、〈女〉と書かれた更衣室の扉を開けると、もわっとした熱気と共に、そこで着替える女性たちの姿が飛び込んできた。

　真っ裸だったり、下着だけだったりと様々だが、平日のど真ん中、しかも都心で見るような光景ではない。

　紗綾はこそこそと隅のロッカーで服を脱ぎ、隣接する浴場で身体を洗い流した。

　というより、一体なんでこんなことになったのだろう。温泉だから当たり前とはいえ、平日の会社帰りに素っ裸になるという異常事態。

　しかも今夜は、一応デートという体裁なのだ。

　髪をまとめ、メイクを簡単に直して受付に戻ると、そこには作務衣に着替えた柏原が立っていた。その横顔を見て、紗綾は少しびっくりして足を止めた。

　彼が、眼鏡をかけていたからだ。洗い髪もぼさっとして、いつもと全然雰囲気が違う。

　でも、そのどこか幼なげな横顔に、不意に記憶の何かが喚起された。

　やっぱり私、この人とどこかで会ったような気がする。

　もちろん初恋の人によく似ているから、そんな風に思うのは当たり前なんだけど──そうじゃなくて、大昔に、どこか別の場所で会ったような……。

「何？　俺の顔に何かついてる？」

　紗綾に気づいた柏原が、訝しげに眉を寄せる。我に返った紗綾は、こくりと唾をのんで、その傍に歩み寄った。

　いずれにしても、そろそろはっきりさせなければいけない時だ。

「ま、前言ったよね。似顔絵がどうとかって」

「……、言ったけど」

「も、もも、もしかして」

　喉の奥がひきつったようになり、声がみっともなく裏返った。

「さ……っさ、坂さか下した君の親戚か何か？」

「は？　坂下？」

　その反応で分かった。違う。柏原と初恋の人は無関係だ。極限まで高まった緊張が解けてほっとしたが、今度は逆に嫌な予感が込み上げてくる。

「じゃあ、中島から聞いたんだ。そうでしょ？」

「中島さん？」

「ど……どうせ卒アルとか、見せられたんじゃないの？」

　中島と柏原にからかわれている可能性が頭をよぎり、不意に胸が重苦しくなった。

　が、不審そうに眉を上げた柏原は、考え込むような目で黙り込む。

　その表情が妙に険しかったから、もしかしてそれも違う……？　と思いかけた時だった。

「中島さんは関係ないよ」

「そうなの？」

「全然関係ない。──話してもいいけど、それはこの約束が終わってからにしない？」

「……約束って、恋人交換のこと？」

「そう。いずれ真凜が飽きれば終わるだろうから、その後に話す。色々面倒だから、俺の方からギブしたくないんだ」

　彼の口調が素っ気ないというより、かすかな憤りを含んでいるように感じられたので、紗綾はやや怯んだ気持ちで口をつぐんだ。

「逆に言えば、聞きたければこのまま恋人交換に付き合ってって話。最初はとんでもないと思ったけど、今は、案外いい提案だと思ってるから」

「……どういうこと？」

「ええっ、今日、半額って聞いたから来たのに、違うんですか？」

　その時、受付から声がした。女性客の二人連れで、スタッフが困り顔で対応している。

「すみません。水曜日は確かに半額なんですけど、カップル様限定サービスなんですよ」

　──ん……？

　紗綾は眉根を寄せて、柏原を見上げた。

「ねぇ、まさかと思うけど、今言ったいい提案って……」

「ばれた？」

　不意に相好を崩した柏原は、いたずらっぽい笑顔になった。

　その子供っぽい無邪気な目に、ドキンと胸のどこかが疼くように高鳴った。

「俺、ここには週一で通ってんだ。せっかくだから半額サービスを満喫したいと思って」




　一時間後。眠りに誘われるようなヒーリングミュージックが流れる岩塩浴室内で、紗綾はリラックスして目をつむっていた。

　──……あー、やばいくらい気持ちいい……。

　温めた岩塩を敷き詰めた床の上で、顔を枕に乗せて腹ばいになる。体温が内から上がってきて、汗がいくらでも湧き出てくる。

　同室内は、約二十人が利用できる仕様になっているが、おしゃべりする人は誰もいない。ただ安らぎの音楽と寝息だけが聞こえてくる。

　紗綾の隣には柏原がいるが、彼もまた目を閉じている。だから存在が全く気にならない。

　つまるところ、彼の目的はオフィスラブではなく温泉の半額サービスだったのだ。

　なんともバカバカしいオチだが、それで紗綾もようやくほっとした。どこかで──思い上がりも甚だしいとは分かっていても、真凜に対して罪悪感があったからだ。

　──……こんなゆっくりした時間、久しぶりだなぁ……。

　仕事のことも、将来に対する漠然とした不安も、何もかも吹き飛んでいくようだった。

　ついでに言えば柏原が口走った「似顔絵」のこともそうだ。どうせ当時を知る誰かに聞いたのだろうが、十年近くも過去の話を、私もいつまで引きずっているんだろう。

　メイクはとっくに落ちていたが、コンプレックス満載の素顔をさらしていることも気にならなかった。店内には様々な人がいるが、全員がほぼ素顔で、同じ作務衣をまとっている。ここにいる限り、外見を飾り立て、必死になって周囲に認められる必要はないのだ。

　──私、東京で広い世界を知った気になってたけど、案外狭い世界で生きてたのかもな。

　その世界の基盤となっていたのは、高校生の時に経験したトラウマと、その時以来頭から離れなくなった偏った価値観だ。

　人は見た目が全てで、幸せも不幸せもそれで決まってしまうということ。

　ただ、ようやく望んだ自分になっても、幸せだと思うことはさほどなかった。

　キラキラした人たちといても疲れるばかりで、本当の友達は一人もできない。東京に出てきて二人ほど彼氏ができたが、自分を取り繕うことに疲れすぎて別れてしまった。

　でも、もしかするとそれは、紗綾自身が他人を外見でしか見られない人間になっていたせいかもしれない。

　柏原に対する苦手意識も、彼がキラキラしたイケメンで、しかも初恋の人とよく似ていたから生まれたものだ。その中身など、これまで一度も見ようとしていなかった……。

　同じ作務衣を着て素顔で向き合った柏原は、ただただ普通にいい人だった。

　岩盤浴が初めての紗綾に、利用方法やマナーを丁寧に教えてくれただけではない。

（水は、十分か十五分おきくらいに飲んだ方がいいよ。自分で思うより汗が出るから）

（気分悪くなったら、俺が寝てても声掛けて。外に涼む場所があるから）

　なにくれとなく紗綾を気遣い、ペットボトルの水を買ってくれたり、タオルの換えを持って来てくれたりと、とにかく優しいし甲斐甲斐しい。

　半額サービスを受けるための連れに、そこまでしてくれる必要はないのに、まるで本当の彼氏みたいだ。

　そっと窺い見たその柏原は、物憂げに目を細めて濡れた前髪を手で払っている。

　蒸気した肌がやけに艶めかしくて、紗綾は思わず目を泳がせた。

　冷静になって考えると、このシチュエーションはちょっと危険だ。

　並んで寝そべる二人の距離は十五センチあまり。カップルシートだから隔てるものは何もない。少しでも身じろげば、身体の一部が触れてしまう近さだ。

　でも、この不思議な緊張感が、妙に心地いいのは何故だろう。

　そういえば、さっきもひどく不思議な気持ちになった。ばれた？　と言って柏原が笑った時。子供みたいに無邪気で可愛い笑顔に、心臓の奥深い部分がとくんと鳴った。

　そう、まるで恋に落ちる予兆みたいに。──

　思わず身体を起こした紗綾を、びっくりしたように柏原が見上げる。

「なに、もう出るの？」

「う、うん。ちょっと熱くて。ごめん、先に外出とくね」

　まずい、何をよからぬ想像をしていたのだろう。

　だめだめ。それだけは絶対にだめだ。高校時代も、親切にされて舞い上がって、好きになったばかりにこっぴどく傷つけられた。

　柏原がいい人だというのは認めるとして、ちょっと優しくされたからといって勘違いしてはならない。だいたい柏原には彼女がいるのだ。

　頭を冷やそうと通路の扇風機前で涼んでいると、その柏原が慌てた様子で出てきた。

「そろそろ八時半だから、ロウリュウに行かないとやばい」

「え？　ロウリュウ？」

　戸惑う紗綾の手を取ると、柏原は別の通路に向けて早足に歩き出した。

「ロウリュウってのは、熱した石にアロマ水をかけて、その蒸気を浴びる温浴。時間が決まってて、今日は八時半が最後の回なんだ」

　つないだ手の熱さだけが気になって、説明は殆ど頭に入ってこなかった。

　ここでドキドキする私がどうかしているのだろうか？

　手つなぎなんて大したことないと思っていたが、よく考えれば肌と肌の直接的な接触だ。

「体調、大丈夫？」

「う、うん」

　心なしか、柏原の声を優しく感じる。それまで他人だった二人の距離が否応なしに縮まっていくのが、触れ合う指の温かさからも伝わってくる。

　締め切られる寸前のロウリュウ部屋は満員で、二人は、すし詰め状態の席に、ようやくスペースを見つけてもぐりこんだ。

　パーソナルスペースが確保されていた岩盤浴室と違い、ここは客を詰め込むだけ詰め込むようだ。

　中央に熱せられた巨大な石があり、その周囲をぐるりと客が囲む形である。

「もっとこっち寄って」

　他の男性客から守るように、柏原が紗綾の肩を抱いて引き寄せてくれた。

　彼の硬い胸板が肩に当たり、ますます心音が速くなる。

　狭いスペースに無理に割り込んだせいで、腿も密着しているし、抱き寄せられた弾みで紗綾の胸が彼の腕に押しつけられる格好になる。気づいた紗綾は、すぐに自分の腕を割り込ませたが、さすがに柏原も気まずかったようだ。

「……、ごめん、わざとじゃないんだけど」

「……べ、別にいいけど、暑いね」

　照れ隠しから出た言葉だったが、室内が暑いのは本当だった。

　人の多さもそうだが、中央の石から放出される熱波が、肌を焼くかと思うほどに熱い。入室して二分たらずだが、すでに額から汗が滴り、身体もじっとり濡れ始めている。

　目の前に柏原の白い喉があり、男らしい隆起に汗が伝っている。別の意味で全身が熱くなり、紗綾は一刻も早くこの部屋を出たくなった。

　ややあって半被姿のスタッフが入ってくると、先ほど柏原が説明してくれたようなことを言い、すぐにロウリュウサービスが始まった。

　傍らの桶から、スタッフが柄杓でアロマ水をすくい上げ、勢いよく焼け石にかける。その途端凄まじい音がして、一瞬で室内に熱い蒸気が充満した。

「きゃっ」

　顔に熱湯をかけられたのかと思うほどだった。想像以上に暴力的な熱さに、思わず声を上げて顔を背けると、柏原が顔を覆うように肩から手を回してくれる。

　その優しさにまた胸がときめいた。まるで本当に彼女になったみたいな心持ちだ。

「さぁ、今からスタッフが皆さんをあおいで回ります。皆さんも熱いでしょうが、スタッフも大変熱いです。どうぞ、手拍子とかけ声をお願いします！　わっしょい、わっしょい」

　何が始まるの──？　と思った時、頭上で一際大きな声がした。

「わっしょい、わっしょい！」

　──え？

　紗綾は愕然として顔を上げた。信じられないことに声を張り上げているのは柏原だ。

「あっ、いつも金曜日に来てくださるお兄さんですね？　毎回盛り上げ役、ありがとうございます。さぁ皆さんご一緒に、わっしょいわっいょい、わっしょいわっしょい！」

　う、嘘でしょ……？

　職場では氷のように取り澄まして、誰も寄せ付けない雰囲気をまとっている柏原が、まるで子供みたいに大きな声を出して、拳を振り上げている。

　しかも、いつも金曜日に来てくださるって今言った？

　先週の金曜日は、確か今からジムに行くって言ってなかった？

　笑いが唇に広がった。笑いながら、いつしか自然に紗綾もかけ声に参加していた。

　なんだか夢でも見ているようだ。この人が本当に、あの冷淡な柏原なのだろうか？




「大丈夫？」

　顔に涼しい風を感じ、うとうとしていた紗綾は数度瞬きしてから薄目を開けた。

　頭上から、整い過ぎた男の顔が見下ろしている。

「……ごめん、もしかして私、結構寝てた？」

「そうでもないよ」

　団扇で紗綾の顔を扇いでくれていた柏原は、かすかに笑って壁に背を預けた。

　半分照明の落ちた畳敷きの休憩室。

　広々としたスペースでは、それぞれ距離を取って、カップルが寝そべったり、寄り添い合ったりして休んでいる。

　ロウリュウでのぼせてふらふらになった紗綾は、柏原に連れられて、この部屋でいったん休むことにしたのだ。目をつむっていたら、いつの間にか眠ってしまったらしい。

　見れば柏原は、紗綾の隣に腰を下ろし、壁に背を預けて本を読んでいる。

「……もしかしてずっとここにいてくれたの？」

「まぁ、心配だったし」

　ドキンとした。急いで半身を起こして掛け時計を見ると、もう午後十時を回っている。

「ほんとごめん。他の浴室も回る予定じゃなかったの？」

「来週また来ればいいだけだから。──腹減らない？　最後に飯食って帰ろうよ」

　優しく笑いかけられ、胸の奥底にあるものがほのかに疼いた。

　なんでこんなに優しいの？　私なんて、ただ半額サービスを受けるためだけに連れてきた相手でしょ。

　こんなの、私じゃなくても絶対に誤解してしまう。本当の彼女にはあんなに冷たかったのに、なんなの、一体。

「……っ、さっきはちょっとびっくりしたな」

　妙な気持ちを自分の中から追いやりたくて、紗綾は無理に話題をつくった。

「さっき？」

「ロウリュウで……、まさか柏原さんがああいうキャラとは思わなかったから。あんな声出す人、他にいなかったよ」

　拳を振り上げ、「わっしょい、わっしょい」とやっていたのを思い出し、紗綾は思わずくすりと笑う。

「体育会系……」

　と、柏原がぼつりと呟いたので、

「やっぱり？　体格もいいし、もしかして応援団でもやってたの？」

「いや、俺、子供の頃身体が弱くて、体育とか全然できなかったから」

　紗綾は笑ったままの唇を止めた。──あ、そうなんだ。

「体育会系的なのりに憧れがあって、妙にはしゃいじゃうのかもしんない。恥ずかしい思いをさせたなら、ごめん」

　思いのほか真面目に謝られ、そんなつもりじゃなかった紗綾は、慌てて両手を振った。

「──、やだ、そういう意味じゃないよ。ただ、面白かっただけだから」

　面白いというか、親近感を持ったというか、……ちょっといいなと思ったというか。

　そんな風に思った自分に動揺しながら立ち上がろうとした時、二人の間に置かれている数冊の本に気がついた。

　休憩室の書棚から取ってきたのだろうが、意外にも小説ではなく漫画本である。

「これ……」

　思わず目を見張ったのは、それが、紗綾もよく知っている作品だったからだ。

『未来人ゴッド』。昔、夢中になって読んだ少年漫画だ。

　ただ、ＳＦやロボットを題材にしていたせいか、いまひとつ人気が出ず、五巻くらいで完結したはずだ。

「柏原さん、こんなマニアックな漫画読んでるの？」

「悪いかよ」

　柏腹はややむっとしたように眉を上げた。

「俺、昔からこの漫画家が好きなんだ。この人の作品は全巻家に置いてあるよ」

　私も──という言葉をのみ込んで、紗綾はおそるおそるその一冊を手に取った。

　紗綾がこの漫画家を好きになったのは小学生の時だ。その時からかなりマニアックな作風で、それほど人気があるわけではなかった。だから余計に応援したい気持ちになって、友達みんなに宣伝していたのをよく覚えている。

　が、それも高校生の頃までだ。正直いえば、その作者のものに限らず、漫画はもう何年も読んでいない。かつて自分が好きだったものは、全て高校時代に置いてきたからだ。

　その寂しさが知らず表情を翳らせた時、

「読む？」

「えっ？」

「本当のこと言えば俺も最後まで読みたいんだ。──なんか買ってくるよ。おにぎりとパンだったらどっちがいい？」

　パン──と咄嗟に答えていた。

　口にした後、みるみる頬が赤らんだが、柏原は含むように優しく笑って、ぐっと親指を突き出した。

「了解。じゃ、飲み物も適当に買って戻ってくるよ」





　◇






「そのメールの相手、もしかして中島？」

　スマホをフリックしていた紗綾は、その声にびっくりして顔を上げた。

　見ればカナを始めとする同僚三人が、含みのある笑顔で見下ろしている。

「当たりだった？　顔が幸せいっぱいよ。芦田さん」

　紗綾はつくり笑いで誤魔化しながら、スマホを裏返した。

「ち、違いますよ、ただの女友達です」

　昼休憩になったばかりのオフィス。メールの相手は柏原だった。今日は、あれから三回目の水曜日である。

　その時、昼前にかかってきた電話に応対していた同僚がため息まじりに受話器を置いた。

「カナさん、営業から電話で、今夜のＳ社の接待、誰か出せって言われたんですけど」

「それなら禁止だから断って。営業の奴ら、目先の成績のことしか考えてないんだから」

　カナの腹立たしげな声を耳にしながら、紗綾は急いでオフィスを後にした。

　Ｓ社の接待については、この前も直接声を掛けられ、なんとか断ったばかりである。それでもしつこく電話がかかってくるなんて、よほど相手方から催促されているのだろう。

　非常階段を上がる紗綾の頭は、もう今から会う人のことでいっぱいになっていた。

　先週の水曜日から、ずっと今日が待ち遠しくてわくわくしていた。毎回行く温泉も漫画も楽しみだが、何より楽しいのは柏原と二人で話せることだ。

「ごめん、遅くなって」

　紗綾が非常階段から屋上に出ると、柏原は先週と同じ場所で紗綾を待っていた。

　給水塔前のコンクリートブロック。先週の水曜も、二人でランチを食べた場所だ。

　このビルには屋上があるが、殆ど廃棄物置き場と化していて、近寄る者は誰もいない。そこを昼の待ち合わせ場所に指定したのは柏原だが、最初は正直気が乗らなかった。

　が、二度目の今日は、この殺風景な場所が不思議にキラキラ輝いて見える。

　駆け寄った紗綾に、柏原は少し得意そうに笑ってランチボックスを差し出した。

「あんまり遅いから先に食べようと思ってた。──これ、約束したサンドイッチ」

「嘘、本当に作ってきてくれたの？」

「言っただろ？　一人暮らしが長いから料理は得意。紗綾は？」

「う、うん。リクエストのサラダ、作ってきたよ」

　いきなりの名前呼びに頬が赤らんだが、それも先週の水曜から追加された約束事だ。

　とはいえ紗綾の方は、まだ彼を智己とは呼べていない。

　二人は膝の上でそれぞれランチボックスを開き、コーヒーを紙コップで分け合った。

「美味しい。なにこれ、バターに辛子が入ってる！」

「常識だろ。紗綾のサラダもめちゃくちゃ美味いよ」

「キュウリとトマトを切っただけ……ねぇそれ、絶対に嫌味でしょ」

　声を上げて笑う二人の距離は、最初のデートで一気に縮まった。

　同じ作家が好きだと分かった後、二人の会話は駅で別れるまで尽きることがなかった。

　その翌週の水曜日、紗綾は初めて自分がかつて好きだったものたちの話をした。人生で一番感動した映画、のめり込むほど夢中になった小説や漫画。

　合コン用のトークネタとして持っている、女性が好きそうな映画でも、流行しているドラマや小説でもない。全部十代の頃に夢中になった作品だ。

　彼は終始楽しそうに聞いてくれたし、「絶対観るよ」とメモまで取ってくれた。

　紗綾にとってそれは──ずっと否定し続けてきた過去の自分を認められたように嬉しい出来事だった。

「これ、先週頼まれてたの」

　食事の後、そう言って彼が差し出したのは、簿記検定の参考書だった。

「少し古いけど、これが一番分かりやすいし、初心者でもとっかかりやすいと思うよ。ひとまず読んでみたら」

「……、あ、ありがとう」

　紗綾は、少し驚きながらその本を受け取った。頼まれた──と柏原は言ったが、紗綾にしてみれば、頼んだつもりはない。

　ただ、会話の中で将来のビジョンを聞かれ、「いずれは簿記の資格でも取って、違う会社に就職しようかなって思ってる」と話したくらいだ。

　別に本気でそう思っていたわけではないが、ずっと門菱にアシスタントでいるというのも現実的ではなく、苦し紛れに言ったにすぎない。

　その時、「その資格なら俺も持ってるから、いい参考書があれば紹介するよ」と言われたのだが──本当に持って来てくれたのだ。

　ぱらっとめくった本は、マーカーや書き込みが沢山してあって、紗綾はパチパチと瞬きをした。いかにも理系の、頭のいい人の書きそうな文字が細かく丁寧に並んでいる。

「柏原って、頭がいいよね」

「そう？　普通だと思うけど」

　それ嫌味？　と思いながら、紗綾は苦笑して本を閉じた。

「普通よりいいでしょ。記憶力も抜群だし、計算も強いし、仕事のことなんか聞いたら即答してくれるし」

「……まぁ、いいかどうかはともかく、余計なことは頭に入れないようにしてるかな」

「どういう意味？」

　柏原は、言葉を探すように少しだけ首を傾げた。

「記憶の容量が埋まらないよう、新しい仕事を覚えたら、古い仕事は消去する感じで調整してる。だから仕事と趣味に関係ないことは、紗綾より知識ないよ、俺」

　そんな調整、普通の人にできるもの？　──と思ったが、それは口にしないでおいた。

　そういう風に、ちょっと人とずれた感覚を持っている柏原が面白くて好きだなんて、とても言えない。

　職場で見せるイメージとはまるで違う。そういう姿を、自分だけに見せてくれているのかなと思うと、それも嬉しい。

「そうだ、今夜のことだけど、温泉を早めに切り上げて映画なんかどうかな」

　不意に思い出したように、柏原は自分のスマホを差し出した。そこには、映画館の予約画面が開かれている。

「先週、紗綾が面白いって言ってた監督の最新作。夜ならまだ空席があるみたいだよ」

「本当に？　うん、行く行く」

　声を弾ませて答えた後で気がついた。

　映画の終了時刻が、日付を十分ほど超えている。

「えーと……、駄目なんじゃない？　時間的に」

「なんで？」

　なんでって……。

　自分を見つめる柏原の眼差しに、紗綾は戸惑って視線を下げた。

　そんなの、ルール違反だからに決まってる。

　なのに、なんでそんな目で私を見るんだろう。こちらの気持ちを窺うような──試すような、心を覗き込むような強い眼で。

　そんなに熱を込めて見つめられたら、なんだかおかしな気持ちになってしまう。

　黙っていると、自分の手の上に柏原の手が重なった。

　手をつなぐのは初めてではないが、胸の鼓動が高まり、その奥にある何かがきゅっと切なく締めつけられる。

　手の甲に筋が浮いた男らしい大きな手。顔だちは冷たいのに手はいつも温かい。

　長くて太い指が紗綾の指に絡み、少し力を込めて握られる。

　このまま彼の肩にもたれかかったらどうなるだろうとふと思った。キスされるような気がするのは私一人のうぬぼれだろうか。……

　そこではっと我に返った紗綾は、自分の想像に動揺しながら、彼の手を振り解いた。

「──、私、そろそろ戻らなきゃ」

　私も馬鹿だ。これはただのゲームで、柏原が優しくしてくれるのは水曜日だけなのに、何をおかしな妄想をしてるんだろう。

　紗綾は、彼を見ないままに急いでランチボックスを片付けた。

「昼から急ぎの仕事が入ってたの忘れてた。本、ありがとね」

「……ごめん、嫌だった？」

　ドキリとした。手をつないだことを言われているのだと分かったが、それは誤解だ。

　でも、嬉しかったなんて言えるはずがない。

「……、そんなことないよ。それに、手をつなぐのはルールの範囲内だし」

　柏原の表情が硬くなる。今の言葉が、彼を傷つけたことは分かったが、このくらいの線引きは当たり前だと、紗綾は自分に言い聞かせた。

「映画は来週、……その時まだ続いてたらにしようよ。じゃ、また夜に」

　続くというのは、映画の上映期間もそうだが、二人の関係のことも含まれている。

　後ろも振り返らずに非常口に向かいながら、いまさらのように紗綾は不安になっていた。

　いつか必ず離れる人と、こんなに親しくなってしまっていいのだろうか？

　もう遅いかもしれないが、少し距離を開けた方がいいのではないだろうか。──




「紗綾？　お前、こんなとこで何してんだよ」

　非常階段で十階に降りた時だった。

　九階から上がってきた男に、紗綾は驚いて足を止めた。中島だ。ずっと避けていたから、まともに顔を合わせるのはおよそ二週間ぶりになる。

「別に……ちょっと空気を吸いたくて外に出てただけ」

　へぇ、と言って不意に口角を上げた中島は、周囲を見回しながら歩み寄ってきた。

「丁度よかった。お前、上手くやってくれてんだな」

「え？」

「柏原のことだよ。すっげー助かってる。おかげで真凜とは十分親しくなれたしさ」

　眉をひそめ、紗綾は反論しようと口を開いた。

　が、その前に中島が顔を近づけてくる。

「で、もうひとつついでに頼まれてよ。──写真をさ、こっそり撮ってもらえないかな」

「……写真？」

「柏原との決定的な浮気の証拠。キスでもそれ以上でも」

　何を言われているのか分からなかった。中島はますます楽しそうな顔になる。

「キスくらいしてんだろ？　隠さなくっていいって。最近のお前、なんか妙に色っぽいし」

「──やめてよ」

　下卑た視線を胸元に感じ、紗綾は嫌悪を剥き出しにして歩き出そうとした。

「待てって。もし上手くいったら、お前、正社員になれるかもしれないんだぜ」

　足を止めた紗綾を見てにやりと笑うと、中島は得意げに腕を組んだ。

「お前は知らないと思うけど、柏原と真凜はもう婚約までしてるんだ。にもかかわらず、柏原のあの態度。真凜も相当頭にきてるみたいでさ」

　──婚約……。

　一瞬頭が真っ白になった。見えない何かで、頭を思いっきり叩かれたような衝撃だった。

「まぁ、きっかけは真凜の一目惚れで、柏原にその気はなかったらしい。でも、柏原の父親ってのが門菱の下請けの社長でさ。それで、親同士が話し合って婚約が決まったんだそうだ。──察するに、親の立場的に断れなかったんだろ」

「そう……なんだ」

「真凜が言うには、婚約して半年も経つのに全然彼氏らしいことをしてくれないんだってさ。で、一度お灸を据えてやろうと、父親に頼んで柏原を丸の内支社に飛ばさせたっていうんだよ。──てか、普通にやばくね？　それ」

　さすがに紗綾も気分が悪くなった。

　というより、いくら総務部長が父親だからといって、そんなバカバカしい理由で、社員を異動させられるものだろうか。

「なのに柏原は、まだ真凜の思い通りにならない。なのでこの際、ぐうの音も出ないほどの弱みを握って柏原を縛りつけたいって話……。分かるだろ、その意味」

「……分かるって？」

「真凜の親父は、門菱の人事権を握ってんだ。これ以上怒らせたらどうなると思う」

　なにそれ。

　よく分からないけど、それが本当に婚約している相手にすること……？

　その時、頭上で扉が軋む音がした。混乱していた紗綾は、そこで初めて我に返った。すっかり忘れていたが、屋上にはまだ柏原がいるのだ。

「とにかくさ、うまいこと柏原を誘惑して、それっぽい写真を撮ってくれよ。そしたら、真凜が親父さんに頼んで、正社員にしてくれるってんだから、悪い話じゃないだろ？」

「──っ、中島」

　急いで止めようとしたが、調子に乗った中島は、なおも声を高くして続けた。

「それと今夜の接待、係長にお前を呼べって言われてんだ。俺の顔立ててくれよ、な」





　◇






「じゃあ、私はこれで失礼します」

　ようやく苦痛だった接待飲みから解放された紗綾は、二次会への執拗な誘いを断って人の輪を抜けた。苦手な日本酒を飲まされたせいか、足が少しふらふらする。

　大通りに向けて歩きながら、バッグからスマホを取り出してみる。

　予想に反して──いや、予想通り、柏原からの返信はなかった。

〈ごめんなさい。今夜は別の用事ができたのでキャンセルします〉

　定時直後、そんな他人行儀なメッセージを柏原に送ったのは紗綾だった。

　柏原が婚約していたこと。中島と交わした会話を聞かれたかもしれないこと──色んなことで頭がいっぱいになって、彼と何を話していいか分からなかったからだ。

　屋上で別れて以来、柏原とは会っていない。Ｓ社の接待に出ることにしたのは、一人で水曜の夜を過ごしたくなかったためだ。

　ぽつんと額に雨が落ち、つられて空を見上げた時、不意に目元が潤んできた。

　──私……柏原のことが好きなんだ。

　真凜との婚約を聞いた時にはっきりと自覚した。

　もう自分を誤魔化せない。これ以上彼と一緒にいたら、取り返しがつかないほど好きになってしまう。──

「紗綾ちゃん、そんなとこにいたんだ！」

　突然背後から大声がした。振り返ると、Ｓ社の営業部長が、明らかに酔っ払った顔をにたにたさせて近づいてくる。

　五十代後半。飲みの席でのボディタッチがひどく、前回の飲みでは、帰りのタクシーに強引に乗り込んでこようとした。

　それが問題になって、門菱では完全ＮＧ扱いされている男である。

「まさかもう帰るとか言わないよね。行こう行こう、もう一軒行こう」

「え、いえいえ、ちょっと待ってくださいよ」

　さすがに取引先の部長に強くは出られない。

　そんな紗綾の腕を引っ張り、男は強引に裏通りに向かおうとする。

「ちょっと──」

「そんなお高く止まるなよ。門菱のアシスタントは接待要員。色仕掛けが仕事だろ？」

　思わず足が止まっていた。それを完全に否定できないことは紗綾がよく知っている。

「今夜はいなかったけど、おたくの中島君からも、朝まで付き合わせますってお墨付きをもらってるんだ。彼、紗綾ちゃんの彼氏だよね」

　勝ち誇った男の声に、紗綾は愕然として目を見張った。──その時だった。

「違いますよ」

　手首を掴んでいたなまぬるい温度が消えて、不意に身体が自由になった。反射的に後ずさると、目の前に背の高い男の背中が割り込んでくる。

　信じられなかった。昼間別れてからずっと頭から離れなかった、柏原の背中だ。

「うちのアシスタントは、そんな目的のために雇用されているわけじゃない。もしそうなら、門菱のコンプライアンス法第七十八条に明確に違反しています」

「なっ、なな、なんだね君は」

「門菱商事丸の内支社の柏原です。あなたの言動は、弊社のビジネスパートナー規約第四十条の対象として問題にすべき事案になる。このことで何か弁明がありますか」

「──なんだ。えらそうに何かと思えば、お前も島流しの一員か」

　それまで泡を食っていたＳ社の部長が、突然馬鹿にするような目になった。

　島流し──それは、丸の内支社に入っている食品部を指す蔑称である。

「若造がいきがりやがって。柏原か、お前の名前はよく覚えておくからな！」

　顔をますます赤くして柏原を指さすと、男は大股で歩み去って行った。

「──行こう」

　それまで怖い目で男を睨んでいた柏原が、紗綾の腕を取って歩こうとする。まだ状況が理解できない紗綾が立ちすくんでいると、

「そんなに中島さんが好き？」

　抑えた怒りを滲ませた声に、紗綾は睫を震わせて彼を見上げた。

「あいつの頼みなら、禁止されてる接待飲みにも出るし、苦手な俺と仲いいふりもできるんだ。しかも、真凜の頼みで、俺との浮気写真を撮るんだって？」

「っ、それは……」

「言っとくけど、その中島さんは、真凜ととっくに一線を越えてるよ。そんなことも知らずに、いつまで中島さんの言いなりになってんだよ」

　さすがに、衝撃で言葉をのんだ。

　いや、当然、予想すべき事態だった。中島の魂胆なら、最初のダブルデートの時には分かっていたし、真凜が簡単になびいてしまうような気もしていた。

　なのに、柏原との時間があまりに楽しくて、二人の存在が頭から消えていた。

　そんなつもりじゃなかったは通らない。結果的に、自分は中島の片棒を担いでしまったのだ。……

　ぽつぽつと降っていた雨が、次第に勢いを増してくる。

「──……ご、ごめんなさい」

「謝るんだ、そこで」

　かすかな笑いを帯びた声は、明らかに傷つき、同時に怒りで震えていた。

「いいよ、もう。でもされたことはやり返させてもらう。欲しいんだろ、証拠写真。そんなものいくらでも撮らせてやるよ」




　柏原のマンションは、そこからタクシーで十五分足らずの場所にあった。

　タクシーに乗っている間、柏原は一言も口を利かなかったし、紗綾を見もしなかった。

　玄関の扉が閉まると、扉と柏原の間に閉じ込められて、すぐに唇が重ねられた。

「……っ」

　一瞬、怖さで身がすくんだが、噛みつくように荒々しかったのは最初だけで、キスは次第に優しくなっていった。

　腰をそっと抱かれ、柔らかく唇をついばまれる。二層の花弁を愛おしむように甘く舐められて、唇全体で包み込むようにして吸われる。

　彼はそこで唇を離すと、眉根を寄せて面を伏せた。

「ごめん……」

　苦しげな声に、紗綾は胸がいっぱいになった。

　ここで謝るのは私なのに、どうしてこの人が謝るんだろう。外見はこんなに冷たそうなのに、どこまでいっても悪人になりきれない人なのだ。

　紗綾は急いで首を横に振り、彼の引き締まった腰に両手を回した。それは同意を与えたも同然の行為で、むしろ自分からその続きを求めたようなものだった。

　少しためらうような間があって、もう一度、そっと唇が重ねられた。舌が滑り込んできて、唇の内側をなぞるように舐められる。

「ぁ……」

　濡れた肉感的な舌の感触に、胸の奥深いところがぞくりとした。

　互いの舌先が触れて、ヌルヌルと絡み合う。頭の芯が痺れ、さざ波のような気持ちよさが少しずつ全身に広がっていく。

「は……ぁ……」

　気づけば紗綾は両腕を彼の首に回し、唾液を交換するような情熱的なキスに夢中になって応えていた。

　互いの舌を口中でひらめかせ、敏感な粘膜をいやらしく擦り合わせる。胸が疼いて腰骨が甘くとろけていく。久しぶりに感じる快感が身体も心も溶かしていくようだ。

　自分だけでなく、彼の呼気からもアルコールの匂いがした。彼が飲酒した理由を想像しただけで、切なさと苦しさで胸が締めつけられる。いつも二人で過ごした水曜日の夜。この人はどこで、どんな気持ちで私を待っていてくれたのだろうか。

　二人は一言も言葉を交わさないまま、互いの腰を抱き合うようにして室内に上がった。

　暗くて間取りが分からないが、広いリビングを通り抜け、薄く扉の開いた部屋に入る。そこは寝室のようで、カーテンの隙間から対面のビルの照明がかすかに差し込んでいる。

　抱き合ったままベッドに横たわると、シーツから彼の匂いが仄かに立ち上った。薄闇の中、壁にかけられたスーツやシャツが薄らと浮き上がって見える。ここが好きな人の部屋なのだという実感が込み上げてきて、胸が不思議に熱くなる。

　柏原は、紗綾の首の後ろに片腕を回して寄り添うと、屈み込むようにして柔らかく口づけた。片方の手でサマーニットに包まれた胸の丸みを優しく押し揉み、徐々に動きを大胆にしていく。気づけば薄いニットは彼の手で押し上げられて、滑らかな肌を温かな指が辿っていた。彼は愛おしむように紗綾の腰や腹を撫で、ブラカップの下に手を滑り込ませてくる。

「っ……」

　柔らかな胸のたわみを、彼の無骨な指がそっと撫で上げ、ブラが上側に除けられた。

　ぷるんと零れた胸を大きな手で包まれ、紗綾は思わず睫を震わせる。

「ぁ……」

　小さく零れた声はキスで奪われ、絡め取られた舌があめ玉のように舐めしゃぶられた。潔癖に見えた彼の、執拗で淫らなキスに、紗綾は息もつけない心持ちになる。

　そうしながら、彼はまろやかな胸の丸みを手で思うさまに押し揉んで、頂にある薄桃色の乳首を、すりすりと指腹で擦り、転がしたり弾いたりする。首から回された反対の手は、もう片方の乳首を優しく擦り立てている。

「ぁ……っ、ン、ぁ……ぁ」

　次第に腰の辺りに甘ったるい熱が立ち込めてきて、紗綾は小鼻に力を入れて、あえかな声を上げた。

　そんな紗綾の耳を甘噛みしながら、彼は硬く勃ち上がった乳首を意地悪く弄び続けている。弾いたり、つまんだり、クリクリと捻ったり、次第に色づく桜色の蕾を優しく虐めている。

　否応なしに高まる官能に、紗綾は眉を悩ましく寄せて身悶えた。双方の乳首から、糸のような快感の疼きがチリチリと広がって、もどかしくてたまらない。いつしか真っ白な肌はしっとりと汗ばんで、ベッドに甘い匂いを立ち上らせている。

「や……だ、そこばっかり」

「だって、紗綾が気持ちよさそうだから」

　彼の吐く息は熱く、声には抑えた興奮が滲んでいた。それだけでぞくりと背筋が甘く震え、ますます胸の疼きが高まってくる。

「肌がすごく熱くなってる……。教えてよ、どうされるのが一番好き？」

「し、知らない」

　耳を熱くして首を横に振ると、顎に手が添えられて、唇が甘く重なった。もうキスに慣れた舌がヌル、ヌル、と心地よいリズムで絡み合う。

　汗ばんだ内腿の間は、もう生ぬるい潤いで満ちていた。半ば虚ろになりながらも、紗綾はまだ柏原とこうなっていることが信じられないでいた。

　彼の匂い──髪の硬さ──シャツの上から感じる筋肉の隆起。その全部に包まれた身体が悦びにざわめいている。

　セックスを知らないわけではない。それでも、こんなに深く酔いしれるような感覚になったのは初めてだ。アルコールのせいかもしれないが、もっと彼のことが欲しくなる……。

　その気持ちを察したように、ようやく彼の手が胸から離れ、腹部を辿って下腹部にたどり着く。その手は紗綾の腰や腿を優しく撫で上げ、スカートとストッキングを丁寧に脱がせてくれた。

　剥き出しになったシルクのショーツは恥ずかしいほど湿っていた。内腿を辿っていた彼の指が、いじらしく震える恥肉の盛り上がりをそっと撫で上げる。

「ぁっ……」

「……紗綾、可愛い」

　掠れた声で囁いた彼が、堪りかねたようにクロッチを押しのけ、指を差し入れてきた。

　ぬるりと肉ひだを撫でる硬い指の感触に、紗綾は睫を震わせる。肉の合わせ目が優しく押し広げられて、ひだの間をクチュリ、クチュリと指でかき混ぜられる。

「ぁ……は」

　あまりの気持ちよさに、足の指にきゅっと力がこもった。

　柔らかなひだの重なり合いをヌルリヌルリと行き来する指の温かさ。押し揉むようにクニクニと捏ねられる度に、腰がはしたなく浮いてしまう。

「んっ……ふ」

　額の生え際に汗が薄く浮き始め、自然に唇が開いていった。快感の萌芽がじわじわと熱を帯び、身体の内側で膨れ上がっていく。

　屈み込んだ柏原が、乳房の丸みに唇を押し当て、真っ白な肌を舌で辿った。その濡れた生々しい感触に、あ、と口が開いている。

　舌は淫らな生き物のように蠢いて、乳房の裾野を丁寧に舐め上げると、焦らすように乳首の周辺を舐め回す。紗綾は拳を唇に当て、必死に声を堪えるが、腰が知らずひくついているのは抑えられない。やがて物欲しげに震える乳首に、ようやく舌先が当てられる。

「くぅ……っ、ン」

　舌先でチロチロと舐められただけで、紗綾は歯を食いしばり、腰を軽く浮かせていた。

　──あ……、気持ちいい……。

　そんな紗綾の反応を楽しむように、彼は舌腹を使って丹念に乳首を押しつぶし、口中に含んで舐め転がす。もちろんその間も、花筒を愛撫する指は休まない。指の感触が分からないほどに愛の蜜が花びらを濡らし、甘ったるい音を立て続けている。

　もう声を抑えられない。気持ちよくてたまらない。

「ぁ……っ、ゃっ、あん、……やぁ」

「紗綾、どんどん内から溢れてくるよ」

「ン……っ、そんな……こと、ない」

　手の甲で口を押さえ、紗綾は全身を薄赤く染めた。

　胸と秘所から聞こえる卑猥な水音がますます大きく耳に響く。彼の太くて長い指が、もう第二関節の辺りまで花心に沈み込んでいる。その指は少しずつ奥を穿ち、ゆっくりと抽送の間隔を早めていく。

「ぁっ……っ、は」

　きゅうっと子宮の辺りが疼き、甘い浮遊感が彼の指の動きに合わせて広がった。舌で舐め転がされている乳首からも、淡い何かが込み上げてくる。

「すごく、気持ちいいよ」

　胸から顔を上げた柏原が、掠れた声で囁いた。

「紗綾の中、熱くてヌルヌルして、エロい。俺の指に可愛く絡みついてくる」

「ゃ……やだ……」

　言葉で煽られ、高まった浮遊感で腰が浮く。紗綾はしどけなく首を左右に振った。

　彼の指が二本に増やされ、より深い場所をヌチヌチと穿たれる。そうしながら親指で敏感な芽をクリクリと転がされ、頭を焼くような強い快感に、もう何も考えられなくなった。

「あんっ、やっ、やっ……ぁ」

　ずっと忘れていた感覚が、めくるめくように身体の中を駆け巡り、髪の生え際や指先にまで気持ちよさが満ちてくる。

「あっ、だめ、……ン、やっ、ぁ……いく、いっちゃう……んぅっ、いっちゃう」

　ひくんっひくんっと腰が跳ね、紗綾は束の間燃え上がった焔に唇を震わせた。脳髄を焼くような快感が全身をわななかせ、頭の中は真っ白だった。数秒浮遊した身体が、その高みから落ちていくように重たくなる。

　──あ……。

　これほど強いエクスタシーは初めてで、紗綾は濡れた双眸をぼんやりと瞬かせた。頭がぼうっとして、まだ何も考えられない。

　紗綾の中から指を抜いた柏原は、紗綾の額やこめかみに口づけながら半身を起こした。ネクタイをもどかしげに引き抜き、手早くシャツを脱ぐと、どこか緊張した目で、弛緩したままの紗綾を見下す。

「……いい？」

　睫を伏せた紗綾は、頬を薄く染めて頷いた。

　ようやく安堵したように微笑んだ柏原は、紗綾をそっと抱き起こし、優しい手つきで残りの衣服を脱がせてくれた。

　お互い素肌になって抱き合うと、その暖かさと心地よさに、緊張がみるみる解けていく。

　彼の肌は滑らかに引き締まり、甘くて優しい匂いがした。どこか懐かしいその匂いに満たされながら、ふと紗綾は泣きたくなった。

　引き返すなら今しかない。でも、もう元の二人には戻れない──彼女がいる人とこんな関係になってしまって、これからどうすればいいんだろう。

　柏原を見上げると、紗綾の双眸が濡れているのに気づいたのか、彼の微笑みがわずかに陰った。

「どうしたの？」

　殆ど反射的に、紗綾は首を横に振った。それが自分の答えだとその時に分かった。

　今、現実を突きつけて彼の気持ちを冷ましたくない。たとえ嘘でもかりそめでも、この人とひとつになりたい。

　抱き締め合ってもう一度キスをした。彼が二度と不安に思わないように、紗綾は自分から舌を出し、彼の口の中に差し入れた。一瞬戸惑いを見せた彼は、けれどもっと激しいキスでそれに応えてくれた。

　やがて目に欲情を宿した柏原は、紗綾に背を向けて避妊具をつけた。部屋に避妊具があるという当たり前のことに、紗綾は静かに傷ついていた。

「……大丈夫？」

　労わるような声に少しだけ笑んで頷くと、柏原はゆっくりとその時の体勢になった。

　膝をついて前屈みになり、紗綾の反応を窺いつつ、そっと陰茎の先をひだの間に擦り付ける。

　ずっと目をつむっていた紗綾は、身体でそれを感じていた。指でほぐされた入り口を、つるりとした亀頭がヌルヌルと行き来する。それがようやく収まり先を見つけ、ぐっと力が込められる。

「ぁ……」

　何年も閉じていた場所が、優しくはあっても圧倒的な質量のあるものでゆっくりと押し開かれていく。鈍い痛みに紗綾はかすかなうめき声をあげたが、それよりも柏原とひとつになれた嬉しさの方が勝っていた。

　彼で埋め尽くされた膣肉は、やがて女の悦びを思い出したかのように心地よくざわめき始める。みちみちとした心地よい圧迫感に、さざ波のような優しい快感が込み上げてきて、紗綾は甘くて深い吐息を漏らした。

「あ……は」

　柏原は何も言わず、どこか苦しげな息を吐き、ゆっくりと腰を動かし始める。

　絡んだ膣肉を引っ張りながら抜けていく雄茎が、再びゆるゆると奥に沈む。単調に、ゆったりと、焦らすように優しく、それが何度も繰り返される。

　紗綾は目をつむり、彼の肩と腕にしがみついて、ただ揺さぶられるままになっていた。

　少しずつ抽送が深くなり、早くなるにつれ、快感もより甘美なものになっていく。

「っぁ、……ぁ、ぃ……」

　丁寧にじわじわと高められ、官能の火で炙られた身体が、艶かしく波打った。

　その刹那、彼を包む肉がきゅうっと収縮し、ひくひくと腰が痙攣する。

「っ……」

　かすかにうめいた彼の髪と吐息が額を掠め、紗綾は虚ろに薄目を開けた。

　目の前に初めて見るような柏原の顔がある。悩ましげに寄せられた眉、欲情に濡れた暗い双眸、髪が揺れ、男らしい喉を汗が伝っている。

　こんなにも懸命に自分に向かってくる男に、溜まらない愛おしさが込み上げた。

「……、好き」

　紗綾は思わず呟いていた。そう言った途端、意識せずに涙が溢れた。

「好き……、智己……好き」

　一瞬驚いたように動きを止めた柏原は、すぐに紗綾の唇を飢えたようについばむと、我を忘れたように荒々しく腰を打ちつけてきた。

　ガツガツと突き上げられ、視界が揺れ、身体全部が壊れそうに揺すり立てられる。

「俺も好き、……好きだよ、紗綾」

「ンっ、ん……、智己……あっ、あはぁ」

　何も考えられないほど、激しく身体が揺さぶられる。次第に呼吸のリズムが合わさってきて、つながった場所に生じた強い快感の波がみるみる全身に広がっていく。

「ンぅ……っ、や……、ああっ」

「紗綾……、紗綾」

「ン、だめ……っ、ん、あんっ、やっ、いっちゃう……」

　紗綾は甘い声を上げ、総身を満たす官能の中で身悶えた。

　弓なりになった身体の奥で、柏原のものがドクンと脈打ち、火のように熱くなる。

　先ほどとは比べものにならないほど深い快感に、もう声も出なかった。とろけ落ちた身体に灼熱の火の粉が降り注ぐ。肉体の最奥で、その余韻はいつまでも続いている。

「っ……、く」

　うめいた彼が、紗綾の中に身体を埋めたまま、筋肉を痙攣させて最後の長い息を吐く。

　紗綾は汗ばんだ彼の背中にしがみつき、好きな人とひとつになる悦びに溺れていった。




「起きた？」

　うとうとしていた紗綾は、少し驚いて目を見張った。

　薄闇の中、目の前に柏原の顔がある。

　腕枕した手で、紗綾の髪を撫でてくれている。彼の表情はひどく穏やかで、紗綾を優しく見下ろしていた。

「遅い時間だけど、何か食う？　簡単なものなら作るけど」

　紗綾はぼんやりと瞬きをした。

　二人はまだ裸のままで、布団の下で互いの足が絡み合っている。恥ずかしいというよりこの状況が信じられなくて、すぐに言葉が出てこない。

　屈み込んだ柏原が、紗綾のこめかみに軽いキスをする。それから不意にいたずらっぽい笑顔になると、紗綾の腰に両腕を回して抱き寄せた。

「紗綾」

「な、なに？」

　まるで子供みたいに、自分に頬ずりをする男が、あの冷徹仮面の柏原とは思えなかった。

　彼はそのまま胸に顔を寄せ、本当に子供みたいにその膨らみに鼻や頬を擦り付ける。

「紗綾……紗綾、紗綾さん」

「もうっ、なによ、赤ちゃんみたいに」

　紗綾は笑って彼の髪をくしゃっとかき混ぜた。

　紗綾さんなんて呼ばれ方をしたのは初めてだ。そういえば彼が年下だったことを思い出し、なんだかくすぐったい気持ちになる。

　けれど心のどこかでは、今の状況を冷静に見ている自分がいる。

　ベッドサイドの時計の時刻は午後十一時四十五分。恋人交換のルールは今夜で破れてしまったが、せめて時間だけは守りたい。そうでなければ、どういう理由で彼の傍にいるのか分からなくなる。

「……ごめん。改めてだけど、謝らせてもらえる？」

　紗綾はそっと柏原を押しのけると、ためらいながら口を開いた。

　謝る？　と呟いた彼から笑顔が消えるのが分かり、その視線から逃げるようにうつむいて続ける。

「……中島の魂胆は、本当に最初は知らなかった。でもそれ以前に、私と中島、そもそもつき合ってたわけじゃなかったの」

　薄闇の中で、柏原が目を見張る。紗綾は消え入りそうな声で、中島の偽装彼女になった経緯とその理由──過去の自分を周囲に知られたくなくて、断り切れずに引き受けてしまったことを説明した。

「……事情は分かったけど、そんなに昔の顔と違うの？」

　ややあってなされた不審そうな質問に、紗綾は苦く微笑した。その無邪気な反応だけで、彼が過去の紗綾を何も知らないことがよく分かった。

「違うよ。メイクのせいもあるけど、私、小学五年生の時に病気になってさ」

　東京に出てきて、このことを他人に話すのは初めてだった。

「免疫系の難しい病気で、二ヶ月くらい入院してたの。退院した後は薬を飲まなくちゃいけなくて、その副作用で顔がパンパン。瞼もすごく腫れちゃって」

　紗綾を見つめる彼の目が険しくなる。

「中学校ではお化けってからかわれて、それが嫌で学区外の難関私立を受験したの。まぁ、それが余計に悪かったのかな」

　その高校は、小学校からのエスカレーター式で周りは裕福な生徒ばかり。高校入学組はごくわずかだった。

　紗綾は全く回りに馴染めず、次第に学校を休みがちになっていった。

「……そんな感じ。病気が治ったら顔の腫れは収まったけど、長年、ブスとか化け物とか言われ続けてきた反動で、とにかく見た目を異常なくらい気にするようになっちゃって」

　自分を受け入れてくれなかったキラキラした人たちの中に、どうしても入りたかった。そのためには、とにかく見た目をよくしなければならないと思うようになった。

「同級生を見返したくて東京に出てきたけど、キラキラしたふりをするのも、男の人と付き合うのにも疲れちゃって、……それで、彼氏持ちって設定もありかなって」

　柏原は黙って眉を寄せている。

　彼が今、どんな感情を抱いたのか確認するのが怖くて、紗綾は散らばった衣服をかき集めて身体を起こした。

　高校時代の初恋の人──坂下のことも話そうと思ったができなかった。そのエピソードはあまりに惨めすぎて、口にしたくなかったからだ。

「……あのさ」

　そこで柏原が思い詰めたように口を開いたので、被せるように紗綾は言った。

「そういうことだから、あまり気にしないでね」

　この件に関しての、彼の感想を聞きたくなかった。彼の中で、自分の価値が否応なしに下落したことを、ほんのわずかであっても察したくなかった。

　営業課では美人と評判で、女子から人気の高い中島の彼女。そのメッキが全部剥がれた自分に、柏原のような人がそもそも関心を持つはずがないからだ。

「私とこうなったことで、中島が怒ることは絶対ないし、むしろ欺されたのは柏原さんの方だから。……さっきは中島の魂胆を知らなかったって言ったけど、真凜さんを狙ってるのはすぐに分かったし、それでも黙ってたのは私だから」

「…………」

「……、そういう意味では私もあの人の共犯なの。……本当にごめんなさい。こ、こんなことで気が済んだとは思えないけど、……ごめんなさい」

　一瞬手を伸ばしかけた柏原が、その手を止めて、拳を握ってから下ろした。

「ちょっと、意味が分からない」

　その声に、抑えた怒りが滲んでいることが分かり、紗綾はびくりと肩を震わせた。

「つまり、中島さんのしたことに責任を感じたから、俺とこうなったってこと？」

　少しためらってから紗綾は頷いた。

　そうでなければ、なんだと言うのだろう。

　彼女のいる人と一線を越えてしまった言い訳を、それ以外の何に求めたらいいのだろう。本当は柏原が好きだなんて、絶対に打ち明けられない。それは、柏原が真凜と修復する可能性を──それによって得られる彼の将来を、ただ邪魔するだけになる。

　そのまま柏原が黙り込んだので、紗綾は彼に背を向けて、衣服を身に着けた。

「……、今夜のことは死んでも誰にも言わないけど、柏原さんに偽装彼女だって打ち明けたことだけは、私の口から中島に説明するね。真凜さんには、」

「タクシー呼ぶから、帰ってくれよ」

　遮るように柏原が口を開いた。

　その声の凍りつくような冷たさに、紗綾は言葉をなくして固まった。

　この瞬間、彼の信頼と好意を失ってしまったことが分かり、胸が千切れるほど痛くなる。

「すっかり忘れてたけど、そろそろ日付が変わるもんな」

　皮肉な口調で言ってシャツを羽織ると、彼は、傍らのスマホを取り上げた。

　そのままタクシー会社に電話して、配車の手配をしてくれる。

　彼が通話を切ると同時に、時計の針が十二時になった。

「じゃ、また次の水曜日に、芦田さん」
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　紗綾が部屋に入ると、もう柏原はローブに着替えて、ソファで本を読んでいた。

「遅かったね」

「……ご、ごめんなさい。仕事がなかなか切れなくて」

　都内のホテル。紗綾は買ってきたテイクアウトの紙袋を差し出した。

「これ、月曜に開店した会社近くのチャイニーズレストラン。美味しいって評判なんだけど、食べる？」

「いい。待ってるから先に食べなよ」

　そっけなく言われ、紗綾は唇に笑みをはり付けたままで、紙袋をテーブルに置いた。

「帰ってから食べる。──シャワー、浴びてくるね」

　季節は、夏の盛りを迎えようとしていた。

　柏原との水曜日の逢瀬は、もう六回目になる。

　彼の部屋で初めて結ばれて以来、二人の待ち合わせ場所は都内の外れにあるシティホテルになった。会社から地下鉄を二本乗り換えた町にある、密会にはぴったりの場所だ。

　決めたのは柏原で、紗綾に断る選択肢はなかった。

　各自食事を取って、八時に部屋で落ち合い、日付が変わるぎりぎりまでセックスする。帰りは柏原が手配したタクシーで、それぞれの帰途につく。その間、会話は殆ど交わさない。

　そんな二人の関係に、もし名前をつけるとすればひとつしかない。

　セックスフレンドだ。

　せめて一緒にご飯を食べれば、少しは会話ができるかもしれないと思ってディナーをテイクアウトしたのだが、柏原にその気は全くないようだった。

　これを当然の報いだと思う反面で、あの日以来、心を閉ざしたかのように冷淡になった彼が、一体何に対して怒っているのか、紗綾にはいまひとつ分からないままだった。

　彼にとって一番許せない相手は中島のはずなのだが、柏原と中島に関する悪い噂は流れてこない。傍目から見れば中島は相変わらずだし、柏原は淡々と業務をこなしている。

　今、こうして紗綾と二人でホテルにいるのは、中島に対する仕返しだろうか？

　でも、紗綾と関係を持つことは、真凜に対する裏切りでもある。しかも、この逢瀬が発覚すれば、彼は約束された将来をなくしてしまうかもしれないのだ……。

　浴室に入ると、柏原が用意してくれたのか、浴槽にはすでに湯が張ってあった。

　その湯に手をつけながら、紗綾はふと今朝のエレベーターで、彼に手を握られたことを思い出していた。

　殆ど会話をすることもなくなった柏原だが、身体でつながる時はいつも優しい。

　言葉はなくても、態度の端々にそこはかとない愛情と優しさを感じずにはいられない。

　今朝も、彼の手は優しかった。温かく紗綾の手を包み込み、指で手の甲を愛撫するように辿ってくれた。そう、あれは間違いなく、性戯を意識した指遣いだった。

　今、紗綾に彼のことがひとつ分かるとすれば、週に一度の紗綾とのセックスに溺れているということだけだ。性欲を満たすためなら、男はいくらでも優しくなれる。

　ただ、いくら自分にそう言い聞かせても、それを純粋な愛情だと、どこかで信じている自分もいる。……

　──ほんと馬鹿だな、私って……。

　紗綾はため息をつき、湯を指でかき混ぜた。

　頭では断るべきだと分かっているのに、刹那の優しさが欲しくて、水曜日の呼び出しに応じてしまう。

　中島は正社員になれると言ったが、もしこの関係が発覚すれば、真凜が紗綾を許すはずがない。正社員どころか、会社にだっていられなくなるだろう。

　なのに、彼と会うことがやめられない。

　ずっと他人事だと思っていたが、不倫する人の気持ちはこんなものなのだろうか。──

　立ち上がってシャワーのノズルを捻った時、背後で扉が開く音がした。驚いて振り返った途端、入ってきた柏原に抱きすくめられている。

「……っ、待って、まだ」

　降り注ぐ湯が、もつれ合う紗綾と彼を温かく濡らした。彼は裸で、もがく紗綾を壁と自分の間に閉じ込める。

　唇が合わさり、歯の間から滑り込んできた舌が、紗綾の柔らかく濡れた舌を甘く吸った。

　紗綾はくぐもった声でうめき、羞恥で身体をしならせる。今朝指を絡ませた時から待っていたことが分かるような、激しい、情熱的な口づけだった。

「……っ、お願い、ちゃんと身体を洗わせて」

　やがて唇が離れ、息も絶え絶えになった紗綾が懇願すると、彼はものも言わずに、自分の腕の中で紗綾を後ろ向きにさせた。

　眼前にいきなり鏡が現れ、驚きで身がすくむ。

　真っ白な裸身をさらす紗綾の背後には、男らしく引き締まった柏原の身体がある。

　湯を弾く蜂蜜色の逞しい肩、筋骨の秀でたふくらはぎ。濡れた髪から覗く双眸は欲情に陰り、普段の涼しげな彼とは別人のようだ。

　彼は、手に取ったハンドソープを手のひらにプッシュすると、白い泡を紗綾の肩や腰にこすりつけた。

　羞恥にすくむ肩をヌルヌルと撫でられ、その手が腹から胸に這い上がる。恥ずかしさに睫を伏せた紗綾は、ようやくこれが今夜の趣向なのだと理解した。

　セックスをするためだけに会うようになってから、紗綾は彼の言いなりだった。

　彼は様々な体位で紗綾を辱め、同時に深すぎる快感を与えてくれた。

　その愛憎入り交じったセックスが、怒りからくるものなのか、それとも彼の性癖なのかは分からない。ただ、今は──紗綾自身が、そうやって淫らに愛されることを心のどこかで望んでいる。

　四つん這いになって背後から貫かれるセックスも、彼の上で自ら腰を振るセックスも、最初は恥ずかしくて死んでしまいたいと思うほどだった。

　でも気づけば、羞恥の底から湧き上がる快感が、理性や恥じらい──寂しささえも跡形もなく押し流してしまっている。

　今も、もじつく内腿の間は、彼に愛される予感で早くも疼き始めていた。

　次第に吐息を熱くしていく紗綾の胸を、彼は両手で包んでヌルヌルと撫で回す。零れた乳首を指で挟んで擦り立て、うなじや肩に熱っぽく口づける。

「……ん……ぁ……ぅ」

　一週間ぶりの快感に、紗綾は唇を噛み締めて、零れそうな声を堪えた。

　細い、糸のようにあえかな官能の火が乳首から全身にチリチリと広がっていく。

　白桃のようにみずみずしい丸みが彼の手で自在に形を変えさせられて、いやらしい指遣いで捻られる乳首が、みるみる硬くしこってくる。

「……ぁ……ゃ……っ……ンぅ」

「エッロ」

　どこか蔑むように囁いた彼の唇は熱く、掠れた声には強い興奮が滲んでいた。

「目つむってないで、ちゃんと見なよ。今から俺たち、鏡の前でセックスするのに」

「ゃ……やだ」

　それだけは本当に許して欲しくて、紗綾は泣きそうな声で首を横に振る。

　が、彼は一向に構わず、そんな紗綾の胸をすくい上げるようにして身体ごと上向かせた。もう立っていられなくなった紗綾は、彼のいいなりにその逞しい胸に体重を預ける。

「舌出して」

　ようやく目を開いた紗綾は、屈み込んできた彼と、差し出した互いの舌を触れ合わせた。

　ヌルヌルとした熱い舌の感触に、次第に頭の芯がじぃんと甘く痺れてくる。唇の端から唾液が溢れ、彼の唾液が口の中に流れ込んでくる。

「ぁ……は」

　まるで酔った時のように目が虚ろになり、鼻から甘ったるい吐息が漏れた。

　そんな紗綾を背中から抱きすくめたまま、柏原は夢中で舌をひらめかせ、片方の手で丸い乳房をムチムチと押し揉んだ。そうしながらもう片方の手を下腹部に滑らせ、下生えを優しく撫で下ろすと、柔らかな恥肉の割れ目を二本の指でくつろげる。

「あ、……ぁぅ」

　潤みに滑り込んだ指の、あまりの気持ちよさに、紗綾はつま先に力をこめた。

　そこはもうたっぷりとした潤いに満ちて、物欲しげにひくひくと疼いている。

「紗綾の可愛いところが、エッチなピンク色になってるよ」

　囁いた彼の指が、薄桃色のひだの間をヌルヌルと行き来する。

　鏡は湯気で曇っているが、絡み合う二人の裸身を余計に淫らに映し出している。彼は鏡に向けて肉の花びらを押し開き、紗綾に見せつけるようにする。

「ゃ……やだぁ」

　紗綾は目を涙で潤ませて身悶えた。

　そんな紗綾を背後から片腕で抱いて拘束すると、彼は、花びらを隅から隅まで丁寧になぞり上げた。そして、甘ったるく疼く薄皮の鞘を、円を描くようにクニクニと押し揉む。

「ぁ……っ、くぅ……ん……っ、ぃ……」

　腰骨をとろかすような快感の火花に、足指にきゅうっと力がこもる。

　ヒクッヒクッと腰がしどけなく波打ち、大きなエクスタシーの予兆に全身がわなないて熱くなる。

　が、膨らみきった快感の萌芽があと少しで弾けそうになった時、指はするりと核心を離れた。そして再び花びらを押し開くと、蜜穴に指をくぐらせてくる。

　浅い場所をチュプチュプと弄られて、そのじれったい気持ちよさに紗綾は切なく悶え、汗ばんだ肌を薄赤く染めた。

「あ……はぁ、……ぁ」

　抽送が少しずつ早くなり、指が根元まで肉ひだの中に埋め込まれる。が、再び大きな快感の波が来ようとした時、指はあえなく花筒から抜かれ、下生えを弄って遊び始める。

　紗綾は哀願するような目を、鏡越しの柏原に向けた。

「ぁ……ぅ……」

「イキたい？」

　肌をなまめかしく上気させた紗綾を見下ろし、柏原はどこか意地悪く囁いた。

「じゃ、前みたいに上手におねだりして」

　うつむいた紗綾は、睫を何度か震わせた。先週、この部屋のベッドで強いられた言葉が、焼け付くような羞恥と共に胸に蘇る。

「……い、いかせて、ください」

　言葉にした途端、生温かなものがあわいから溢れて内腿を濡らした。

「どうやって？」

「……と、」

「と？」

「と、智己の指で、紗綾のエッチなところ……、い、いっぱい弄ってくださいっ」

　全身が震え、羞恥で耳まで熱くなる。

　彼が、本気で紗綾に怒っているのではないかと思うのはこういう時だ。

　先週は、もっと卑猥な言葉を何度も復唱させられた。それとも、彼には元々サディスティックな一面があったのだろうか。

　が、柏原は満足そうに笑うと、思いのほか優しく紗綾の耳に口づけた。

「よく言えたね。でも今夜はそれだけじゃ駄目だ。俺を先にイカかせてくれないと」

「……、え？」

「やったことない？」

「…………」

　覗き込むように見つめられ、遅れてその意味を察した紗綾は、こくりと喉を上下させた。彼の勃起した肉茎は、先ほどからずっと紗綾の太股や尻に擦りつけられている。

　おずおずと振り返って視線を下げると、それは彼の腹を叩くほど硬く反り返り、霧雨のように降ってくるシャワーの湯で濡れ光っていた。

　かぁっと胸が熱くなった。淫猥な形をした象牙色の昂りは、触れれば弾かれそうなほどに張り詰めている。

「座って」

　囁かれ、頭にそっと手を置かれる。

　その手に押されるように、紗綾はタイルに恐々と膝をついた。

　心臓がどきどきしている。以前つきあった人とは経験がない。正直いえばとても気持ちが悪くて、触る気にもなれなかったからだ。

　彼は浴槽の縁に腰をかけ、開いた足の間に紗綾を誘った。背けた顔をそっと元に戻され、正面からその部分に向き合わされる。

　──あ……。

　いきり立つ剛直と下生えの陰りが、息がかかるほどの近さにあった。

　一度間近で見てしまうと、もう瞬きもできなかった。筋を浮かせた昂りは、息をのむほどの質量があり、ボディソープの香りに混じってどこか淫らな性臭を発している。

　それは、彼とセックスしている時に部屋に立ち込める匂いに似て、何故か喉が渇いた時のようにヒリヒリした。

　気持ちが悪いどころか、目が吸い寄せられて離せない。紗綾は再度唾を飲み下し、何度か深呼吸してからそっと指を近づけた。

「……さ、触るね」

「どうぞ」

　さすがに自分の指を絡ませていく様までは正視できず、紗綾は目をつむり、手で包んだ肉棒を恐る恐る扱いてみた。

　伸び縮みする薄皮の感触と優しい温みに、少しずつ緊張が解けていく。

　おずおずと薄目を開けた紗綾は、彼の胸の中央辺りに、糸のように細い、ケロイド状の盛り上がりがあるのに気がついた。

「……なんの痕？」

「ん？　──、子供の頃の手術痕」

「……、どこか悪かったの？」

　彼は苦笑するように小さく笑った。

「大したことないしもう治ってる。続けて」

　一瞬、何かの記憶が頭を掠めたような気がしたが、彼の手で頭を押され、数秒胸をよぎった不思議な感情は消えていった。

　もう一度──気持ちを集中させて、手で彼のものをゆるゆると扱き立て、唇を先端に当ててみる。それは温かくて、唇にキスするようなふんわりと優しい感触がした。

　紗綾は少し大胆な気持ちになって、今度は舌先で、先端の窪みを舐めてみる。

「……っふ」

　悩ましげに眉をひそめた柏原が、ピクリと腿を震わせて、かすかな声と吐息を漏らした。

　そのなまめかしさに胸が締めつけられるように疼いた途端、手中の剛直がピクンと跳ね、明らかに形状を変化させる。

　彼の悦びが体感として分かり、紗綾の胸も熱くなった。

　たくましい彼の腿に手をかけて自重を支えると、淫らな頂に何度も繰り返し口づける。

　舌を出し、アイスクリームを舐めるように彼のペニスをチロチロと──やがてペロペロと大胆に舐めしゃぶる。

「っ……、紗綾……」

　切れ長の目を恍惚に潤ませた彼は、苦しげにうめいて身を屈めた。口淫を続ける紗綾の胸をすくいあげるようにして掴み、乳首を指腹ですりすりと擦る。

「あ……、ゃぁ」

「そのまま、続けて」

　掠れた声で囁かれ、涙目で頷いた紗綾は再び彼のものに舌を当てた。彼は顔を傾けて紗綾の耳を甘嚙みし、しこり立った両乳首を指で転がして、軽く弾く。

「ふっ……ぁ……ぁ」

　たちまち内腿が甘ったるく疼いてきて、紗綾はむっちりとした太腿をすりあわせた。

　散々指で焦らされた花びらと花筒は、触れればとけそうなくらい敏感になっている。

　腿を擦り合わせただけで、快感の兆しが泡沫のように膨らむのに、弾けそうで弾けないまま消えていく。

　そのじれったさに浮かされたように、紗綾は柔らかく濡れた口腔で彼のものを包み込み、チュポチュポと扱き立てた。

　口内を満たす雄の匂いにくらくらした。歯を当てまいと、精一杯開けた口を上下させると、頬が自然にすぼまっていくのも辛い。

　唇の隙間からつぅっと唾液が滴った。それが筋を浮かせた陰茎を淫らに伝い、彼の黒い下生えを濡らしていく。

「……、すごくいい、気持ちいいよ」

　うめくように囁いた彼が、紗綾の後頭部を抱き寄せて、ぐっと腰を突き入れた。

「ン……っ」

　喉まで埋め尽くす熱塊にむせそうになったが、紗綾もまた一種異様な興奮に突き動かされて、必死に唇を上下させる。

　髪やうなじ、耳を撫でてくれる彼の指の優しさに、目の奥が熱で潤み始める。切なく疼く内腿に、みるみる温かなぬるみが溢れてくる。

「あ……はぁ……ぁ」

「っ、……紗綾」

　不意にうめいた彼が、紗綾の頭を強く押さえ、内頬や喉に荒々しく剛直を擦りつけた。

「ン……くぅ」

　喉を突かれる苦しさに顔を歪めて目をつむると、次の瞬間口から彼のものが引き抜かれ、頬にピュッと生温かなものが降りかかる。

「──っ、ごめん」

　一瞬のことで何が起きたか分からなかった。

　そこまでするつもりはなかったのか、狼狽した柏原が慌てたようにタオルで頬や顎を拭ってくれる。

「苦しかった？　ごめん、ちょっと調子に乗りすぎた」

「ううん、大丈夫……」

　こういう時、冷淡になりきれない彼が、愛おしくもあり、憎くもある。

　こんな風に優しい素顔を見せてくれる時があるから、いけないと分かっていても、水曜日の呼び出しに応じてしまう。抜け出せない深みにますますはまりこんでしまうのだ。

　柏原は、そんな紗綾の唇に何度も甘く口づけてから、手を取って立たせてくれた。

　今度は自分が下僕のように膝をつくと、紗綾の太腿や下腹に丁寧に唇を落としていく。

「ン……、やだ」

　甘く疼く秘所を見られる恥ずかしさに身をよじると、温かな手で両手をそっと捉えられた。そのまま指を絡め取られ、チュッと臍のあたりに口づけられる。

　臍のくぼみを舌先で舐め回されるのを感じ、紗綾は腿をもじつかせて首を横に振った。

　立っていられないような掻痒感、それだけで内腿の間がますますヌルヌルになっていく。

「は……う」

　彼の唇がまろやかな腹部を這いながら下がり、淡くそよぐ下生えを弄ぶ。

　舌を使ってかき分けて、とろけた花びらの間に、尖らせた舌を差し入れてくる。ここにキスされるのは初めてでないが、舐められたことはない。

「はぁん……っ、んぅ」

　縦筋に沿って丁寧に舐め上げられ、あまりの気持ちよさに何度も膣が収縮した。頭を半ば虚ろにさせながら、紗綾はがくがくと膝を震わせる。

　もう人間ではない別の生きものになって、身体の全部がとろとろにとけてしまったようだった。

　彼の舌は花びらの重なりあいを何度も舐め、淫猥な音を立てて、溢れる蜜をすくいとる。ぷっくりと膨らんだ花芯を時折軽く突ついて、クリックリッとこね回す。何度かそれを繰り返された後、ちゅっと音を立てて吸い上げられる。

「あ、あんっ」

　背骨をとろかすような快感に、高くて甘い声が零れた。彼はなおも花芯に吸い付き、舌先でネロネロとなぶり立てる。

「……っ、だめ、やぁ、も、だめっ、だめぇ」

　強すぎる快感に頭が虚ろになっていく。

　紗綾はあられもない声を上げ、腰をはしたなく波打たせた。堪えても堪えても、女肉全体がヒクヒクと震え、とめどなく甘い蜜を滴らせる。

「ぁ……ん……っ、やっ、いく、いくいく、だめぇっ、いっちゃう」

　大きな波に身体ごとさらわれたような感覚になった瞬間、内腿の間からピュッピュッと何かが迸った。

　それは口淫を続けていた彼の顔をしとどに濡らし、さらさらと紗綾の太腿を流れていく。

　匂いで尿でないことは分かったが、くずおれた紗綾は恥ずかしさで声も出ない。

　柏原とこうなるまで、男性経験は数えるほどしかなかったし、むしろセックスは苦手だったのに、なんでこんなことになってしまったんだろう──。

「……もしかして、お返しのつもり？」

　顔を手で拭った柏原は暗い目で笑うと、動けない紗綾を抱えるようにして浴室を出た。




「ン……、はぁ、あうっ」

　ベッドに下ろされると、すぐに彼の熱いものが紗綾の中に入ってきた。

　唇で散々愛された粘膜は、硬い肉棒で擦られただけで、官能の焔に炙られたように燃え上がる。

　それを押し開かれていく快感のあまりの深さに、もう声もなく、ただ気が遠くなっていく。

　灼熱の肉茎は、紗綾の花筒を深々と貫き、ゆったりと引いた後、再びドチュンと突き入れられる。引いては返す波のような繰り返しは、次第に速さと勢いを増して、ガツガツと奥を穿ち始める。

　容赦のない抽送に、紗綾は目を虚ろに開け、喘ぎながら揺さぶられるだけになっていた。

「……紗綾、紗綾さん」

　うわごとのように繰り返す彼の目は獣欲で濡れ、薄く開いた唇からはなまめかしい舌がのぞいている。

　見ているだけでたまらないほど胸が熱くなり、紗綾は彼の名を呼ぼうとしたが、声はあえかな喘ぎとして唇から零れただけだった。

　どうしてこの人は、私を時々紗綾さんと呼ぶんだろうと思ったが、その疑問も、ため息のように消えていく。

　彼の荒々しくて熱い吐息が、額にかかる。滴る汗が紗綾の肌を濡らし、時折もつれ合う舌から、甘い唾液が流れ込んでくる。

　熱く濡れた二人の身体は渾然一体となって、ベッドを軋ませ、照明を落とした部屋に濡れた打擲音を響かせている。ひたすら快感を求める肉体が、ただ本能のままに絡み合っている。

「あ……、ぁっ、あはぁ」

　脳髄を焼き貫くような快感に、紗綾は背を弓なりにして身悶えた。

　その刹那、柏原が端正な眉を歪ませる。

「……っ、く、ぅ」

　うめいた彼が、紗綾の奥で剛直を震わせた。避妊具を着けているのは分かっているが、その迸りが体内で弾けたような感覚になる。

　ほとんどぐったりした紗綾から、まだ昂りの余韻を残した陰茎を引き抜くと、彼は手早く避妊具を取り替えた。

　白い肉塊のように横たわる紗綾の身体が、背後から抱き起こされる。そして開かされた脚の間に、再び硬度を取り戻した雄肉が入ってくる。

　それは紗綾の濡れ光る蜜壺をすんなりと押し開き、奥深くまで穿ってきた。

「……ン、んぅ」

　背後から揺さぶられながら、紗綾は苦痛と喜悦の涙を流した。

　二人のセックスは最後はいつもこうなって、言葉もなく、ただただ彼の気が済むまで終わることがない。

　果てた身体から、最後の一滴まで絞り取るように、新たな快感を引きずり出されていく。

　次第にエクスタシーの高みから下りられなくなって、頭がおかしくなりそうなほど、身体全部が感じてしまう。反り返った腰がいつまでも痙攣を繰り返し、涙と涎で顔中ぐしゃぐしゃになったまま、いつしか気を失ってしまうのだ。

　真横から貫かれた身体が、気づけば彼の上に乗せられて、天井を見上げるような格好で背後から挿入されている。

　しどけなく開かされた脚の間を、ヌプッ、ヌプッと、彼の昂りが出入りしている。紗綾を乗せたまま身体を揺すり立てるのだから、当然動きはそこまで激しくない。

　が、むしろそんな緩やかな抽送からくる悶え抜くほどもどかしい快感が、紗綾をますます辛くさせる。どこまでいっても終わりのない甘い拷問に、気が違ってしまいそうになる。

「ぁ……はっ、ぁ……あ、ぅ……」

　必死に腰に力を入れても、到達点には辿り着けない。あと少しで花開くはずの快感の芽は、いつまでも開花することなく発芽し続けている。

　紗綾の額は汗まみれになり、全身が官能の薔薇色に染まった。

「っ……、ああっ……ぁ、お願いっ、ああっ、もう、許して」

「何を？」

　意地悪く腰を揺すり立てながら、彼はいじらしく震える二つの乳首を指で摘まんで擦り立てた。

「ひっ、あぁっ……、ぁ……、──っ」

「紗綾は、俺が何に怒っているか、分かってる？」

　──何に……？

　涙で潤む目を背後に向けようとした時、彼の手が下腹を滑り、今度は剥き出しになった深紅の芽をクリクリと捏ねた。

　全身が痺れ、たまりにたまった快感が一気に放出されるような感覚に、紗綾は声もなくガクガクと腰を震わせる。そんな紗綾の硬くなった陰芯を彼はなおも嬲り続ける。

「んんんっ、やぁ、っ、だめっ、だめぇっ、──」

　頭の中で白い光が弾け、理性の全部を焼き切った。身体が甘くとろけて崩れ、なおも尽きない快感の余韻が、腰を生き物のようになまめかしく震わせる。

　彼の唇を自分の唇に感じながら、紗綾はいつしか気を失っていた。





　◇






　まんじりともせずに、眠る人の髪を撫でていた柏原は、時計のアラーム音で我に返った。

　午前零時。紗綾が頑なに守っている恋人交換ゲームの終了時間だ。

　物憂い気持ちで彼女の前髪を指でかき分け、そっと名前を呼んでみる。「紗綾」ではなく、昔彼女を呼んでいた時と同じ呼び方で。

　よほど深く眠っているのか、紗綾は唇を少し動かしただけで、目を覚ます気配もない。

　しばらくその寝顔を見つめていた柏原は、テーブルに置いたままのスマホに目をやった。

　ずっと無視していたが、部屋に入ってから今までの間に何度か着信があったはずだ。

　ベッドから降りて取り上げて見ると、案の定相手は真凜だった。

　が、その合間に、長らく顔を合わせていない父親からの着信も入っている。

「…………」

　おそらく真凜から、何かしらの連絡が実家にいったのだろう。憂鬱な気持ちでスマホを放り出そうとした時、一件の留守番電話に目が留まった。

　この連絡をずっと待っていた柏原は、急いで留守電の再生ボタンを押してみる。

『智己？　こないだ頼まれた件だけど、ようやく居場所が分かったんでひとまず知らせとく。東京住みらしいんで、都合つけばいつでも会えると思うけど、いつがいい？』

　音声の切れたスマホを元通りテーブルに置くと、柏原は身じろぎもせずに、しばらくそのままの姿勢で沈思していた。

　視界の端に、鞄の後ろに隠した紙袋が映っている。

　会社近くのチャイニーズレストラン。紗綾が買った物ではない。柏原が、紗綾と食べようと思って用意していたものだ。

　今日こそ、二人で話がしたいと思った。これまでの振る舞いを謝りたかったし、本当のことも言いたかった。

　でも、彼女の顔を見ると、それがどうしてもできなくなる。

　同じところで堂々巡りをする思考の中に、前に立ち聞いた中島の言葉が蘇る。

（とにかくさ、うまいこと柏原を誘惑して、それっぽい写真を撮ってくれよ。そしたら、真凜が親父さんに頼んで、正社員にしてくれるってんだから、悪い話じゃないだろ？）

（それと今夜の接待、係長にお前を呼べって言われてんだ。俺の顔立ててくれよ、な）

　驚きはさほどなかった。

　中島が真凜目当てに声を掛けてきたことくらい最初から承知していたし、その中島の口から語られた真凜の思惑も、薄々予想がついていたからだ。

　引き換えに正社員にすると言う荒唐無稽な話にはさすがに驚いたが、紗綾がそんな馬鹿げた話に乗るはずがない。

　むしろその夜の内に、中島に聞かされたことを自分に打ち明けてくれるものだと思っていたのだ。

　その時柏原も、彼女に隠していたことを打ち明けるつもりだった。

　なのにあの日、彼女が選んだのは柏原ではなく、中島に頼まれた接待飲みだった。

　馬鹿じゃないかと思った。綺麗にメイクをして会社を出る後ろ姿を見ながら、初めて彼女に怒りを覚えた。

　接待相手は、部長のセクハラが問題になっている企業で、営業部全体で女性を同伴させないと決めていたはずだ。もし紗綾を同伴させたことが問題になれば、中島はあっさり自身の保身に走るだろう。

　その言い訳に紗綾が同調する姿が容易に想像できて、腹立たしさを超えて怒りすら湧いてくる。四月に転任した最初から不思議に思っていた。一体彼女は、どうしてああも中島の言いなりなのだろうか。──

　あの夜、接待飲みが行われる店に赴いたのは、そんな彼女が心配だったからだ。

　でも、一人カウンターで飲みながら、ストーカーじみた自分の行動が心底情けなくなった。だから一度は、顔を合わすことなく帰ろうとした。

　なのに、その帰途に偶然彼女と接待相手を見かけ、つい後を追ってしまったのだ。

　あの時、思いとどまってさえいれば。いや、その後自分の部屋に連れて行った時、もう少し冷静に、彼女の気持ちを見定められていたら……。

　最低の行為をしているという自覚はある。

　ずっと中島のことをひどい男だと思っていたが、その中島よりまともだと思っていた自分の方がそれ以下だった。

　彼女の罪悪感──それを愛情だと勘違いした自分が愚かだったのだが──その罪悪感を利用して、本当にひどい真似をした。

　一体、真面目に生きてきた自分のどこに、あんな嗜虐的な面があったのかと驚くばかりだが、いったん心の暗い部分に火がつくと、もうそれを止めることができなくなる。

　唇を引き結んだ柏原は、自分の胸に残る縫合痕に、そっと指で触れてみた。

（ねぇ、似顔絵描いてあげようか）

（智己君の将来、きっとキラキラに輝いてるよ。これは、そのキラキラな顔だから）

「ごめん……」

　柏原はベッドの脇に膝をつき、投げ出された紗綾の手を取って、目を閉じた。

「俺、ずっと好きだったんだ」





　◇






〈神保町のＳビル二階。レストラン華はなに午後七時〉

　翌週の水曜日、昼前に送られてきた柏原のメッセージはそれだけだった。

　六時半に退社した紗綾は、かすかな期待と動揺がないまぜになった気持ちで、彼に指定された場所に向かった。

　先週の水曜日、うっかり寝過ごした紗綾が目覚めた時には、もう柏原の姿はどこにもなかった。ただテーブルの上にタクシー代と書かれた封筒が置かれており、ホテルの支払いも済まされていた。

　出勤後、タクシー代のおつりを渡そうと営業課で柏原を探したが、彼はその日から週明けまで、中国に出張とのことだった。それからずっと姿が見えなかったから、先週の水曜日以来、まだ一度も顔を合わせていない。

　──……多分、謝られるんだろうな。

　地下鉄で目的地に向かいながら、紗綾はぼんやりとした寂しさを噛みしめていた。

　二人の関係が間違っていて、彼がそこに溺れながらも、このままでいいのかと煩悶していることは、言われなくても分かっている。

　紗綾も、ずっと同じ気持ちだったからだ。

　今夜こそきちんと話して、この歪な関係を終わらせなければならない。

　毎回そう思いながら、いつもセックスに流されてしまっていたのだが、いよいよ彼が、その悪い流れを断ち切ろうと覚悟を決めてくれたのだろう。

　──お互い独身だけど、不倫と一緒だよね。やってることは。

　仮に柏原が真凜に恋愛感情を持っていないとしても、様々なしがらみから別れられないことは分かっている。

　その上で、紗綾と密会を続けているなら、中島以下の最低男だ。

　もちろん、それを全部承知の上で、彼との関係を続けている紗綾自身も。

　目の端に滲んだ涙を、紗綾はそっと指で払った。

　こんなことなら、中島の偽装彼女なんか引き受けるんじゃなかった。ダブルデートなんかするんじゃなかった。恋人交換みたいな馬鹿げた提案に乗るんじゃなかった。

　柏原のことなんか好きになるんじゃなかった。彼ともう会えないことを想像しただけで、こんなに辛い気持ちになるのなら──。

　地下鉄の駅を出て少し歩くと、目的の店はすぐに見つかった。

　四階建ての商業ビルにそのレストランは入っており、和風の、落ち着いた雰囲気の店内は、テーブル席の半分がカップルや女性客で埋まっていた。

「あの……柏原で予約しているんですけど」

　すぐに応対に出てきた着物姿の女性店員にそう告げると、「それでしたらカウンターの方に」と笑顔で返される。

　紗綾がその方に顔を向けると、黒っぽいスーツ姿の男が一人、背を向けてカウンター席に座っていた。

　一瞬柏原だと思って足を踏み出しかけたが、すぐに別人だと気がついた。

　雰囲気はどこか似ているが、身体のフォルムが別人だ。柏原はもっとスマートだし、あんなに襟足が長くない。

　けれど、背後の紗綾に気づいたように振り返った男の顔を見たとき、そこに柏原と似て非なる面影があるのに気づき、紗綾は思わず息をのんだ。

　いや、この人が柏原に似ているのではない。柏原がこの人に似ているのだ──。

　顔を強張らせたまま立ちすくむ紗綾に、男は懐かしそうな笑顔を向けた。

「芦田？　綺麗になったなぁ。俺、坂下。高校の時一緒だったの、覚えてない？」
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「柏原？　今日は風邪で休みだよ」

　翌日──意を決して足を踏み入れた営業課で、柏原の同僚はパソコンから目を離さずに答えてくれた。

　午後の営業課は、社員の大半が外回りに出ているせいで閑散としている。一方で柏原がいる海外事業係は、室内仕事が多いため在席率が高い。

　しかし目的の席は綺麗に片付けられていて、パソコンの電源も切れていた。

「一昨日に出張から戻ったけど、おかしな咳をしてたからね。その日に早退したきり、ずっと休み。──で、何の用？」

「あ、いえ。領収のことでちょっと確認したくて」

　紗綾は適当な言い訳をすると、急いできびすを返した。

　あれから一晩たったのに、まだ昨夜の思わぬ出来事で頭が埋め尽くされている。

　柏原が指定した店で、紗綾を待っていたのは高校時代の初恋の人だった。

　坂下徹とおる。今、都内の出版社に勤めているという彼は、高校の頃より幾分肉がついて、柔らかな風貌になっていた。

（俺、大学が東京だろ？　そのままこっちで就職して、ずっと地元に帰ってなくてさ）

　およそ十年ぶりに再会した坂下は、紗綾の思い出の中の顔とは、まるで違って見えた。

　加齢のせいで顔全体が柔和になったのかもしれないが、仮に偶然再会しても、多分、分からなかったに違いない。

　というより、何故彼がこの店にいて、何故紗綾を待っていたのか。

　この店を指定したのは柏原だ。つまり彼が、二人を引き会わせたことになる。

　ということは、最初の見込みどおり、柏原と坂下の間にはつながりがあったのだろうか。

　動揺し、口を開くこともできない紗綾を前に、坂下はすぐに我に返ったように居住まいを正すと、頭を下げて謝罪した。

（ごめん、俺、ずっと芦田に謝りたかったんだ）

「いい加減にしろ！　そんな言い訳が通るとでも思ってんのか！」

　その時、フロア全体に響き渡るような声がして、昨夜のことに思いを馳せていた紗綾は、びっくりして顔を上げた。

　見れば、犬田係長が、顔を真っ赤にして怒っている。

　仁王立ちになっている犬田の前で、どこか不平そうに立っているのは中島だ。

　何か言い訳しているようだが、その言葉までは聞き取れない。再び犬田の怒声が響いた。

「Ｋ社から何度も苦情がきてたそうじゃないか。なんでそれ、俺に報告しなかった」

　その時、紗綾と同じく、この騒ぎに足を止めた営業担当らの声がした。

「なんでもＫ社から、来期の契約打ち切りの通告があったらしいよ」

「ええっ、Ｋ社っていったら昔からの取引先じゃん。一体何があったの」

　紗綾もそれには息をのんだ。

　Ｋ社は老舗の冷凍食品製造メーカーで、担当は中島だ。

　ただ、再々クレーム電話がかかっていたのは本当の話である。その対応が何度か紗綾に回されてきたことがあるからだ。

　納品日の誤りだったり数量のミスだったりと、ひとつひとつは細かなものだが、「あの中島って人、うちを完全に舐めてますよ」と、Ｋ社の担当に怒ったように言われたのをよく覚えている。

「それはアシスタントの失念です。報告書の作成は、彼女にお願いしていたんで」

　その時、中島のそんな言い訳が聞こえて、立ち去ろうとした紗綾は驚いて振り返った。

　まさかそれ、私のことを言っているのだろうか。

「調べてもらえれば分かりますけど、Ｋ社の発注書を作成したのもアシスタントです。彼女のミスに気づけなかったのは、確かに僕のミスですけど」

　さすがに驚きで声も出なかった。

　確かに発注書は、中島に頼まれて紗綾が全部処理している。

　が、納品日時や数量を間違えていたのは中島だ。彼の顔を立てて、何度かＫ社に自分のミスだと謝罪したことはあったが……。

「とにかく、猿山課長が戻ってきたら、僕からことの経緯を説明させてください」

　立ちすくむ紗綾に、ちらっと中島が視線を送った。それは、話を合わせろよ、とでも言っているかのようだった。




　営業課の騒ぎは、その日の内には社内中の噂になった。

「中島さん、可哀想」

「なんでも、アシスタントの芦田さんがやらかしたミスを、彼が庇ったらしいよ」

　そんな噂を九階で耳にした紗綾は、うんざりしながら自席に戻った。

　中島のことだから、そんな言い逃れをするような気はしていた。

　会社にしても、若くて有能な営業マンの責任を追及するより、替えの利くアシスタントに責任を被せた方がいいに決まっている。

　ただ、今の紗綾にとって、それらの出来事はさほど重大ではなかった。

　頭の中は、まだ昨夜の出来事と──そして風邪を引いたという柏原のことで埋め尽くされている。

　あれから何度か柏原に電話してみたが、折り返しは一度もない。

　何故電話に出てくれないのだろう。もしかして出られないくらい弱ってる？　元々身体が弱いと言っていたし……。

「すみません。ちょっと用事があって、早退してもいいですか」

　三時を過ぎた時、ついに居ても立ってもいられなくなって、紗綾は庶務課長に申し出た。

　そして、飛ぶような速さで会社を出て、柏原のマンションに向かう地下鉄に乗った。

　立ったまま、暗い車窓を見つめる紗綾の頭に、昨日再会した人との会話が蘇る。

　そのことについても、柏原に聞かなくてはならないことは沢山あった。

（──先週、大学時代の友人からいきなり電話があったんだ。聞いたら、俺に会いたいって人がいて、その人、色んなツテを使って俺のことを探してくれてたみたいでさ）

（で、先週の金曜日にその人が俺の会社まで会いに来た。高校時代に芦田と何があったのかって聞かれたよ。本人は否定してたけど、あの人、芦田の彼氏なんだろ？）

　紗綾は声も出なかった。柏原だ。彼が坂下を探し出し、そして会いに行ったのだ。

　でも、そもそも柏原に、坂下の話などしただろうか。

　紗綾が打ち明けたのは、高校の頃に薬の副作用で顔が腫れていたことと、その過去をさらすだなんだと、中島に暗に脅迫されていること──そのふたつだけだ。

　いや、確かに一度、うっかり口走ってしまったことがある。

　大江戸天然温泉で、紗綾は彼に聞いたのだ。「坂下君の親戚か何か？」と、そして「じゃあ、中島から聞いたんだ」「どうせ卒アルとか、見せられたんじゃないの？」と──。

　混乱する紗綾の前に、坂下が差し出したのは、高校の卒業アルバムだった。

（実家から送ってもらった。柏原さんに芦田の話をしてる内に、そろそろ俺も、ずっと逃げてた過去に向き合わなきゃなと思うようになって）

　動揺で顔が強張った。

　アルバムは、卒業後に実家に送られてきたが、中は一度も見ていない。

　紗綾が何も言えないでいると、坂下は、少しためらってから口を開いた。

（芦田さ、あの日、廊下で俺らの話を聞いてたんだろ？　後から友達にそれ聞いて、俺、謝ろうと思ってご自宅まで行ったんだ。──そしたら、お母さんが出てこられて、体調が悪くなったからしばらく入院することになったって言われて……）

　知っている。しかも入院というのは、紗綾が母につかせた嘘だった。

　紗綾はその日以来部屋に引きこもるようになり、卒業式にも行っていない。第一志望の大学の受験にも行けず、結局、滑り止めの短大に通うことになった。

　黙り込む紗綾に、柏原さんにも話したけど──という前置きをして、坂下は話し始めた。

（……実は、芦田が俺に似顔絵を渡してくれた時、友達何人かが、俺たちのことを見てたんだ。それで……当時のリーダー格だった奴に絵を盗られて、俺と芦田がつき合ってるみたいな話をされて……）

（……本当に情けないけど、その時の俺はなんていうか……からかわれる側に回りたくなかったんだ。それで変にいきがって、周りに同調して、……本当に情けないよ）

　そう言って、坂下は苦しげに顔を歪めた。

　黙って彼の告白を聞いていた紗綾の胸に、少しずつ、ずっと目を閉じて見ようとしてこなかったことが溢れてくる。

　一軍と呼ばれてもてはやされていながら、どこか無理をしていた風だった坂下。

　美術部で絵を描きながらアニメの話で盛り上がった時、こういう話、誰ともできないんだよなと言って、ぼやいていたこと……。

　あの頃の坂下は、今の紗綾なのかもしれない。

　そんな風に思うと彼の行動も後悔も全て腑に落ちて、謝罪を頑なに拒んだ自分が、むしろ悪者のように思えてくる。

　その後は、二人でぽつりぽつりと今の会社の話をした。彼の仕事が漫画雑誌の編集者で、売れない女性漫画家とつき合っているという話は、少しだけ紗綾の気持ちを温かくさせた。今は坂下も、自分のいるべき場所を見つけたのかもしれない。

　別れ際、紗綾もそうだが、坂下もようやく晴れ晴れとした笑顔になって、手元の卒業アルバムのページをめくった。

（本当のこと言うと、俺、この年まで卒アルが見られなかったんだ。でも、改めて見て分かったよ。この似顔絵──）
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　マンションのエントランスで部屋番号を入力すると、ややあって、掠れた声がスピーカーから聞こえてきた。

『……母さん？』

　柏原の声だった。明らかに嗄れて、コンコンと咳き込むような音が混じっている。

「わ、私、芦田です」

　紗綾は急いでスピーカーに顔を近づけた。

「ごめん、風邪だって聞いて……。電話したんだけど出なかったから心配になって」

　スピーカーは沈黙している。紗綾は馬鹿な真似をしたことを後悔しながら、スピーカーに向かって話し続けた。

「昨日はありがとう。……そのことで話がしたかったんだけど、そっちの都合も考えずに、押しかけちゃってごめんなさい。……体調、大丈夫？」

『待って、開けるよ』

　そんな声と共に、カチッと音がしてゲートが開いた。

　迷ったが、それきり音声も切れたので、彼の部屋がある階までエレベーターで昇ってみた。せめて玄関越しに話ができればと思ったのだが、通路に出ると、柏原が扉を開けて外に出てこようとしている。

　紗綾は急いで彼の傍に駆け寄った。

　白いシャツに黒のハーフパンツ姿の彼は、髪を寝癖で散らし、黒縁の眼鏡をかけている。

　駆け寄る間にも苦しげに咳き込んだ彼は、扉に寄りかかるようにして自分を支えていた。

「ごめん……やっぱ、中に入らない方がいい。風邪、うつったらまずいだろ」

　近づく紗綾を手で制した彼は、熱のせいか顔を紅潮させ、額には薄く汗をかいていた。足元も少しふらついており、紗綾は最悪のタイミングで来てしまったことを知った。

「へ、平気だよ、そんなことより中に入って休まないと」

　急いで腕を取って促すと、肌は火のように熱かった。

　なのにＴシャツは汗で濡れて、背中がじっとりと冷たくなっている。着替えさせなきゃ──とすぐに思った。それから水分も取らせなきゃ。

　彼の背中を押して室内に入ると、中は、柏原の部屋とは思えないほど散らかっていた。

　リビングには中味の溢れたスーツケースが置きっぱなしになっており、シンクにもテーブルにも、弁当の空箱やビールの空き缶が並んでいる。

　なんでビール？　とびっくりした。これじゃ薬なんて飲んでいるはずがない。

「いつから、こんななの？」

「火曜の朝……飛行機で戻ってすぐに出社したけど報告書だけ出して早退した。……ごめん、片付ける気力がなくて」

「とにかく寝て。症状は咳と熱だけ？」

「頭痛……向こうで会った人が思いっきり咳き込んでたから、うつったんだと思う」

　虚ろに答える彼をベッドに寝かしつけると、紗綾はバッグの中から持ち歩いている鎮静剤を取り出した。生理用の痛み止めだが、解熱作用もあったはずだ。

　冷蔵庫を開けると、いかにも料理が得意な彼らしく、乳製品や保存食などそれなりのものが揃っていた。冷凍庫には肉や魚が綺麗にラップされて収められている。

　ひとまず水をグラスに注いで、冷蔵庫のヨーグルトを少しだけ取り分けたものと一緒に枕元に持っていった。薬を飲んでもらうためだ。

「薬飲んで休んでて。あと、着替え持ってくるけど、服はどこ？」

「リビングの右隣……」

　言われた場所にある扉を開けると、そこは三畳程度のクローゼットになっていた。棚には綺麗に畳まれたシャツが置かれ、靴下や下着も収納ケースに収められている。

　見繕った着替えを持って再び彼の元に戻ると、グラスは空になっていたが、彼はぐったりと目をつむっている。

「起きられたら着替えよ？　汗かいたままで寝ると、風邪引くよ」

「……もう引いてる」

「そうだったね」

　その突っ込みにはくすりとしたし、柏原もかすかに笑ったような気がした。

　素直にシャツを着替えた彼が、そのまま横になって目をつむる。空いたグラスを持って立ち上がろうとすると、背後から腕を掴まれた。

　燃えるような体温と、触れ合った肌の感触にドキリとする。

「なんで来たの？」

「……インターフォンで説明したと思うけど」

「言っとくけど、今日は水曜日じゃないよ」

　彼に背を向けたまま、紗綾はこくりと唾をのんだ。

「知ってる」

「俺と会う理由なんてないじゃん」

　黙っていると、手首を掴む力がふっと緩んだ。

「もう、二度と連絡なんかないと思ってた」

「なんで……？」

「だって俺、ひどいことしてるじゃん」

　泣きそうな声に胸が疼いた。

「紗綾のこと……、まるで、セフレみたいに」

　思わず振り返ると、彼は仰向けになった顔を片手で覆って目をつむっている。

　何故だかどうしようもなく切なくなって、紗綾はその胸にもたれ、そっと頬を当てた。

　柏原はしばらく身じろぎもしなかったが、やがてぎこちなく紗綾の髪を指で梳き、肩に腕を回してくれる。紗綾はごく自然に彼に寄り添い、二人はベッドの上で互いを労り合うように抱きしめ合った。

　子供みたいに熱い彼の体温が愛おしかった。心臓の鼓動が少し速い。額にかかる息も熱く、ますます胸が締め付けられるような気持ちになる。

　なんでそんなに寂しい顔をするの？

　一体私をどうしたいの？

　私たち、これからどうなるの？

　色んな疑問が胸に溢れている。

　でも、それを聞いてしまったら、もう答えを出すしかないような気がする。

　彼がたとえ、いくばくかの好意を自分に抱いていたとしても、それで将来を棒に振るなんて馬鹿げている。

　そんな真似を、年上の、しかも近々処分されるであろう私がさせてはならないのだ。

　結局、口にできたのはこの一言だった。

「……なんで、坂下君に会いに行ったの？」

「紗綾のこと、聞きたかったから」

　ポツリと呟くように彼は答えた。

「なんか訳ありっぽかったから。中島さんと紗綾だけ知ってて、俺が知らないって言うのも嫌だったし、それに……」

　何か続けたそうだったが、柏原がそのまま黙り込んだので、紗綾は少しためらってからこう聞いた。

「なんで、私と彼を会わせたの？」

「……坂下さんと会った時に、向こうから頼まれた。直接謝りたいから、紗綾と二人で会わせてもらえないかって。謝罪してもらった方が紗綾も楽になるし、俺が今までしたことの罪滅ぼしになるかもしれないって思ったけど……本当はすごく嫌だったし、昨日は不安で眠れなかった」

「……え？　なんで？」

　柏原はどこか思い詰めた目をしていたが、思い切ったように口を開いた。

「だって、その人のこと、すごく好きだったんだろ？」

　その不貞腐れた口調に思わず目を見張っていた。ついで笑いが込み上げ、すぐに目の奥が熱くなる。

「馬鹿みたい」

「知ってるよ」

「昔のことだよ」

「そんなもの？」

「高校の時、もう十年も前の話だよ」

「俺だったら、小学校の時でも忘れない」

「智己君は、私と違って頭がいいからね」

　苦笑して彼の額を軽く指で押すと、柏原は熱のせいか、潤んだ目で紗綾を見下ろした。

「仕事は？」

「有休取った。……もう休んで？　あと少しだけここにいるから」

「風邪、うつるよ」

「うつるなら、もうとっくにうつってる。……平気だよ、仕事もしばらく暇になりそうだし」

　唇をそっと合わせた時、彼の身体が反応していることに気がついた。ハーフパンツの下で、陰茎が硬く勃ち上がりかけている。

　彼の体温に煽られるように、紗綾の身体も熱くなる。彼の唇も舌もとろけそうに熱く、次第に紗綾の吐く息も熱を帯びる。

　夢中でキスする二人の身体が、掛け布団の下でもつれ合う。紗綾のスカートはいつの間にか捲れ上がり、彼の手でストッキングを脱がされるままになっている。

　片方だけ足から抜けたストッキングが、丸まったショーツと一緒に足首に絡まった。開かされた脚の間に、熱く沸る肉塊が深々とねじ込まれる。

「はぁ……ぅ」

　触られてもいない花びらは、もう潤いに満ち満ちて、彼のものを奥まですんなりと呑み込んだ。

　気持ちが虚ろになるほどの気持ちよさに、紗綾は白い歯をこぼしてうめき、腰を小刻みに震わせた。灼熱の剛棒に貫かれた身体は、みるみる内側から熱を帯び、髪の生え際にまで、快感と汗が滲んでくる。

　ハッ、ハッと獣のような息を吐きながら、彼が腰を打ち付けてくる。紗綾の胸は、切ないほど甘く締め付けられて、閉じた睫の端から一筋の涙が頬を伝った。

　指を絡ませ、愛おしさを伝え合うように互いの唇を啄み合う。

　やがて彼の律動が荒々しくなり、奥を穿つ肉茎の昂りと熱さが、紗綾の何もかもを奪っていく。彼が低くうめいて灼熱を解き放った時、紗綾もまた、声もないままに腰を弓なりにして到達していた。

　短い、けれど火のように激しい、まるで美しい花火のようなセックスだった。

　紗綾の腿に出した迸りをティッシュで丁寧に拭うと、柏原は力尽きたようにうつ伏せに倒れ込んだ。

「……ごめん、限界」

「無理しないで。シャワー借りてもいい？」

　衣服を整えた紗綾が、キッチンで用意した濡れタオルを持って戻ると、彼はもう深い眠りに沈んでいた。

　紗綾は枕元に膝をつき、額と首筋の汗をタオルでそっと拭ってやる。

「……帰らないで」

　彼の睫がかすかに動き、唇が不意に呟いた。

　起こしてしまった申し訳なさから、紗綾は彼の髪を撫で、「帰らないよ」とそっと囁く。

「本当に？　俺が目を覚ますまでいてくれる？」

　その子供っぽい言い方に苦笑を漏らした時、ふっと頭の片隅に何かがよぎった。

　確か──昨日、坂下と最後に話した時にも同じような感覚になった。

　何か大切なことを忘れているような、そんな感覚──。

　けれどそれは、思い出そうとすればするほど思考からすり抜け、取り留めもない、漠然とした記憶の残滓に変わっていく。

　考えるのを諦めた紗綾は、柏原が眠りに落ちたのを確認してから、足音を忍ばせてリビングに戻った。

　シャワーを借りようと思ったが、その前に部屋を片付けるのが先だと思い直す。

　あの調子だと、しばらくは目を覚まさないだろう。目覚めた時、こんなに部屋が散らかっていたら可哀想だ。

　空き缶や弁当殻を洗って捨て、シンクをピカピカに掃除した後、炊飯器にといだ米と水を入れ、お粥ができるモードに設定した。

　ついでに、冷蔵庫にあった生姜とレモンを使って、たっぷりの生姜湯を作った。料理はそれほど得意ではないが、身体が弱っている時のものの作り方はよく覚えている。紗綾自身、高校の頃まではしょっちゅう風邪を引いていたからだ。

　使い勝手のいいシステムキッチンは何をするにも快適で、馬鹿みたいだけど、ほんのりと幸福な妄想が膨らんだ。彼の奥さんになって、この家の主婦としてキッチンに立つ未来。

　すぐに苦笑して現実に向き直った紗綾は、ようやく身体を洗っていなかったことを思い出し、シャワーを借りようと脱衣所に向かった。

　脱衣所の対面に、もうひとつ部屋があることに気がついたのはその時だ。扉が薄く開き、中の電気が廊下を淡く照らしている。

　のぞいてみると、そこは六畳程度の部屋で、デスクトップパソコンや本棚などが置かれていた。本棚の半分を埋めているのは、大衆浴場で見た漫画の単行本だ。

「わぁ、本当に全巻あるんだ」

　思わず声を上げた紗綾は、吸い寄せられるように中に足を踏み入れていた。

　青の色調で統一された室内は、いかにも柏原らしく、全てが整然と片付けられていた。

　本棚には、漫画以外にも専門書の類が沢山ある。門菱商事に関する書籍、会社法や商法、労働法などの法律書。それから、内部監査に関わる専門書──

（まさかお前、本社の回し者じゃないだろうな）

　一瞬、頭をよぎった疑いを、紗綾は慌てて追いやった。あれは会社の都市伝説だし、さすがに考えすぎだろう。

　気を取り直してふと壁を見上げた紗綾は、眉を寄せて表情を止めた。

　──え……？

　一瞬、自分が悪夢の中に取り残されたのかと思った。いや、もう悪夢ではないが、それでもこの状況は、悪夢としか思えなかった。

　高校三年生のあの日、坂下にあげたはずの絵が、額縁の中から紗綾を見下ろしている。

　面長の輪郭に切れ長の目、スッと伸びた鼻と、淡く微笑む薄い唇。

　そんなはずはない。絵の現物は、結局友達に捨てられたと坂下が言っていたはずだ。

　一瞬激しくなった動悸は、しかしすぐに治まった。ぱっと見同じに見えた絵だが、よく見れば全くの別物だと分かったからだ。

　坂下を描いたものは水彩画だが、この絵は色鉛筆で色をつけている。でも……。

「……私の、絵？」

（ひどいね。昔は、似顔絵まで描いてくれたのに）

　頭の中に、ダブルデートをした日の柏原の言葉が蘇る。

「…………」

　もう、絵は何年も描いていない。正直なところ、描いていたことさえ忘れていたくらいだ。最後に水彩絵の具で描いたのが坂下の似顔絵で、昨日何年ぶりかに、卒業アルバムに映ったそれを見た。

　その時も、他人の描いた絵を見ているような違和感を覚え、徐々に自分がかつて描いたものだという実感が湧いてきた。

　今も、それと同じ感覚になっている。

　紗綾はおそるおそる、絵を飾ってある壁に向かって足を進めた。

　──私の、絵……。

　高校生の時に描いたものよりかなり稚拙だが、特徴はそのままだ。どこか漫画チックで、好きだった漫画家の影響をもろに受けている。

　頭の中に、この絵を描いた時の記憶がおぼろげに戻ってくる。

　病院──屋上で歯を食いしばるようにして泣いていた男の子……。

　いや、まさか柏原なわけがない。柏原は東京出身で、紗綾の郷里とは六百キロ以上も離れているのだ。でも──。

　昨日、十年ぶりに自分の絵を見た時、そこに描かれた坂下の顔が、あまりに今の柏原に似ているので驚いたことを思い出す。

　その時、坂下も言っていたはずだ。

（本当のこと言うと、俺、この年まで卒アルが見られなかったんだ。でも、改めて見て分かったよ。この似顔絵、全然俺に似てないよな）

（いくらなんでも美化しすぎ。昔の芦田は俺のことを変に理想化してたから、ビジュアルまで理想に合わせて脳内変換してたんじゃないかって疑ったよ。──で、理想の顔した柏原さんは、どうせ芦田の一目惚れなんだろ？）

「…………」

　紗綾は喉を鳴らし、おそるおそる絵に顔を近づけた。

　近くで見ると、絵の下の方に、大人の筆跡でメッセージが記されている。

【智己君、ファイト！　私たちと一緒に頑張ろうね。Ｇ病院小児科看護師一同】

　動悸が高まるのを感じながら、紗綾は何度も唾を飲み下した。

　Ｇ病院小児科。

　もしそれがＨ県の病院なら、紗綾が入院していたのもそこだ。

　どういうこと？　どういうこと──？

　その時、玄関で鍵を回す音がして、紗綾はびくっと肩をすくめた。複数の人の気配と話し声がする。

「智己？　大丈夫なの？」

「智君、真凜だよ？　ちゃんとご飯食べた？」

　あまりと言えばあまりのタイミングに、紗綾は声もなく固まった。

　最初の年配の女性の声は、彼の母親だろうか。そう言えば、最初インターフォンを鳴らした時、彼は「母さん？」と答えたはずだ……。

「あら、この靴真凜さんの？」

「ぇ……、私じゃないと思いますけど」

　玄関から響く声を耳にしながら、紗綾はただ立ちすくんでいた。







第四章 「本当の二人」








「天は二物を与えないって言うけど、智己君は別ね」

　子供の頃、親戚の家に行くと、よくそんな風に褒められた。

「成績は学年トップ、その上都の選抜選手に選ばれるなんて。やっぱり将来はサッカー選手にさせるつもり？」

「しかも、お母さんに似て、本当に綺麗な顔。これは将来が楽しみね」

　謙遜する両親は、それでもどこか嬉しそうで、まだ十歳だった柏原は、その顔を見てようやく自分の居場所を得たような安心感を覚えていた。

　が、そういった話題が出ると、必ずといっていいほど帰りの車中は静まり返る。

　そして寂しげに双眸を潤ませた母が、必ずこう漏らすのだった。

「恭やす史しが生きていたら、一体どんな子になっていたんでしょうね」

　その言葉に、父はいつも同じ言葉を力強く返した。

「智己のような、素晴らしい子になっていたさ」

　恭史は、柏原の三歳違いの兄で、柏原が生まれる前にはもう亡くなっていた。

　乳幼児突然死。一歳の誕生日の直前だったという。

　母は一年泣き暮らし、その精神状態を心配した父の強い勧めもあって、第二子を儲けることにしたという。そうして生まれたのが柏原だ。

　幼い頃の柏原は、ことあるごとに「恭史の分まで頑張るんだぞ」と父親に叱咤された。

　母に名前を呼び間違えられるのはしょっちゅうで、時折涙ぐんだ目で見つめられては、力一杯抱きしめられた。

　そんな時の母が、亡くなった兄を見ているのは明らかで、いつしか柏原は、自分は二人分の人生を──しかも、両親が最も喜ぶ形で生きなければと思うようになった。

　サッカーをやるようになったのは、父が若い頃、クラブの二部リーグに所属するほどの選手で、ついに一部リーグに上がることなく引退を決めた過去があったからだ。

　兄の墓前に並ぶ衣服や玩具には、全てサッカーボールのマークが入っており、父の書棚には、子供向けのサッカー教本が何冊も並んでいた。

　きっと父は、ゼロ歳だった兄をサッカー選手にするつもりだったのだろう。

　だったらその夢は、兄の代わりに生まれた自分が果たさなければならない。

　小学校一年生で地元のクラブチームに入った柏原は、サッカーも勉強も、寝る間を惜しんで努力研鑽を重ねた。父に似て身体能力が高かったせいか、小学校三年生でレギュラーになり、そのまま全国大会に出場する流れになった。

　四年生で都の選抜に選ばれた時は、本当に嬉しかった。何故なら父も同じように選抜選手になり、その春の大会で活躍していたからだ。

　が──、結果として柏原が大会に出ることはなかった。

　その直前練習でボールを胸に受けて意識を失い、ＡＥＤで一命を取り留めた後、救急搬送されたのである。

　数ヶ月にわたって行われた検査の結果は、先天的な心臓疾患──治すためには数回の手術が必要で、しかも、完治する保証はないとのことだった。

　その診断結果が意味しているのは、少なくとも全ての手術が終わる一五歳まで、グランドに立つことはおろか全力疾走すらできないということだ。

　両親は、表向き明るく励ましてくれたが、病室に付き添う母の目はいつも赤かったし、影に隠れては声を殺して泣いていた。

　一方で、勉強の遅れを心配する父は、やたらと参考書や問題集を差し入れるようになり、「せめて勉強を頑張るんだ。このままじゃ志望する中学にも入れなくなるぞ」と、柏原を叱咤した。

　柏原は、手術に向けた前向きな入院生活を送り、毎日消灯時間まで、父が買ってくれた中学受験の問題集に取り組んだ。

　だから自分でも、どうしてそうなったのか分からない。

　ある朝、目覚めたら急に呼吸ができなくなった。過呼吸とパニック障害──それが二度目についた病名だった。

　発作は再々、容赦なく柏原を襲い、手術どころではなくなった。

　医師からは環境を変えることを強く勧められ、それでその年の秋、母の実家のあるＨ県の病院に転院することになったのだ。

　その頃から柏原は、自分がいよいよ何の役にも立たない人間になったと思うようになった。

　転院後は目に見えて無気力になり、ただ一日中ぼんやりとベッドで過ごす日々が続いた。

　そしてある朝、青空が見たくなって屋上に出た時、不意に涙が止まらなくなったのだ。

　どうしてこんなことになったのだろう。

　何がいけなくて、どうすればよかったのだろう。

　両親の期待を裏切るどころか、新たな悲しみの元になってしまった。もし手術に失敗して寝たきりにでもなれば、両親の人生もまた狂ってしまう。

　こんな人間、いっそのことこの世から消えてしまえばいいんだ──。

「どうしたの？」

　その時、傍から可愛らしい声がした。涙でぐしゃぐしゃになった顔を上げると、隣に女の子が立ち、心配そうな目で見上げている。

「痛いの？　看護師さん、呼んできてあげようか？」

「痛くないから、呼ばなくていいよ」

　泣き顔を見られた恥ずかしさで、ぶっきらぼうな口調になった。

「じゃあ、お母さんと離れて寂しいの？」

「そんなんじゃないよ」

「強がらなくていいよ。寂しいなら一緒にいてあげるから」

　柏原はむっと顔を上げた。えらくお姉さんぶっているが、見た感じは、自分と同い年くらいの女の子だ。

　花柄のパジャマを着ているから入院患者だろう。心の中で「だっせ」と思った。センスがいかにも田舎くさい。

　ただ、顔立ちは可愛かった。色白で頬がふっくらしている。下がり気味の目元が優しく、日差しをまともに受けているせいか、茶褐色の瞳がきらきらと眩しく輝いている。

「小児病棟の子？」

「……そうだけど」

「初めて見る。私もそうだよ。どこの部屋？」

　柏原が渋々部屋番号を言うと、「個室じゃん？」と女の子は目を丸くした。

「そういえば看護師さんが話してた。個室に、将来芸能人になるレベルのかっこいい子がいるんだって。君のこと？」

　ぶっと柏原は噴き出した。

「俺じゃないよ」

「でも、小児病棟に個室ってひとつしかないよ」

「でも俺じゃないよ。俺、……全然かっこよくないし、将来もないから」

　女の子は一度きょとんと瞬きしてから、眉をひそめた。

「……重い病気？」

　いいかげん相手をするのが面倒になっていたが、その言葉で少しだけ我に返った。柏原が入院している小児病棟には、実際に短命で終わる子供も数多くいる。

　なんだか本当に情けなくなってきた。それに比べたら自分が恵まれていることくらい、頭では分かっていたはずなのに……。

「軽い、手術したら治る病気」

「そうなの？」

「うん、だから放っておいてくれていいよ」

　そのまま手すりにもたれて空を見ていると、ひょいっと目の前に何かが差し出された。

「これ、すごく面白いから読んでみて？」

「は……？」

　眉を寄せた柏原は、女の子が手にしているものを見て顔を顰めた。

　漫画の単行本だ。『未来人ゴッド』。その珍妙なタイトルと表紙を飾る古くさいロボット、それと目をきらきらさせた女の子のイメージが結びつかない。

　そもそも漫画なんて、これまでの人生で一度も読んだことがない。

　その時、遠くから看護師の声がした。

「こら、紗綾ちゃん、お薬飲まなきゃ駄目でしょ。一体どこに隠れたの？」

　声の方に視線をやり、女の子はちろりと可愛らしい舌を出した。

「私のこと。嫌なんだ。だって飲んだらしばらく動けなくなるんだよ？」

　そう言うと、彼女は「はーい」と大きな声を上げた。

「この漫画ね、今絶賛宣伝中なの。それ一巻、続きが読みたくなったら尋ねて来て。私、五一三号の芦田紗綾！」

　それは太陽のようにまぶしい、明るく輝く笑顔だった。





　◇






「これを読んで、午後までにサインと押印をしてくれないか」

　翌日──金曜日。

　出社した紗綾に渡されたのは、『Ｋ社との取り引き停止に係る顛末書』と銘打たれた十数枚の紙の束だった。

　デスクの前に立たせた紗綾に、定年間際の庶務課長は、気まずげに切り出した。

「営業の方から回されてきたものでね。午後三時に、本社の服務管理室に説明に赴かねばならんそうだ。呼ばれているのは猿山課長と犬田係長、中島君と……君だよ」

「わ、私が服務管理室に、ですか？」

　少し動揺して紗綾は聞いた。

　服務管理室はこの春新設された社長直轄部署で、門菱商事における業務上の不正やコンプライアンス違反をチェックし、社員の懲罰を決定するセクションである。

　まさかＫ社との取引き停止が原因で、非正規の自分がそんな場所に呼び出されるとは、夢にも思っていなかった。

　課長は最後に、「処分される前に自主退職という形を取った方がいいかもしれないね」と、気の毒そうに付け加えた。

　動揺したまま、自席で報告書に目を通した紗綾は、驚きで声をなくした。

　そこには信じられない嘘八百が並び立てられていた。

　丸の内支社で非正規雇用しているアシスタントＡが、営業担当者Ｎの指示を取り違え、誤った数量や日時を発注書に記載した──Ｎに再三催促されていたにも関わらず、Ａがクレーム報告書を作成しなかった──等々。

　最悪なことに、昨日の時点で予想していたことが、全て現実になっている。

　呆れてものも言えなかった。こんな馬鹿げた言い分がまかり通る職場なんて、こっちから願い下げだ。

　憤る一方で、悩む間もなく職場を追われることに、どこかでほっとしている自分もいる。

　昨日の出来事が真凜の父親の耳に入れば、退職に追いやられるのは時間の問題だし、それどころか、柏原にも害が及ぶかもしれないからだ。

　昨日──柏原の書斎で立ちすくむ紗綾を素通りして、二人の訪問者はまっすぐに寝室に向かって行った。

　扉が開閉する低い音がして、すぐに彼の母親と思しき女性の声がした。

（よく寝てるからこのままにしておきましょう。他に誰もいないようだけど……）

（いえ、女物のバッグがあります。──お母様、私、他の部屋も見てきます）

　すぐに紗綾を見つけた真凜は、大きく目を見開き、ついで大股で歩み寄ってきた。

　その形相は言葉通り鬼のようで、あの人形みたいに可愛らしい彼女の、それがようやく見せた本性だったのかもしれない。

　逃げる間もなく力一杯頬を叩かれ、頭の芯が痺れ、足元がぐらりとした。

（なんであんたがここにいるのよ。一体ここで何してるのよ！）

（真凜さん、やめて）

　なおも掴みかかろうとする真凜を、冷静に止めてくれたのは母親だった。

　切れ長の目が柏原そっくりで、彼の遺伝子の殆どはこの人から受け継がれたのだと一目で分かるほど綺麗な顔をした人だ。

　が、真凜はそれでも収まらず、目を吊り上げてまくしたてた。

（お母様、この人が智己さんを誘惑して、私と彼を別れさせようとしたんです）

　唯一の救いは、眠る柏原に気を遣ってか、これらの会話の声量が抑制されていたことだ。

　もし柏原がこの騒ぎに気づいたら──紗綾を庇うにせよ、真凜の顔を立てるにせよ、紗綾にはとても耐えられなかっただろう。

（……な、何もかも、真凜さんの言う通りです）

　紗綾は声を震わせて、頭を下げた。

　なまじ、馬鹿みたいな妄想をしただけに、今、彼の母親と婚約者の前で、謝るしかない自分が惨めだった。

（柏原さんは何も悪くありません。本当に申し訳ありませんでした……）

　真凜はなおも何か言いたげだったが、母親がその追求から庇うように、急いで紗綾を外に出してくれた。

　多分、病床の息子の前で、女二人が騒ぎ立てる状況にうんざりしていたのだろう。

　後のことは分からない。夜になって柏原から電話があったが、反射的にブロックした。

　その後、スマホの電源を切ってわんわん泣いた。子供みたいに──まるで、高校三年生のあの日のように、涙が枯れるまで泣きじゃくった。

　その時まで気持ちはぐちゃぐちゃだったが、泣いている間に、ようやく少しずつ乱れた感情も整理されてきた。

　起きたことは高校三年生の時以上にショックだったが、泣いてばかりではいられない。

　自分はもう十代の子供じゃない。自分のしでかしたことは、自分で責任を取らなければならないのだ。

　紗綾は起き上がり、柏原に宛てて長いメールをしたためた。

　メールを送信した時には夜も明けて、外は白々とした朝焼けに包まれていた。

　柏原と紗綾の気持ちがどうあれ、二人の始まりが誤っていたことは間違いない。

　紗綾は彼女がいる柏原を好きになって、柏原はその彼女を裏切って、二人して超えてはならない一線を越えてしまった。

　真凜の立場になって考えると、それは絶対に許されない裏切りだ。

　そこに中島を持ち出して言い訳できるのは柏原だけで、紗綾にその資格はない。

　それだけではなく、もう自分に、彼に好きでいてもらう資格もない。

（──ひどいね。昔は、似顔絵まで描いてくれたのに）

　何もかも思い出した。

　紗綾の人生を大きく変えた小学五年生の秋、入院中に少しだけ仲良くなった男の子。

　紗綾自身はすっかり忘れていた。それからの出来事を受け止めるので精一杯で、自分のことしか考えていなかったからだ。

　なのに彼はそうじゃなかった。

（俺は、小学校の時でも忘れない）

　──柏原は……、最初から私だと分かっていたんだ……。

「ねぇ、柏原から連絡はあったの？」

　隣席のカナの声に、涙ぐんでいた紗綾ははっと顔を上げた。気づけば昼前で、机の上には件の顛末書が投げっぱなしになっている。

「今日も風邪で休んでるんでしょ？　このこと、彼に知らせたの？」

「……ど、どうしてですか？」

「だって、いい感じなんでしょ、柏原と。実際付き合ってるかどうかは知らないけど」

　紗綾はびっくりして周囲を見回した。課長は退席中で、同僚たち全員が、心配顔で紗綾を見つめている。

「もう中島なんてクズは見切りをつけて、柏原に乗り換えちゃいなさいよ」

「そうよそうよ。あの子、見た目は冷たそうだけど性格は優しいもの。他の連中みたいに私たちを下に見ないし、プライベートと仕事はきっちり分けて接してくれるし」

　紗綾は、なんと答えていいか分からなかった。

　彼女たちの目敏さはよく知っているが、ここ数週間、自分と柏原の間に目立った接触はなかったはずだ。

「分かるわよ、そんなの。芦田さんは気をつけてたかもしれないけど、柏原が、ね」

　苦笑を交えてカナが言った。

「いつも芦田さんを目で追ってるし、気に掛けてるし。実は中島から回されたクレーム電話だって、後からしつこく問い質されてね。私が事情を話したら中島に注意してくれたみたいなのよ。で、極めつけは先月、Ｓ社と揉めたときのことよ」

　全員が訳知り顔で頷き合ったが、紗綾一人だけ意味が分からなかった。

　Ｓ社とは、先月紗綾が接待飲みに参加した会社である。その帰りに営業部長とトラブルになり、そこに何故か柏原が現れて──

　紗綾ははっとして顔色を変えた。

「まさか、私のことでＳ社から苦情が来たんですか」

「その通りよ。あのセクハラ部長、よりにもよって芦田さんから誘惑されたって文句言ってきたのよ？　一体おたくはどういう営業を社員にさせてるんだって」

　カナの言葉に、紗綾は唖然と口を開けた。

「事情は分からないけど、偶然その場に居合わせた柏原が、セクハラ部長を撃退したんでしょ？　──それでその部長が、芦田さんと柏原に謝罪させろって電話で要求してきたのよ」

「……、わ、私、そんなの聞いてないですけど」

「ちょうど芦田さんが有休を取ってた時よ。金曜だったし、月曜にはもう解決してたから」

「解決……？」

「その日の内に、柏原が一人でＳ社に謝罪に行っちゃったのよ」

「……、え……？」

　今度こそ紗綾は言葉を失った。──柏原が、一人で？　国内企業の担当でもないのに？

「で、夕方またＳ社から電話があって、もう謝罪を受けたので対応は結構ですって。──とにかくその時、私たちにも分かったわけ。柏原は芦田さんが好きなんだって」

「…………」

　つまり柏原が一人で、Ｓ社のセクハラ部長を納得させたのだ。いや、そんなことが彼の立場でできるだろうか。

　混乱する頭の中に、彼の部屋で見た書棚が蘇る。門菱商事に関するあらゆる書籍、会社法や労働法。そして内部監査の専門書──

　その時も、頭を掠めた疑念があった。彼が異動してきた日に机の上にあったもの──これまで感じた小さな違和感。もしかして……もしかして柏原は。

「ひどいのは中島よ」

　同僚の一人が憤慨したように口を開き、紗綾ははっと現実に立ち戻った。

「その後、禁止されているＳ社の接待になんで芦田さんが参加したんだって話になったんだけど、中島も営業の連中も知らん顔。結局、Ｓ社が矛を収めたからうやむやになったけど、そうじゃなかったら、今回みたいにまた芦田さん一人のせいにされてたんだから」

「それで、あんまり腹が立ったから」

　そこで、カナが再び口を開いた。

「私、柏原に言ったのよ。芦田さんの口から、何があったかみんなに説明してもらったらどうかって。──そしたら、彼、なんて言ったと思う？」

「い、いえ……」

「どうせ中島さんを庇うだけだから無駄だって」

「…………」

　紗綾は言葉もなく押し黙り、ただ眉根をきつく寄せた。

「なんだか切なくなっちゃって、それで私も、芦田さんに何も言わないことにしたのよ。──ねぇ、その書類にサインする前に、柏原に一度相談してみたら？」





　◇






（そんなに中島さんが好き？）

（あいつの頼みなら、禁止されてる接待飲みにも出るし、苦手な俺と仲いいふりもできるんだ）

（つまり、中島さんのしたことに責任を感じたから、俺とこうなったってこと？）

　屋上で一人佇む紗綾は、これまで柏原に投げかけられた言葉の数々を思い返していた。

　正直いえば、どうしてそんなに中島を引き合いに出すんだろうと思っていた。

　確かに表向きはつき合っていることになっている。が、二人の間に彼氏彼女らしい空気は欠片もないし、ダブルデートに同席した柏原もそれは分かっていたはずだ。

　一体自分のどこが、中島を好きなように見えるのだろうか──。

　でも、今日のカナの言葉の中で、胸に刺さって離れなくなったものがある。

（どうせ中島さんを庇うだけだから無駄だって）

　中島のことなんか好きじゃない。あの男が異動してきた時は、何日か食事も喉を通らなかったし、本気で転職を考えたくらいだ。

　なのに何故、あんな男の偽装彼女を引き受けてしまったのだろう。

　過去を隠したかったから──いや、それだけでなく、自分はどこかで、高校時代に入れなかった一軍の、そのトップにいた中島の彼女でいることに、隠れた優越感を抱いていたのではないだろうか。

　優越感──というより、自分の努力が認められたという自己満足。

　そんなものに、心のどこかですがっていたのではないだろうか。

　結局、心は過去にいつまでも縛られたまま、無意識に自分を中島の下に見ていたのかもしれない。中島に逆らえない精神構造を自分で勝手に構築してしまっていたのだ。

「なんだよ、こんなところにいたのかよ」

　屋上に上がってきた中島は、用心深く周囲を見回してから、フェンスを背に立つ紗綾の傍に駆け寄ってきた。

「それ、顛末書？　まさかそれ持って、ここから飛び降りようってんじゃないよな？」

　後半は、少し笑うような声だった。

　紗綾は黙って、手にしたままの顛末書の束を握り締めた。

　昼休憩が終わった直後、無断で席を立った紗綾は、この顛末書を持って屋上に上がった。

　そして電話で中島を呼び出した。すぐに来ないと本当のことを上司に報告すると言って。

「てか、本当のことってなんだよ。実際にお前が電話対応したわけだし、発注書だって、俺の指示した数字や日付と違ってただろ？　俺、電話でちゃんと指示したじゃん」

　紗綾は唇を引き結んだままで、その勝手な言い分を聞いていた。中島は続ける。

「さっさとサインして楽になろうぜ。処罰が軽くなるよう、俺からも口添えしてやるから」

　その中島を見ないまま、紗綾は、手にした書類をぎゅっと握り締めた。

「……その前に聞くけど、私を正社員にしてくれるって話、あれ、まだ生きてるの？」

　中島は、は？　と眉をハの字にして、それから「ああ、あれね」と苦笑した。

「何？　今回のことでクビになるかもしれないから、そっちに望みをかけようって？」

「……うん、そんなとこ」

「てかお前、俺が頼んだ証拠写真も撮ってねぇじゃん。まずは、それ撮ってからの話だろ」

　柏原の浮気現場を写真に撮れば、真凜が父親に頼んで正社員にしてくれるという話。

　もう真凜本人に現場を押さえられたも同然だから、そんな写真を撮る必要もないのだが、中島はまだそのことを知らないようだ。

　紗綾はうつむいて緊張を隠し、唇をいっそう強く引き結んだ。そうやって、怯みそうな気持ちを懸命に奮い立たせる。

「本当に真凜さんが、そんな写真を撮れって言ってるの？」

「……は？」

「も、もしそれが中島の作り話なら、そんな写真を撮っても、私が真凜さんに恨まれるだけじゃない。総務部長のお嬢さんに憎まれたら、正社員なんて絶対に無理じゃない。……それで中島のミスを被ってクビなんて、ちょっと……さすがに受け入れられないよ」

　はぁっと、わざとらしいほど大袈裟なため息が聞こえた。

「本当だよ。なんで俺が、お前相手にそんな面倒くさい嘘をつかなきゃなんねぇんだよ」

「じゃ、なんでもいいから証拠を見せてよ。でないと、これ」

　紗綾はさっと身を翻し、手に持った顛末書をフェンスの外にかざした。

「投げ捨てて、本社で本当のことを言うから。全部中島のミスを被せられただけだって！」

「おいおい、待てよ……」

「も、もし証拠を見せてくれたら、もう撮ってる証拠写真が何枚かあるから、それ、今夜にでも中島に送ることができるんだけど」

　うんざりしていた中島の目が、その言葉で不意に輝いた。

　彼はスマホをポケットから取り出し、画面をしきりにスクロールさせた。紗綾は息を詰めるようにして、その数十秒を待った。

「あった。──映像はさすがに見せられないけど、音声だけ聞かせてやるよ」

　紗綾は黙って、中島のスマホから流れる音声に耳を傾けた。

　途中、中島が慌ててスキップさせた場面もあったが、会話する男女──中島と真凜の親密さが伝わってくるような内容だった。

「……っ、これで分かっただろ。間違いなく写真は真凜のオーダーだよ」

「──分かった。でももうひとつだけ、いい？」

　紗綾は小さく深呼吸してから、続けた。

「高校生の時のことだけど……私が坂下君にプレゼントした似顔絵……あれを坂下君から盗ったのって、中島？」

（……実は、芦田が俺に似顔絵を渡してくれた時、友達何人かが、俺たちのことを見てたんだ。それで……当時のリーダー格だった奴に絵を盗られて……）

　その話を聞いた時から思っていた。そのリーダー格とは、中島のことではないかと。

　中島は、遠い記憶を辿るように眉を寄せて首を傾げる。

「まぁ、そんなこともあったかな。それがなんだよ。なんで急に昔の話？」

「ううん、なんでもない」

　紗綾は冷めた目で微笑して首を横に振った。

「よく分かった。……迷惑をかけてごめんなさい。今から下に降りてサインするね」





　◇






　その日の午後三時──門菱商事銀座本社。

　十五階にある会議室の円卓に、丸の内支社食品部の猿山課長と犬田係長、担当者の中島と、そして紗綾が座っていた。

「ったく、意味が分からんよ」

　と、腕時計を見て、猿山が苛立ったように口を開いた。

「なんだってこの場に、社員でもないアシスタントを同席させないといけないんだ」

「……すみません。服務管理室が、関係者全員から話を聞きたいと言うものでして」

　と、疲れた顔で犬田。

「というより、そもそもなんで、この件に服務管理室が首を突っ込んでくるんだ」

　そこでじろりと猿山に睨まれ、緊張していた紗綾はびくっと肩をすくませた。

　中島は、そんな紗綾の隣で殊勝な顔をして黙っている。いかにも自分にも責任がありますという表情だが、内心では、早く終わらないかなくらいに思っているに違いない。

「まぁ、悪いようにはしないから余計なことは言わないでくれよ」

　小声でそう囁いたのは犬田だった。

「非正規の芦田さんに、本社もそこまで厳しいことは言わないから。な？」

　普段は、周りと一緒になって紗綾をからかったり、接待要員として便利に使う男だが、あっさり紗綾を切り捨てる決断をしたらしい。

　──まぁ、それも仕方ないな……。

　紗綾は窓の外に目をやり、気持ちを静めてから、手元のファイルに目をやった。その中には、社を出る前にしたためた辞表が入っている。

　容姿と社交性で採用された職場で、その環境に自身も甘えてこの三年を過ごしてきた。いわば、楽をして生きてきたつけが回ってきたようなものだ。

　もう辞める覚悟はできている。ただ柏原だけは、絶対に私が守らなければならない。

　その時、ガチャッと音がして会議室の扉が開いた。

　入ってきた人を見て、驚いたのは紗綾だけではない。中島も腰を浮かせかける。

　真凜だった。オフホワイトのシンプルなスーツをまとい、メイクは別人のよう控え目だ。髪も後ろでひとまとめにしている。

　彼女は中島に軽く目配せした後、蔑むような目を紗綾に向けてから、扉を大きく開けた。

　真凜が社長秘書だとようやく思い出した時、その扉から、数人の男たちがぞろぞろと室内に入ってくる。

　四十代くらいの物腰が柔らかそうな男と、五十代くらいの男。そして最後に三十代くらいの眼光鋭い長身の男──

「あっ」

　猿山と犬田が同時に声を漏らした。紗綾にももちろんその理由は分かっている。

　最後に入ってきたのは、この春着任した新社長の山下だ。

　ニューヨーク帰りの創業家御曹司。写真でしか見たことがないが、端正で男らしい、それでいてどこか気性が激しそうな顔をしている。

　紗綾はこくりと唾をのんだ。いや、紗綾だけではない。支社から来た全員が棒を飲んだようになっている。

「社長、この度は、私どもの部署で大変なミスをしてしまいまして──」

　一堂が席に着いた後、猿山がやや緊張した面持ちで切り出すと、

「説明はいい。顛末書は、データで事前に目を通させてもらった」

　いかにも時間の浪費を嫌うような早口で、山下社長が遮った。

「で、でしたらお分かりかと思いますが、今回のことはアシスタントが」

「説明はいいと言わなかったか？」

　厳しい声で遮ると、社長はその鋭い目を中島に向けた。

「中島君といったね」

「はい」

「山下総務部長から、優秀な社員だと聞いている。以前は化学プラント部にいたそうだね」

　頷く中島は、やや頬を紅潮させている。

　山下社長の隣では、その山下と少しだけ面立ちの似た五十代くらいの男性が鷹揚に頷いている。この男が、山下総務部長──つまり真凜の父親なのだろう。

「それほど優秀なら、当然知っていると思うが」

　と、前置きして、社長は続けた。

「Ｋ社は、今でこそ業績が低迷しているが、私の祖父がこの会社を創業して以来の大切なクライアントだ。私の個人的な思い入れで申し訳ないが、こちらでも別途原因を調べさせてもらった。──入りたまえ」

　社長の言葉に、中島も犬田も猿山もうろたえていたが、扉から入ってきた人を見て、その動揺もかき消えたように息を引いた。

　紗綾だけは──、けれどどこかでこの展開を予想していた。

　そこには、書類を手にした柏原が立っていた。




「かっ、柏原？」

「なんだってお前がここに！」

　無様に慌てる猿山と犬田。中島もまた、口をぽかんとさせている。

「柏原君は昨年まで、人事課長だった私の部下だったのですが」

　そこで口を開いたのは、最初に入ってきた四十代くらいの柔和な雰囲気の男だった。

　申し遅れましたが、私、服務管理室長の林はやしです。──と、断ってから男は続けた。

「その柏原君が、この春、理由もなく突然丸の内支社に異動になりましてね。人事課長の私ですら前日に聞かされたくらいですから、まさに寝耳に水の人事です。ま、それはともかく、私も同時に、ここにいる山下社長の命を受け服務管理室を立ち上げることになった。そのメンバーとして、真っ先に私が指名したのが柏原君です」

「──しかし私が却下した。せっかく丸の内支社に配属されたんだ。そのままで構わないだろうと」

　言葉を継いだのは山下社長だった。

「というのも、丸の内支社には、前社長の頃から不正が横行しているとの情報があったのでね。その調査も兼ね、柏原君には服務管理室との兼任という形で異動辞令を出させてもらったんだ」

　そこで柏原が、全員に資料を配り始めた。

　彼の表情は普段通りだったが、体調が戻りきっていないのか、少し顔色が悪かった。

　真凜は、まるで書記のような立場で会議机の端に座っている。

　最初から柏原が来ることを知っていたのか、つんと取り澄ました顔で柏原の方を見もしない。

　柏原は、紗綾の前に書類を置く時だけ、数秒、手で書類を押さえる仕草をしたが、後は一度も紗綾に視線を止めることなく、社長の傍らに立つと口を開いた。

「まず項目一について調査結果を報告します。Ｋ社との取引停止についてですが、その主たる原因は、度重なる担当者の発注ミスとその後の不誠実な態度です。Ｋ社の担当によれば、状況は一向に改善せず、弊社担当からの謝罪は一度もなかったとのことです」

「それに関しては、大変申し訳なく思っています」

　と、殊勝な口調で中島が口を開いた。

「ただ、僕の指示を聞き違え、誤った数字で発注書を作成したのは芦田さんなんです。その報告が僕になかったので、謝罪しようがなかったんです」

　紗綾は黙って膝の上で拳を握った。本当に適当なことを言う。Ｋ社のクレームは当然中島に伝えたが、本人がずっと知らん顔をしていたのだ。

「アシスタントの芦田さんに関して言えば」

　特に表情を変えることなく、再び柏原が口を開いた。

「他にも多くの発注書を作成していますが、過去三年分を確認する限り、ミスはＫ社のみ。しかも中島さんが担当してからの時期に限られています」

　しかしそれも、中島が挙手して遮る。

「実は僕と芦田さんは、一時期恋愛関係にありました。……これは言わないつもりでしたが、彼女がなんらかの目的を持って、意図的にミスした可能性もあると思っています」

　しん……と室内が静まり帰る。

「とはいえ異議を申し立てるつもりはありません。芦田さんへの指示は全て電話で行っていますし、数量の誤りがどちらのミスだったかという証拠もありませんから」

　しゃべり方こそ殊勝だったが、どうだという内心のドヤ顔が透けて見えるようだ。

「中島君は、そんなミスをするような社員じゃありませんよ」

　そこで猿山課長が、半分苦笑しながら、その中島に追随した。

「うちの支社では、極めて営業成績のいい優秀な社員です。証拠が何もない中で、中島君だけを悪者にするなんて、少し一方的すぎるんじゃないですか」

「社長、私からも一言いいかね」

　どこか苦々しい声で口を挟んだのは、山下総務部長──真凜の父親だった。

「今日、門外漢の私が同席させてもらったのには理由がある。柏原がこの場に来ると、娘から聞いたからだ」

　怒りを滲ませた口調で言い、山下部長は、ジロリと社長をねめつけた。

「さっき、元人事課長から、私の人事采配を揶揄する発言があったがね。この柏原という男は、うちの娘と婚約までしながら、誠実さの欠片もない態度をとり続けてきたんだ」

　ほう、と呟いた社長が、目を細めて柏原を見る。

「なので、一度冷静になれという親心で別部署に異動させたんだ。しかし、そんな私の気持ちを踏みにじるかのように、この男は自分の部屋に別の女を連れ込んだ！」

　そこで憎々しげに指をさされ、紗綾はびくっと肩を震わせる。

「黙って聞いていれば、まさかそんな女の調査を柏原にさせるとは……社長！　少し、リサーチが甘すぎるのではないかね」

　皮肉を言われた社長が軽く肩をすくめる。そして再び柏原を見た。

「この件で、何か言うことは？」

　柏原は、少しの間迷っていたようだったが、やがて気持ちを決めたのか、緊張した面持ちで顔を上げた。

「僕が、両親の立場や意向もあって、山下真凜さんと様々な場所にご一緒したのは本当です。ただ、その関係をつき合っていると認識したことは一度もありませんし、真凜さんご本人にも再々そう伝えています」

　なんだと？　と真凜の父が声を荒らげる、それを社長が手で制する。

「それで？」

「一方的に切り出された婚約にしても同様で、僕にそのつもりはないと何度も申し上げました。にも関わらず周囲にそう触れ回るので、仕方なく放置していただけです。……それと、先ほど山下部長が仰られた僕の異動についてですが、僕自身は、異動には別の理由があったと考えています」

「おい、言ってみろ！　じゃあ一体何が原因だと言うんだ！」

　山下部長の剣幕に、柏原は黙ってうつむいている。

「中途半端にしか反論できないなら、最初から黙っていたらどうなんだ。ミスを正社員になすりつけるような女にたぶらかされて、よく私にそんな口がきけるな！」

　そこですすり泣きが聞こえた。振り返ると真凜が両手で顔を覆って泣いている。

「……もうやめて、お父さん」

　顔を上げた彼女の瞳を濡らす涙は、誰もが胸を打たれるほど可憐だった。

「わ、私が間違っていたし、馬鹿だった。お父さんの言うように、きっと最初から門菱で出世したくて私に近づいたんだと思う。……欺された私が、馬鹿だったの……」

　声を震わせて泣きじゃくる真凜に、父親が慌てて駆け寄っている。

「社長、申し訳ありません……ち、父が同席すると聞いて、私も同席させていただいたのに、こんな姿をお見せして」

　はらはらと零れる涙をハンカチで拭い、潤んだ目で社長を見上げる真凜。社長は少し困ったように、襟足の辺りを指で掻いている。

「ま、これで柏原君の調査に信憑性がないことが、はっきりしたんじゃないですかね」

　そこで鼻白んだように、ようやく余裕を取り戻した猿山がふんぞり返った。

「証拠が何もない今、何を信じたらいいかという話じゃないですか。結局は証拠が」

「……しょ、証拠は、あります」

「え？」

　緊張と不安で、自分の声も指も震えている。

　深呼吸で気持ちを静めてから、紗綾は手にしたスマホをぎこちなく取り上げた。

「わ、私、今年に入ってから、中島さんからの受注の指示は全部録音しているんです。一度、私がミスしたってＫ社に言い訳しているのを聞いて、万が一のことを考えて」

　紗綾は、もう一度深く呼吸をした。真凜はまだハンカチで目を拭っている。

　今、何が許せないかと言えば、この女ほど許せない存在はなかった。

　彼女のわざとらしい涙を見て、ようやく紗綾の覚悟も決まったのだ。

「その電話……五月のものを、今、再生します」

「おい、勝手な真似をするんじゃない！」

　猿山が眉を吊り上げて手を延ばす前に、紗綾は再生ボタンを押していた。

『でも、芦田さんって本当に使えるの？』

　スピーカーから、鈴を振ったような甘ったるい声が流れ出す。

　真凜がぎょっとしたように顔を上げた。

『恋人交換っていうのは、確かにいいアイデアだけど、智君があんなレベルの低い女になびくとは思えないんだけど』

『でも、今んとこ二人で仲良く温泉に通ってるから、相性はいいみたいだぜ』

「おい！」

　今度は中島が血相を変えて大声を上げた。

「あっ、すみません。間違えました」

　紗綾は慌ててスマホを操作するふりをした。その間も声は流れ続ける。

『でもさ、真凜の本命は山下社長なんだろ？　邪魔になった柏原を本社から追い出して、うまいこと社長秘書にしてもらったっていうのに、なんだっていつまでも、あんなつまんねー男に拘ってんだよ』

「ちょっ、あっ」

　次に声を上げたのは真凜の父親である。

『ふふっ、男っていうのは、フリーより相手のいる女に萌えるものなの。社長みたいな狩人はまさにそのタイプ。翔だってそうでしょ？』

『まぁな』

　その後に、喘ぎ声が混じり、『ちょっ、待て、今早送りするから』という中島の慌てた声が被さる。そして数秒の無音。

　この会話は、今日の午後、屋上での中島との会話を録音したものだ。

　紗綾にしてみれば、真凜が中島に頼んで、柏原の浮気現場の写真を撮らせようとした証拠を押さえたいだけだった。

　そうでなければ、真凜が、彼女の父に何を告げ口するか分からないと思ったからだ。

　中島はつきあった女性とのセックスを盗撮する癖がある──中島の元カノに聞かされた愚痴が、こんなところで役に立つとは思わなかったが、果たして、その会話は情事の中でなされていたものだった。

　無音の後、再び音声が流れ始める。

『とにかく、このままじゃ真凜の気持ちが収まらないの』

　真凜の声。

『たかだか中小企業の社長の息子を、真凜が好きになってあげたんだよ？　なのに何様？　こないだのデートの時も思いっきりコケにして……階級社会を舐めてるよ、完全に』

『確かに柏原って、空気が読めてないところがあるよな』

『ひとまず浮気写真を押さえたら、それをネタに足でもあそこでも舐めさせてやるんだから。あんな雑魚、パパに頼めば一生東南アジアの工場勤務よ』

『ははっ、女ってこええ』

「すみません、今、切りました」

　紗綾はスマホを切り、緊張に強張る顔を柏原に向けた。彼は驚きに目を見張って紗綾を見つめている。

「私の勘違いで、証拠の音声は別のボイレコに入ってたみたいです。後で柏原さんにデータを送るので、発注書類と照合してみてください」

　室内は、水を打ったように静まり返っている。

　これでクビは決まったな。そう思った紗綾が、そっと辞表を取り出そうとした時だった。

「Ｋ社の件は、その証拠とやらを聞いた上で、改めてでいいだろう」

　まるで、何事もなかったかのような冷淡さで、社長がその静寂を破った。

「柏原君、続きを」

　頷いた柏原も、すでに普段の彼に戻っている。

「続いて項目二。食品部営業課には、長年にわたって経費の不正請求が横行していました。領収の日付と営業記録と付き合わせたものを三ページから掲載しています」

　てっきり、Ｋ社の件で終わりだとでも思っていたのか、猿山と犬田が大慌てでページをめくり、蒼白になった犬田が血相を変えてまくしたてた。

「──っ、これはアシスタントのミスですよ。我々がやったことじゃない」

「そうでないことは、庶務課にあった領収の写しと、経費請求スキームから証明できます」

　そこだけは、やや強い口調で否定した柏原は、なおも淡々と続ける。

「次に、八ページ、項目三、実態に見合わない取り引きを続けている四社についてですが」

「──っ、い、言いがかりだ！」

　今度、真っ青になって声を上げたのは猿山だった。

「な、なんで私の名前がここにある。事実無根だ、許さないぞ、柏原！」

「──言いがかりかどうかは、取り引き先各社に聞き取りをして判断する」

　書類を指で叩いた社長が、冷ややかに猿山と犬田──そして固まる山下父娘を睥睨した。

「では、報告を続けてもらおうか」





　◇






「わぁ、すごい……」

　門菱商事本社ビル。二十階建ての屋上から見る景色は、すぐに言葉が出てこないほど美しいものだった。

　夏から秋になりかけの夕暮れ空に、夕陽に染まった東京タワーがそびえ立っている。

　その向こうに見えている高層ビル群に、自然が織りなす様々な光が照り映えて、まるで東京全部が、藍色と茜色の入り交じった海に沈み込んでいるようだ。

　二人以外誰もいない屋上は、そもそも人の立ち入りが想定されていないのか、転落防止用フェンスも設置されていない。

「本当に勝手に上がってよかったの？」

「平気だよ。社長の許可を取ったから」

　隣で手をつなぐ柏原が、紗綾を見下ろして微笑した。

「結構無茶な仕事を振られたんだ。これくらいの報酬、当然でしょ」

　二人は顔を見合わせて、そっと笑顔を交わし合った。

　今から三十分前──およそ一時間に及ぶ会議はようやく終わった。

　猿山と犬田は、懲戒免職どころか会社から訴えられる可能性を示唆され、殆ど茫然自失の体だった。現時点ではまだ疑い段階だった中島も、必死にミスの言い訳をまくしたて、証拠もないのに自白したも同然となった。

　その中島に何度かフォローを求められたが、紗綾は一切答えずに黙っていた。

　どんな罰が下されるとしても自業自得だ。この際、化学プラント時代の色恋営業も蒸し返されて、それこそ東南アジアの工場にでも行けばいい。

　山下父娘はもっと悲惨だった。娘の言いなりになって恣意的な人事をしていた部長は、もはやしどろもどろの状態で、本性がめくれた真凜は真っ青になって震えていた。

　その二人の前で、社長は殆ど感情を見せず、最後に林室長に淡々と命じた。

（すぐに総務部長と秘書の人事を刷新するよう、人事課に伝えてくれ）

　そして穏やかな笑顔で柏原の労をねぎらい、最後に紗綾を振り返った。

（やり方は褒められたものじゃないが、今回はよしとしよう。正直に言うと、あの秘書にはうんざりさせられていたんだ）

「もしかして、俺が服務管理室の所属だって気づいてた？」

　柏原に聞かれ、少しためらってから、紗綾はこくりと頷いた。

　柏原は、ちょっと打ちのめされた顔になって目を閉じる。

「──だよな、紗綾一人が全然驚いてなかったから。なんかミスった？　俺」

「そんなことないよ。……ただ、最初の日に、机の上に辞令書があったから……」

（触らないでください！）

　あの日、血相を変えて柏原が大声を上げた時。彼の机に山積していた書類を整理しようとしていた紗綾は、その剣幕と彼の顔に驚いて、一気に彼のことが苦手になった。

　その時はただ驚くばかりだったが、後になって、冷静沈着な柏原が、あれほど声を荒らげた理由を考えるようになった。

　そして分かった。理由は、彼の机に置かれていた辞令書だ。何故ならその時間、まだ丸の内支社での辞令交付式は行われておらず、辞令書は支店長の手元にあったからだ。

「……と言っても、なんの辞令かも分からないし、何か訳ありの人かなって思った程度だったの。でもその後、ちょっとずつあれって思うことがあって」

　Ｓ社の部長に絡まれていた紗綾を助けてくれた時、社内規則がすらすらと出てきたこと。

　むろん、記憶力がいいことは分かっていたが、その前に彼の口から、仕事に関係ない知識は忘れるようにしていると言われていたこと。

　彼の部屋で見た、内部監査の専門書。Ｓ社に一人で乗り込んでトラブルを解決したこと──おそらくあれは、服務管理室を通して対処してくれたのだ。

「もちろん半信半疑だった。だから、今日それが確認できたら、中島との会話を録音したデータを柏原に渡すつもりだったの。それと……皆さんの前で流した音声データも」

　黙って聞いていた柏原は、そこで初めて苦笑を漏らした。

「俺のこと頭いいって言うけど、紗綾の方が何倍も頭がいいじゃん」

「──っ、冗談でしょ？　何言ってんの、それ嫌味？」

「嫌味じゃないよ。今日の機転も大したものだった。俺が言いたいことを全部中島さんが言ってくれたんで、マジで胸がスカッとしたよ」

「それ、まごうことなき嫌味なんだけど」

　紗綾は笑い、二人はそのまま抱き締め合った。

　全身に感じる彼の香りとぬくもりに、嬉しくて目が潤みそうになる。もう、この温かさを他人のものだと思って、気持ちに鍵を掛ける必要はないのだ。──

「でも、ご両親は大丈夫なの？」

　それでもふと気になって、紗綾は聞いていた。

「……もしご両親が、真凜さんとの結婚を心待ちにしていたんだったら、」

「いや、もう全然。親父もおふくろも、内心じゃあの親子に困り果ててたから」

　柏原は苦い声で言って、

「……ごめん。何もかも、俺が紗綾に本当のことを隠して近づいたせいなんだ。その時は、紗綾は中島さんの彼女だとばかり思ってて、それで──」

　真凜と柏原の関係については、屋上に上がる前に改めて説明してもらった。

　馴れ初めは、昨年の真凜の入社式。受付に立った柏原に彼女が一目惚れして、そこからしつこく言い寄られるようになったのだという。

　それでも柏原が断り続けていたら、今度は父親──山下総務部長に呼び出され、実家の会社のことをちらつかされつつ、娘をむげにするなと釘を刺された。

　それで仕方なく、彼女の呼び出しに応じるようになったものの、早く諦めて欲しくて、ずっと素っ気ない態度をとり続けていたという。

　それがこの四月、独身の山下社長の着任が決まった途端、娘の近くにいられては邪魔だといわんばかりに突然異動させられた。──が、ほっとしたのも束の間、おそらく社長に全く相手にされなかったのだろう。再び真凜から連絡が入るようになったのだ。

「中島さんから声を掛けられたのはそんな時だよ。いきなりダブルデートしようって言われて驚いたけど、真凜狙いなんだっていうのはすぐに分かった。その時、真凜とつき合ってないって言えばよかったんだけど、……正直、これで紗綾と話ができると思ったんだ」

　柏原は、そこは少し苦しげに、唇を引き結んだ。

「なんで俺の顔見たら逃げるんだってずっと腹立たしく思ってた。忘れられてるのは仕方ないと思ったけど、怖がられてる意味が分からなくて……」

　紗綾はうなずき、切ない気持ちに突き動かされるように柏原の胸に頬を寄せた。

「本当にごめん。ずっと、思い出せなくて」

「いいよ。事情はメールを読んで全部分かった。まさか俺が坂下さんに似てるなんて夢にも思ってなかったから、避けられてた理由には驚いたけど」

　前の晩から明け方にかけて、紗綾は柏原に向けて長いメールを綴った。

　そこで、小学五年生の時に柏原に出会ってから今日までのこと──坂下との間に起きた出来事を詳細に書き綴った。

　その過程で、ずっと忘れていた柏原との思い出が少しずつ蘇ってきた。

　病院の屋上で出会った男の子は、それから紗綾の病室に漫画を借りに来るようになった。

　年下の彼に「紗綾さん」と呼ぶよう命じたのは紗綾だ。紗綾は彼を「智己君」と呼んでいた。名字は──多分、よく覚えていなかった。

　二人は漫画を通じて仲良くなったが、打ち解けたように見えても、「智己君」はちょっとしたことですぐに心を閉ざして塞ぎ込んでしまう。

　それは、退院した後の将来について紗綾が話題を振った時に、よく見られる反応だった。

　そんな二人の別れは、出会いからおよそ一ヶ月後に訪れた。

　新しい治療法が見つかった紗綾が、別の病院に転院することになったのだ。

　それを聞いた「智己君」はびっくりするくらい沈み込み、紗綾は、なんとかして彼を励ませないかなと思った。

　季節は冬だったが、その日は、窓から明るい木漏れ日が入り込み、子供にしては整いすぎた「智己君」の横顔をキラキラと輝かせていた。

（ねぇ、似顔絵描いてあげようか）

　不意に思いついて紗綾は言った。

　絵は得意な方だった。ただし美術というより漫画っぽいタッチだが。

（智己君の将来、きっとキラキラに輝いてるよ。これは、そのキラキラな顔だから）

　将来どれだけイケメンになるかを思い描いて、少し大人になった顔を想像して描いた。

　翌日、転院前の最後の挨拶の時にそれを渡すと、「智己君」はぶっと噴き出し、それからしばらく馬鹿みたいに笑っていた。──

「……あの時の絵、どうしてずっと持っててくれたの？」

　今、現実に大人になった彼の顔は、黄昏に染まる夕陽を受け、十一歳の紗綾が想像した通りの──それ以上の輝きを放っている。

「面白かったから」

　少し笑って、柏原が言った。

「面白いって？」

「俺が本当にキラキラして、まるで漫画の主人公みたいだったから。あんな絵、どんな顔して描いたんだと思ったら」

　紗綾は少しむっとしたが、彼の声が本当に楽しそうだったので怒るのはやめておいた。

「あの時、俺、久しぶりに笑ったんだ。だから、次笑いたくなる時のために絵を取っとこうと思った。何度も見返したよ。もう笑うことはなかったけど、見ている内に少しずつ思うようになった。俺、この絵の俺みたいにキラキラしなきゃなって」

　彼は言葉を切り、紗綾を抱き締める腕に少し力を込めた。

「それでキラキラした自分になったら、もう一回、紗綾に会いに行こうと思ってた。……本当のことを言うと、俺、紗綾のこと探したんだ。手術が全部終わった高校二年の夏に」

　紗綾はドキリとして顔を上げた。

「紗綾が、あの辺の小学校に通ってたのは分かってたから、ＳＮＳで情報集めて同じ名前の子をようやく見つけた。……でも、……、友達にその子の写真を送ってもらったら」

　柏原はうつむき、贖罪するように目を伏せる。

「俺……分からなかった。全然雰囲気も違うし、てっきり同姓同名の別人だと思ったんだ。他の学校も探してみたけど、結局分からなくて諦めた。だから丸の内支社で会った時は本当に驚いたよ。紗綾も俺の顔を見て驚いていたようだから、その時は……お互い分かったんだと勘違いしてたんだ」

　それは多分、彼が着任した初日のことだ。大声で怒鳴られて、立ちすくんだ時。

「その後、出身高校が中島さんと同じって知って、高二で見つけた同じ名前の子が、やっぱり紗綾だったんだって確信したよ。ただその時は……きっと間違えて別人の写真が送られてきたんだろうくらいにしか思わなかったんだ」

「…………」

「初めて俺の部屋に来てくれた時、薬の副作用で顔が腫れていたことや、そのせいで辛い思いをしたって話してくれたよな。……それ聞いたら、とても本当のことが言い出せなかった。知らなかったとはいえ、あまりに自分が……ひどい奴だと思ったから」

　黙って彼の懺悔を聞いていた紗綾は、少しだけ双眸を潤ませて首を横に振った。

　それくらいのことで自分を責めていた彼の優しさに、胸がいっぱいになる。

「ねぇ、全然思い出さなかった私より、何倍もマシじゃない？」

　紗綾は笑って、彼の顔を両手で包んだ。

「それどころか、私、智己君と雰囲気が似た人を無自覚に好きになって、うれしげに似顔絵まで描いたんだよ。そっちの方がひどいじゃない」

「……坂下さんって、高校の時、ほんとにあんな感じだった？」

「ううん。単に私に、絵のバリエーションがなかっただけ」

　紗綾はつま先立って、彼の唇にキスをした。

　坂下を好きになった本当の理由は、どこかで彼に、智己君の面影を見ていたからかもしれない──その時は無自覚だったけど、無意識に思ったその気持ちが、絵に表れていたのかもしれない。

　上手く言葉にできないあの頃の気持ちは、いつか、彼に話せる時が来るだろう。

「私、門菱辞めて、再就職するよ」

「うん、俺もその方がいいと思ってた」

　柏原は微笑むと、不意に屈み込んで紗綾を抱き上げた。

「とりあえず無職の間は面倒見ようか？」

「っ、い、いいよ。ねぇ、こんな場所で抱き上げられたら、マジで怖いんだけど」

「このまま家に連れて帰ろうと思って。──今日は、もう水曜じゃないけど」

　紗綾の目をのぞきこむように見つめると、彼はそっと口づけた。

「週末は、ずっと一緒にいてくれる？」

「……うん」

　紗綾は頷き、深くなっていく幸せなキスに身を委ねた。







エピローグ








「じゃあ悪いけど、明日までお留守番お願いね」

　吐く息の白さが、薄暗い冬の黄昏時をいっそう寒く感じさせる。

「うん、気をつけて」

　紗綾は肩を縮こませながら、小さく挙げた手を振った。

「姉ちゃん、下手な料理作って、柏原さんに嫌われんなよ」

「こら、余計なこと言わないの」

　弟と母の賑やかな声が、車の中から聞こえてくる。

　やがて、今朝降った雪がまだ点々と残る新年の住宅街を、両親と弟を乗せた車が遠ざかっていった。

　家に戻った紗綾は、急いで台所の食材を確認した。まだお節料理が随分残っているし、頂き物の蟹もある。どうしよう、鍋だったら私一人で作れるかな。

　そんなことを思いながら居間の引戸を引くと、明るい笑い声が聞こえてきた。

　つけっぱなしのテレビで新年恒例のお笑い番組をやっている。その音に、規則正しい寝息が混じっている。

　思わず苦笑を漏らした紗綾は、足音を忍ばせて居間に入った。十二畳の部屋の中央にはこたつがあって、柏原が、そこに足を突っ込んで眠っているのだ。

　二人が両思いになって初めての元日──。

　紗綾と柏原は、大晦日から一月二日までの日程で、Ｈ県にある紗綾の実家を訪れていた。

　双方の両親に勧められて決めたもので、三日には東京の、柏原の実家に年始の挨拶に行く予定になっている。

　紗綾はあれから門菱商事を辞め、坂下の紹介で小さな出版社に就職した。業界雑誌の編集の仕事で、やりがいはあるが、目が回りそうなほど忙しかった。

　多忙なのは本社勤務になった柏原も同じで、そんな二人が同棲することになったのは、自然な成り行きだったのかもしれない。

　それもあって、双方の親への紹介も早かった。最初に柏原家に挨拶に行き、次は紗綾の両親が上京してきて、なんだかんだしている内に親同士が仲良くなった。

　そして、付き合って初めての大晦日と正月を、芦田家で過ごす流れになったのである。

「智己……」

　紗綾は笑いを含んだ声で囁いて、眠る彼の傍に膝をついた。

　起こすのが忍びないと思ったのは、昨夜彼があまり寝ていないことを知っているからだ。

　父に遅くまで晩酌に付き合わされ、その後は高校生の弟と大学受験や将来の仕事のことで話し込んでいた。弟はすっかり柏原のファンになったらしく、早くも彼をお義兄さんと呼んで慕っている。

　紗綾は身をかがめ、眠る彼の横顔を見下ろした。

　睫の長い、端正な目鼻立ち。街を歩けば、必ず誰かが振り返るくらい綺麗な顔。でも寝ている時の姿は子供みたいに無防備だ。

　薄く開いた唇が可愛い。男らしい喉仏と肩や胸の隆起に少しだけドキドキする。彼の片手は腹部の辺りに置かれ、その部分のセーターとシャツが少しだけ捲れている。

　シャツの下からのぞく引き締まった象牙色の腹筋が妙になまめかしく、紗綾は軽く咳払いをした。

　いけない。実家なのに不謹慎な気持ちになってしまう。

　そこで柏原が寝返りを打ったので、紗綾は彼の肩をそっとゆすった。

「智己、もう夕方だけど、晩御飯どうする？」

「……ん」

　薄く瞼を開いた柏原が、夢でも見ているような目で紗綾を見上げた。

「お義父さんは？」

「お母さんの運転で、みんな親戚の家に行っちゃった。昨日話したの忘れた？　明日の朝まで私たち二人だよ」

「……忘れてない」

　寝ぼけたような声だったが、彼は不意に腕を伸ばし、屈み込む紗綾を抱き寄せた。

「っ、ちょっと」

「ごめん、ずっとこうしたかった」

　いたずらっ子みたいな彼の目に、紗綾も自然に笑っていた。暖かな敷布の上で、くすくす笑いながら抱きしめ合い、何度か軽いキスをする。

　彼の呼気に残るアルコールに気づき、紗綾はそっと視線を上げた。

　こたつ台の上には、徳利や猪口が並んでいる。

「もしかして、結構飲んだ？」

「……てか、飲まされた。お父さん、俺を眠らせにかかってたんじゃないかな」

「ええ？　なんで？」

　紗綾を片腕で抱いた彼が再び仰向けになったので、紗綾は自分もこたつに足を入れ、彼の肩に頭を乗せた。

「やっぱ父親だから、結婚前の娘が男と家で二人きりになるのに抵抗があったとかさ」

「そんなことないでしょ。そもそもこの日に泊まりに来いって言ったの、うちの親だよ？」

「……まぁ、そこは複雑な親心？　いっそのこと、今から籍を入れに行こうか」

「っ、何言ってるのよ。あれだけみんなで話して、結婚の時期を決めたのに」

　紗綾は頬を薄く染め、柏原の胸を拳で叩いた。

　正直、この展開の早さに紗綾が一番驚いている。結婚は、双方の家族で一緒に食事をした時に話題になり、六月ということで全員が合意した。

　すでに同棲している二人を紗綾の両親が心配しないわけがなく、それを気にした柏原の両親が、急いで話を進めたという形である。

　少し不満があるとすれば、ちゃんとしたプロポーズがなかったことくらいだ。

　もちろん不満というほどのことでもない。というよりあまりに毎日が幸せすぎて、不満のハードルが下がってしまったのかもしれない……。

「……紗綾」

　名前を呼ばれて顔を傾けると、こちらを向いた柏原が、額に優しく口づけた。

　軽い、優しい音を立てて、温かなキスが瞼やこめかみに落とされる。

「やだ、くすぐったいよ」

　温まった彼の身体が湯たんぽみたいで心地いい。紗綾はふざけながら身をよじり、それでもいつしか彼の背中に両腕を回して、キスは少しずつ熱を帯びていった。

　唇を甘く舐められて、暖かな舌がそっと歯の間から入ってくる。

　互いの体温が上がっているせいか、触れ合った舌は熱く、とろけるように柔らかい。彼の舌は優しく紗綾の舌を絡め取り、気持ちのいい場所をぬるぬると舐めてくる。

「ねぇ、だめ……」

「ん？」

「夕飯の支度しなきゃ……、や」

　答えない柏原が、紗綾の着ていたセーターをそっとたくし上げた。

　男らしい無骨な手が、柔らかい腹部を優しいタッチで撫で上げる。

　何度も二人で肌を重ね、どこが弱くて、どうすれば感じるかを知り尽くした指が、紗綾の理性を少しずつとろけさせていく。

「ン、……っ」

　気づけばブラを押し上げられ、マシュマロのようなふるりとした乳房が、セーターの中でまろび出た。蕩然と彼の愛撫に身を任せていた紗綾は、そこで我に返って身をよじる。

「ねぇ、本当にだめだって」

「ごめん、もうちょっとだけ」

　囁かれ、反論は唇で優しく塞がれる。ぴったりとくっついた口の中で、互いの舌がいやらしく絡み合い、酒匂を帯びた唾液が清花の喉を甘く濡らしていく。

「……ぁ、……ん」

　胸の丸みを愛おしむように押し揉まれ、二つの蕾を指ですりすりと擦られた。

　甘い掻痒感がじんわりと広がって、それが糸のように細い快感に変わっていく。やがて立ち上がった乳首をリズミカルに転がされ、腰骨がとろけそうな気持ちよさが込み上げてくる。

「……ゃ……ぁ、……っ」

「コリコリして、美味そう」

　意地悪く囁かれ、指で乳首をつまみ上げられる。

　そのままクリクリと捻られて、ピクンッと腰が跳ね上がった。喉から甘いうめき声が漏れ、足の指に力が込もる。

「舐めたい……だめ？」

　返事も待たずにセーターがさらに捲り上げられ、白い腹に唇が落とされた。それは徐々に這い上がり、いじらしく震える薄桃色の果実にたどり着く。

「っ、ぁ……は」

　乳首の周辺に丹念に口づけられた後、温かな舌と唇に包まれて、紗綾は甘い声を上げた。こたつに半ばまで埋まった足が絡み合って、被さってくる彼の重みと体温で、身体がうっすらと汗ばんでくる。

　片方の乳首をたっぷりと舐められた後は、もう片方にも同じ真似をされる。その頃には紗綾は、熱い吐息を零し、焦れったさに身悶えるように腰を波打たせていた。

　どうしよう。もう気持ちよくて、何も考えられない。

　柏原の手が腰を撫で、指がジーンズのボタンを探り当てる。それを外されて、ジッパーを引き下ろされて、開いた前部分に指が滑り込んでくる。

「ぁ……」

　紗綾は恥ずかしさに顔を背けた。

　シルクのショーツはもうしっとりと汗ばんで、内腿の間は恥ずかしいくらい濡れている。

　デニムと下腹のわずかな間隙で、大きな手が窮屈そうに動いている。それでも、暖かくて太い指はすぐに下生えにたどり着き、湿り気を帯びたそれを優しく掻き分けてから、くぷりと割れ目に沈み込んだ。

「はぁ……ぅ」

「ここも、いつもよりエッチになってるね」

「や……だ」

　可動範囲の限られた指が、濡れた花びらをぎこちなく愛撫する。ひだの重なり合いをめくるようになぞり、鞘に包まれた敏感な花芽をくりくりと優しく押し潰す。

「ン……、んぅ」

　紗綾は悩ましく眉を寄せ、自分の指を噛むようにして身悶えた。

　あと少し、別の刺激が欲しいのに、デニムに阻まれた指は中途半端にしか動かない。それでいて同じ場所を執拗に弄り立てられ、次第に甘い塊のようなものが腰の奥で膨らんでくる。

「ぁ……っ、は……っ、ン、」

　もどかしく腰を上げ、紗綾は無意識に彼の指を自分の中に誘った。

　もっと奥……もっと深くに、この指が欲しい。もっと乱暴に、荒々しく動かして欲しい。もっと、もっと……。

「ン……ぁぅ、っん……ぁ」

　柏原は焦れるほどに優しく指を動かし続けている。けれどその目は欲望に濡れて、肌もうっすらと上気している。

「ぁ……智己、……んっ」

「紗綾、エロすぎ。俺の指が溶けちゃいそう」

　その声は興奮に掠れ、胸にかかる吐息も熱い。

　彼はいったん指を抜くと、紗綾のデニムに手をかけて、それを足から抜いてくれた。紗綾は恥ずかしさに睫を伏せたが、自ら腰を浮かせて彼を手伝った。

　ショーツを半ばまでめくり下げた柏原が、そこでたまりかねたように喉を鳴らす。チュッと鼠蹊部の辺りに唇が落とされ、その唇が下生えの際にまで下りてくる。

「っ……、ン、それはだめ」

「ごめん」

　舌先で叢を掻き分けながら、くぐもった声で彼は続けた。

「俺、ずっと我慢してたんだ。せっかく休みになったのに、俺たち、ずっと慌ただしかったから」

　言葉が途切れ、弾力のある舌先が淫猥に開いた花びらの中に入ってくる。

「ンっ、……ァ、あは……」

　敏感な場所を舌先で舐められ、たまらず紗綾は甘い声を上げた。

「くぅ……」

「こっちも、もうコリコリになってるよ」

　囁いた彼は、ぷるりと勃った淡い粒を舌先で優しく舐め回した。頭が虚ろになりそうな気持ちよさに、清花は半眼にした睫を震わせる。

　腰が勝手にピクピクと跳ねた。剥き出しにされた女芯はたっぷりの唾液と甘蜜に浸されて、コリコリヌルヌルと舌先で愛撫され続ける。

　腰が甘ったるくとろけて、軽い恍惚の淵に何度か落とされては引き上げられる。

「ぁ……、と、智己、……も、もぅ」

「だめ、もう少し舐めさせて」

　彼の舌は、花びらの一片一片をヌメヌメと舐め上げ、まるで淫らな生き物のように内腿の間でひらめき続ける。やがて、その舌先は膣口を優しく割り広げ、そこにぬぷりと沈み込む。

「あ……、ぁ……ぅ」

　もどかしくて、焦ったい、それでいて耐えられないほどいやらしい口淫に、紗綾は両手で口を押さえて腰を浮かせた。

　自分の恥ずかしくて大切な場所が、彼の舌にぬくぬくと貫かれ、蜜を滴らせながら収縮している。セーターからのぞく胸を乱暴に揉みしだかれ、乳首を少し強く引っ張られる。

　舌を抜いた彼が、口全体で一番感じる雌芯を覆い、ちゅっと音を立てて吸い上げた。

「ああっ、ぅ」

　その瞬間、甘い電流のようなものが背筋を走り、紗綾は浮かせた腰を震わせる。

「ンッ……、んぅ、んんっ、やぁ、あ……ンッ」

　反り返った内腿の間から、ピュッと何かが迸った。

「ぁ、はぁっ、やっ、あンっ、いくっ……いくっ」

　意識が飛びそうになるほど強烈な快感に、あられもない声も同時に迸る。

　紗綾がぐったりと身を伏せると、柏原は唇を舐めて半身を起こし、着ていたセーターを脱ぎ捨てた。

　下は黒のアンダーウェア一枚で、それが汗で身体に張り付いている。彼はソファに置いていたウエストポーチから避妊具を出すと、それを装着してから紗綾を見下ろした。

　ここでするんだ──と、一瞬掠めた家族への後ろめたさは、それ以上に激しい情欲で押し流された。

　思えば、十二月はずっと忙しくて、クリスマスイブに慌ただしく身体を重ねたのが最後だった。どちらかといえば、余裕がなかったのは転職したばかりの紗綾の方で、柏原が紗綾を気遣ってくれているのはよく分かっていた。

　ずっと我慢させていたんだと思うと、余計に彼が愛おしく、いじらしくなってくる。

　言葉もなく、ためらいもなく、彼はすぐに紗綾の中に入ってきた。硬いもので柔らかな膣肉を容赦なく割り開かれ、身震いするほどの気持ちよさに声も出なくなる。

　いったん奥に沈み込んだ肉茎は、ゆるゆると引き抜かれ、最初よりさらに激しく奥に突き入れられた。

　とろけた紗綾の身体を揺すり立てるように、ドチュンドチュンと荒々しい抽送が続く。

「……っ、ぅ、ごめん」

　腰を打ちつけながら、柏原はうめくような声で言った。

「こんなとこでごめん。後で、もっとちゃんとするから」

　紗綾は、揺さぶられながら、どこか虚ろに首を横に振った。視界の端にこたつ台に置かれた徳利や皿が見えている。テレビは若者向けの歌番組に変わっている。

　実家で迎えるいつもの新年の光景の中で、彼と身体を重ねているのが不思議だった。

　素肌がぶつかり合う打擲音。ぬかるみをかき混ぜるような淫らな水音。

　そこに二人の荒々しい呼吸が被さり、やがて紗綾の喘ぎと啜り泣きが混じり合う。

「ンッ、ぁ……っ、んっ、ああっ、あン、やぁ」

「紗綾……紗綾、可愛い、愛してる」

　熱っぽく囁く柏原は、双眸を情欲で潤ませて、硬く張り詰めた灼熱で何度も何度も紗綾の最奥を穿ってくる。

　こたつ台の食器が振動でカチャカチャと音を立てる。彼の前髪が揺れ、額から汗が滴り落ちる。

「はっ、はぁっ、紗綾……、っ」

「あ……、智己……智己」

　必死にしがみついていないと、振り落とされてしまいそうだった。

　こんなに余裕をなくした柏原を見るのは初めてで、それだけで潤っている部分が熱く昂り、彼のものをいっそう強く締め付ける。

　やがて下腹部の奥底に、腰骨をとろかすような快感の輪が広がる。それは剛直に突かれて掻き乱され、より大きな輪になって細胞の隅々にまで広がった。

「っ……、あ……、」

　紗綾は虚ろに開いた唇を震わせた。指の先までピリピリと痺れている。快感の高みに押し上げられた身体が、ずっとその感覚に捉えられている。

　そんな紗綾を、柏原はいっそう深く貫いて、ガツガツと肉体をぶつけてくる。紗綾がイキそうになると意地悪く角度を変え、緩急を交え、何度も何度も奥を穿ち続ける。

　やがて、彼の吐く息が獣のように荒くなる。呼吸を奪うように唇を塞がれ、声が出せない中での抽送の直後、紗綾の膣内を埋め尽くす肉茎がビクビクッと跳ね上がった。

　紗綾が高みに放り出されたのも、その時だった。

「あぁっ、やぁ……っ、んっ、ぁ……っ、ああっ」

「紗綾……、紗綾」

「いくっ、だめぇ、いく、いくいくっ、だめっ、いっちゃうっ……」

　あまりに強い快感の焔に炙られて、頭の中が真っ白なる。

　くずおれた身体が柏原の腕で抱き締められても、彼のものを食い締めた柔肉は、なおもいやらしくひくついている。

　愛情と労りの込もったキスを何度かしてから、柏原は自分のものを引き抜き、蜜で濡れた場所をティッシュで丁寧に拭ってくれた。

「……、ごめん、でも、すごくよかった」

　頭を抱き寄せられ、額にチュッと口づけられる。

「ん……」

「部屋は俺が綺麗にするよ。夕飯も俺が作るから」

「い、いいよ、いつも作ってもらってるのに」

「毎日作るよ、これからもずっと。子供ができたら絶対紗綾の方が大変なんだし」

　紗綾は目を瞬かせた。同棲してまだ三ヶ月だが、確かに食事の支度は殆ど柏原がやってくれている。でもそれは、紗綾が彼の部屋のキッチンに慣れないのと、転職したことへの気遣いだと思っていた。

　だから今朝、彼を含めた家族全員で近所の神社に初詣した時、手を合わせて紗綾は祈ったのだ。今年こそ料理をちゃんと作れますように──と。

「大変なのは智己もじゃない。仕事だって、忙しくなるかもしれないのに」

　その時は頼むかもしれないけど──と言って、彼は楽しそうに笑った。

「俺、好きなんだ。料理作るのも、紗綾がそれを美味しそうに食う顔を見るのも」

「…………」

「これからもずっと、俺の側で笑ってくれる？」

　幸せで、胸が溢れそうになる。

　紗綾は力いっぱい頷き、彼の首に両腕を回して、その愛しい唇に口づけた。







あとがき








　高たか羽ば柚ゆず衣きです。最後までお読みいただき、ありがとうございました。

　濃蜜ラブルージュ様では二作目の作品になります。

　楽しんでいただければ幸いです。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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